

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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電子書籍特典　書き下ろし短編『安藤くんと脚本と欲望』






第一章

【脚本】




「じゃあ、今年の学年発表会についてのクラス会議を始めるわよ」




（六時間目がＨＲに変更されたと思ったら、委員長が何かの会議を始めたぞ……？）




「……ねぇ、朝あさ倉くらさん」

「安あん藤どうくん、何かしら？」

「学年発表会って……何？」

「安藤くん……朝のＨＲで先生が言ってたこと聞いてなかったの？」

「まったく聞いてないね」

「そうね……。聞いてたらこんな質問しないものね。

　学年発表会ってのは毎年六月に一年と二年がクラス別で演劇をやってクラスの親睦を深めるのが目的の行事よ。一年の時もやったはずだけど？」




（演劇……そんなの一年の時にやったっけ？）




「ああ、思い出した！　あの買い出しをさせられたり、小道具を作らされたり、クラスメイトから奴隷みたいに扱われた行事か！」

「どうやら、安あん藤どうくんだけはクラスメイトと親睦を深められなかったみたいね……」

「だって、俺『ぼっち』だし……」




（つまり、その演劇をこのクラスでやるから、委員長がＨＲを開いているのか……。クラスが新しくなって、夏休みが始まるまでのこの六月にクラスの親睦を深めるっていう目的は分かるんだけど、悲しいことに二ヶ月経たってもクラスに馴な染じめない『ぼっち』は、何をしても『ぼっち』のままなんだよなぁ……）




「というわけで、今日はこのクラスがやる演劇の『内容』を決めるわよ。

さぁ、皆みんな。やりたいお話は何かあるかしら？」





【テンプレ】




「安藤くん、どうかしら！」

「え、朝あさ倉くらさん……ど、どうって？」




（いかん、いかん……少し眠くて意識が持っていかれてたぜ……）




「私の脚本よ！　まさか……人が真剣に話しているのに寝てたんじゃないでしょうね？」

「ち、ちがうよ！　ちょっと、ボーッとしちゃっただけだから！」




（えっと、確か……今日のＨＲで演劇の内容が決まらなくて、委員長が……、

『全員、明日までに演劇の脚本を何か考えてきてくれる？　その中で一番いい脚本を採用するわ』

　──って言って、朝倉さんと一緒に図書室で脚本作りをすることになったんだっけ？）




「ならいいわ。それで、安藤くん。私の考えた『脚本』はどうかしら？」

「えっと、そうだねぇ……。朝倉さん、まずは質問をさせてもらってもいいかな？」

「ええ、もちろん！　さぁ、どんな質問でも来なさい！」

「……これを『演劇』でやるの？」

「え、ダメかしら？」

「あぁ～、えーと……」




（『クラスメイト全員で異世界転生！　ありふれてないスキルで俺ＴＵＥＥＥチートハーレムで異世界最凶目指す』か……。タイトルがどう見ても『な●う』なんだよなぁ……）




「因ちなみにこれ……な●うの作品とかじゃないよね？」

「もちろんよ！　な●うの作品の中でも、私が好きなのを参考にして考えた、最強の俺ＴＵＥＥＥチート演劇よ！」

「委員長は童話か何かの小説を脚本にするって言ってなかったっけ……？」

「え？　でも、各自が考えたオリジナルでもいいって言ってたわよ？」

「そう……だったね」




（朝あさ倉くらさんって……見た目は完璧な『学校一の美少女』なのに、中身は『な●う系』大好きのラノベオタクなんだよなぁ……。いや、確かに脚本を作りたいって言った時は、異世界モノをテーマにするんじゃないかと思ったけど……これは流石さすがに予想外だよ！）




「朝倉さん、この脚本……異世界に転生して直すぐにクラスメイトの半分が主人公に倒されているんだけど？」

「最初はインパクトが大事なのよ！　特に主人公はクラスで虐いじめられていた設定だから、チートスキルをもらったら真っ先にいじめっ子に復ふく讐しゆうするのがセオリーよね！」

「なるほどねぇ……」




（つまり、演劇が始まって出演者の半分はすぐに退場すると……）




「この脚本……女子生徒が全員、主人公のスキルでハーレムに入るんだけど？」

「異世界モノでハーレムと奴隷ヒロインは鉄板よ！　だから、増やせるだけハーレムを増やしてみたわ！」




（つまり、クラスの女子は劇中で全員がハーレム要員になると……）




「最後に……主人公が残りのクラスメイトを全滅させて終わっているんだけど……？」

「最近はダークヒーローモノが流は行やっているのよ！　だから、主人公はあえて悪い設定にしてみたわ！」




（つまり、演劇の最後には主人公役以外はすべて退場すると……）




「因ちなみにだけど……その主人公役は一体誰がやるのかな？」

「え、安あん藤どうくんじゃダメかしら？」




（俺にクラスメイト全員のヘイトをかき集めるようなこの役をやれと!?）

（だ、だって……私の中で主人公っていったら、安藤くんしかいないもの……キャ♪）




「朝あさ倉くらさん、この脚本は止やめよう……。多分、親睦が深まる前にクラスが崩壊する」

「そうかしら……？　ふぅ、脚本って意外と難しいのね……」




（よし、これからは、朝倉さんにはもっと可愛かわいい女の子達たちが学校で暮らすような……ほのぼのした『ほうかごぐらし！』みたいなラノベをすすめよう……）




「じゃあ、次はゾンビパニックモノで──」

「朝倉さん、バッドエンドしか見えないんだけど、気のせいかな？」




（この様子だと、俺が脚本を書く時間はなさそうだな……。仕方ない、俺は何か適当にそれっぽい話でも書いて提出するか）





【題名】




「じゃあ、昨日話した演劇の脚本を決めるのだけど……皆みんな、準備はいいかしら？」

「「「「はーい」」」」




（……あれ、委員長なんか怒ってる？）




「皆、返事が良いのは嬉うれしいわ……。でもね？　なら、何で昨日言った脚本の『課題』をやってきた人が四人しかいないのよ！」




（しかも、その中の一人はわたしだから、脚本を書いてきたのは実質三人！　一クラス三十人だから、流石さすがに全員とはいかなくても半数は書いてくると思ったのに……まさかの十分の一じゃないのよ！）

（うーん、委員長の怒りも分かる……。だけど、軽いあらすじで良いって言われても劇の脚本を一晩で書ける奴やつって、委員長や俺みたいに普段から本を読んでる人か、よっぽどのバカだけだと思うんだよなぁ……）




「……まぁいいわ。一応、脚本はここに四つ集まったから、今日はこの中から一番良いものを皆に投票で選んでもらうわ。因ちなみに、教室に設置してあった委員長ボックスに匿名で入れてもらったから、誰が書いたかは分からない仕様になっているわよ」




（委員長ボックス、あれには驚いたな。朝学校に来たら、やたら派手な郵便ポストみたいなのが教室に設置してあったからな。委員長はアレを一体何ど処こから調達したんだろう？）

（安あん藤どうくんのおかげで脚本はバッチリよ！　ムフフン！　委員長、早く私の脚本を発表してくれないかしら♪　一番目？　二番目？　それとも大トリでもいいんだからね！）




「まずは一つ目の脚本から発表するわよ。コピーを渡すから後ろの人に回してね。

　じゃあ、一つ目の脚本は匿名、クラスの超人気者さん作──、

『山やま田だの大冒険！』よ」




（一応、匿名って言ったけど……これ、山田が書いた脚本よね？）

（委員長、律りち儀ぎに匿名って言ったけど……これ、山田が書いた脚本だよなぁ……）

（多分だけど……山田くんが書いた脚本よね？）




「「「「…………」」」」

（（（（山やま田だの書いた脚本だな……））））




「えーゴホン、脚本は誰が書いたかは匿名だから分からないけど……」

「はいはい、はぁあああ──い！　俺、俺！　俺が書きましたー！　勇者が魔王にさらわれたお姫様を救う超大冒険なんだぜ！　皆みんな、これやろうぜ！」

「山田ァアアアアアアアアアア！　貴方あなた、少しはわたしの気遣いを察しなさいよね！

　そういうわけで、誰が書いたかバレバレだけど……とりあえず読んでくれるかしら？」




（フムフム、なるほど……山田の大冒険か。うん、これ『ゼ●ダ』のパクリだな！　でも、内容は……朝あさ倉くらさんのよりはマシ……かも？）

（へぇ～、意外と面白いストーリーね。でも、私の脚本の方が面白いわ！　だって、この脚本は誰も登場人物が退場しないもの！　異世界ファンタジーモノはもっと登場人物が三話目くらいで頭がパックリやられるくらいじゃなきゃダメなのよ！　それに、最後は勇者が魔王と一切れのパンを分け合って和解じゃぬるいわね。魔王は最後に滅ぼすか封印するのがテンプレよ！　だから、この脚本に点数を付けるなら……『78点』くらいね。

　さあ、次こそは私の脚本かしら♪）




「皆、読み終わったみたいね？　じゃあ、二つ目の脚本を回すわ。コホン、二つ目の脚本は匿名！　な●う大好き作家さん作──え？　えーと……

『クラスメイト全員で異世界転生！　超チートスキルで、俺ＴＵＥＥＥ！　なので、僕は異世界最強を目指します！（Ｒ15版）』って、タイトル長!?」




（こ、これは……安あん藤どうくんの脚本かしら？）

（出た！　朝倉さんが書いた『な●う』の累計ランキング上位を片っ端から闇鍋にぶち込んだような超な●う系脚本だ！）

（キタァァアアア!?　わわ、私の脚本だわ！）




「「「「…………」」」」

（（（（安藤が書いた脚本かな……））））




「え、えーと……何コレ？　凄すごい内容……ね。主人公がクラスメイトを開幕直後にボコボコにしちゃうの？　し、しかも女子生徒をハーレムにって──うわぁ……」




（うぅ……俺、これでも頑張ったんですよ!?　創作意欲に暴走する朝あさ倉くらさんをなんとかなだめながら、退場させる生徒を四人にまで減らし！　さらに、ハーレムに加える女子生徒もヒロイン三人に絞らせて……それでも、それでも！　ここまでが限界だったんだ！）

（うーん、私としてはもう少し作品のインパクトが欲しかった所だけど……でも、安あん藤どうくんが、どうしても表現を緩めた方がいいって言うのよね。だから、少しだけ『ほのぼの系』の異世界ファンタジーになっちゃったわ）




「えーと……じゃあ、三つ目の脚本に行くわね？」




（フッ……勝ったわね。だって、三つ目はわたしの書いた脚本なのよ？　正直、まともな脚本が無いのは計画通り……だって、わたしの真の目的はこの演劇に、自分の書いた脚本を採用させることなんだから……クフフ♪）




「三つ目の脚本は匿名、マーガレットさん作──、

『現代版　嵐が共に去りぬ』よ」




（クフフ……これは、わたしの大好きな小説を現代風にアレンジした自信作！　匿名なら、自作だってバレないでしょう？　我ながら素晴らしいアイディアね）




「『現代版　嵐が共に去りぬ』かぁ……」




（あのドヤ顔……そして、タイトルのセンス……うん、委員長が書いた脚本だな）




「安藤くん、安藤くん……」

「何？　朝倉さん」

「この脚本、悔しいけど、なかなか面白いのよ……。も、もしかしたら、私の脚本より面白いかもしれないわ！　ねぇ、安藤くんはどう思う？」

「何を言ってるのさ？　朝倉さんだって、脚本頑張ったじゃないか！」

「あ、安藤くん……」

「だから、どっちが面白いかなんて考えるのは止やめよう……」

「……ん？　あ、あれ？　ちょっと、安藤くん……？」




（クフフ、この反応……脚本はまだ一つ残っているけど、どうやら決まったみたいね）




「皆みんな、熱心に読むのはいいけど、まだ最後の脚本が残っているわよ？　じゃあ、最後は匿名『本もと川かわらのお』さん作、ロミオとジュリエットを現代風にした題名──、

『ぼっちとジュリエット』……よ」




（もしかして……安あん藤どうくんの脚本……かしら？）

（あ、俺の脚本だ）

（これは──安藤くん……よね？）




「「「「……………………」」」」

（（（（安藤の書いた脚本かな……え！　じゃあ、さっきの脚本は誰が書いたの!?））））




「じゃ、じゃあ……一通り脚本を読み終わったら、投票を行うわね……」




（安藤くんってば、最後の最後になかなか凄すごい自虐ネタみたいな作品を出してくれたわね……。だけど、これで演劇の脚本はわたしのに決まったも同然じゃないかしら？　だって、他は『山やま田だ』『中二病』『ぼっち』よ？　こんな脚本なんて、わたしの敵じゃないわね。これで、自分の手で『嵐が共に去りぬ』の世界を作り、ついでにヒロインと主人公を朝あさ倉くらさんと安藤くんにすることで、二人に擬似的な恋の駆け引きをさせ、お互いの恋心を自覚させる作戦が実行できるわ。クフフ、今から結果発表が楽しみね……）







『山田の大冒険！』　三票

『クラスメイト全員で異世界転生！　超チートスキルで、俺ＴＵＥＥＥ！　なので、僕は異世界最強を目指します！（Ｒ15版）』　一票

『現代版　嵐が共に去りぬ』　一票




『ぼっちとジュリエット』　二十五票







「えっぐ……ひっぐ！　うぅ……じゃ、じゃあ……投票の結果、演劇の脚本は……

『ぼっちとジュリエット』に決定したわ……」




（安藤くん、ズルイわよ！　こんな、こんな脚本……読んだら──ッ！）




「うぅ……あ、アタシ涙が止まらない……」

「うわぁああああん！　こんなのってねぇえよ！」

「うええ──ん！」

「えらい悲しい話やなぁ……」

「ひっぐ！　ひっぐ！　わぁああああん！」




（誰でも票を入れるに決まっているでしょう！）




「えぇ……」




（ど、どうしてこうなった……？）







「ウソ、私の『超チートスキルで、俺ＴＵＥＥＥ！』が……山やま田だくんの作品に負けてる!?」　スカーン……





【ぼっちとジュリエット】




　西暦××××年……世界は友達至上主義となり、人間の評価は『友達がどれだけ多いか』で判断される時代になっていました。

　そして、エロナという街の学校に一人の美少女がいました……。




「私の名はジュリエット！　この学校で一番の美少女よ！」




　ジュリエットは意外と残念な美少女でした。しかし、そんな残念さも彼女の魅力の一つなのか、ジュリエットの周りにはいつも多くの友達が掃いて捨てるほどいたのです。




「ウェーイ！　ジュリエット、君は今日も美人だね。良かったら、スタパに新しいメニューができたんだけどどうかな？」

「ダメよ！　ジュリエットは今日、私と渋しぶ谷やのウィレヴァンに行くんだから！」




　ジュリエットは学院長の一人娘であり、さらに学校一の美少女なので男女を問わず凄すごくモテます。

　今や『学力』で成績を語る時代は終わりました。世間では学校の『学力』よりも『コミュニケーション能力』が問われる時代。そんな世の中で、生徒の成績を決める基準はなんでしょうか？

　知識、体力……？　いいえ、正解は『友達』の多さです。

　なので、生徒達たちはこぞって美少女で学院長の娘でもあるジュリエットと『友達』になろうとするのでした。




「今日は学校の舞踏会！　お父様は『お前の婚約者にふさわしい、友達の多そうな男を見つけなさい！』って言ってたけど、私に釣り合うような男性なんていないわよね！」




　ジュリエットはそう言うと飽きてしまったのか、舞踏会を抜け出して人ひと気けのない体育館裏に避難しました。




「……ふぅ、ここなら、誰もいないわね？　『友達』が多いと話をするのも疲れるから、たまにはこうして一人になりたくなるのよね……。

　あら、誰かいるのかしら？」

「君は……」




　しかし、そこには既に先客がいたのです。

　彼の名はロミオ。そう、ただの『ぼっち』です。




「貴方あなたは誰？　どうして、こんな所にいるの？」

「僕の名はロミオ。一応、同じクラスなんだけど……」




　ロミオがそう答えると、空気が気まずくなりました。




「…………」

「…………」




　これが、二人の出会いでした。




「あぁ！　ロミオくん、ロミオくん！　何な故ぜ、貴方は『ぼっち』なの……？」

「友達がいねぇえからだよ！」

「友達がいないなら、友達を作ればいいじゃない？」

「何……友達ってスーパーとかで材料を買えば作れるの？　それって何て錬金術？　腕とか足とか持っていかれない？」




　友達のいないロミオがそう言って拗すねると、ジュリエットはモジモジしながら答えました。




「だ、だったら──私が貴方あなたの友達になってあげてもいいのよ……？　べ、別に勘違いしないでよね!?　私が貴方と友達になりたいわけじゃなくて……あ、貴方がかわいそうだから！　ど、どーしてもって言うなら……友達になってもいいって意味なんだからね!?

　ふ、フン！　この『学校一の美少女』の私が友達になるって言ってるんだから、断ったら承知しないんだから！」

「えぇええええ!?　う、うん……。じゃあ、宜よろしくお願いします……」




　やがて、二人は恋に落ちました。




「ロミオくん、ロミオくん！　これをあげるわ！」

「これは……短剣？　なんでこれを僕に？」

「だって『学校一の美少女』の私と友達だと……ロミオくんなら、男子の恨みを買って刺されそうじゃない？　だから、これは護身用よ♪」

「何それ、怖いんだけど!?」




「ロミオくん、ロミオくん！　私ね！　面白い小説をみつけたの！」

「ああ『隠者の胡ご麻ま』だよね？　あれ、アニメ化するらしいよ？」

「え、本当なの!?」




「ね、ねぇ……『ロミオ』って呼んでもいいかしら？」

「う、うん……じゃあ、僕は『ジュリエット』って呼んでもいいかな？」

「ロ、ロミオ……」

「ジュ、ジュリエット……」




「「え、えへへ……」」




　しかし、二人の関係を周りは良く思っていませんでした。




「どうして、あんな男がジュリエットの友達なんだ？」

「ジュリエットもどうかしてるぜ！　あんな、ぼっち野郎を友達に選ぶなんてな！」

「あの男はジュリエットの何なの……？　体育の授業でペアを組む相手もいないとか、ただの『ぼっち』じゃん」




　そして、ついに二人の関係がジュリエットの父親の学院長にバレてしまいました。




「友達が百人もいないような男に、ジュリエットの隣に立つ資格などない！」




　親バカの学院長は、娘をたぶらかしたロミオに憤慨し、友達がいないのと学年テストの成績が最下位だったのを理由に、ロミオを退学にしたのです。




「ロミオ、待って！　どうして……どうして、貴方あなたが学校を去らなきゃいけないのよ!?」

「友達がいないのと、数学以外で赤点をコンプリートしたのが理由かな……。ジュリエット、僕はもうこの学校にはいられないんだ……」

「待って！　友達なら、ここに一人いるじゃない!?」

「ジュリエット……。ゴメン、僕は君を友達だとは思えない！」

「そんな……。ロミオ、どうして？」

「だって、僕は君が『好き』だから……。それを自覚したら、僕は君をただの『友達』とは思えないよ！

　ジュリエット、さようなら……」




　そして、ロミオは学校を去りました。全寮制で門限が厳しいジュリエットには彼に会う術すべがありません……。しかし、彼女は諦めませんでした。




「イン・チョー、お願い！　私はロミオに会いたい……。だから、学校の寮から脱出するのを手伝って！」

「貴方の気持ちは分かったわ……。わたしに任せなさい！」




　ジュリエットは友達のおさげでメガネで隠れ巨乳のイン・チョーに助けを求めました。




「このポーションを飲めば数日は仮死状態になれるわ。これで死んだと思わせて、外にいるロミオと一緒に愛の逃避行をするのよ！　大丈夫、ロミオにはわたしの方から話をつけておくわ！」

「イン・チョー、ありがとう！」




　こうして、イン・チョーの協力もあり、ジュリエットの脱走計画は途中までは上う手まくいきましたが……




「ヤ・マーダ！　ヤ・マーダはいるかしら！」

「忍者、ヤ・マーダ参上だぜ！　イン・チョー、何だ!?　メシか！　ご飯か？　それとも、俺か？　そう、俺だ！　俺だ俺だ俺は──ヤ・マーダ様だぁああーッ！」

「相変わらず、忍者のくせに五月蝿うるさい男ね……。まぁ、いいわ。実は──、

なんだかんだで、ジュリエットを数時間だけ仮死状態にして外に逃がすから、ロミオに迎えに来るように伝えてくれるかしら？」

「かしこまり！」




　しかし、イン・チョーの計画をヤ・マーダは三歩歩いたら忘れてしまい、ロミオにこの計画は上う手まく伝わらなかったのです。




「イン・チョー、さっきは何て言ってたっけ……？　まぁいいや！　とりあえず、ロミオに手紙でも書いて、学校に呼び出せばいいんだよな！」




『今夜、校舎裏の駐車場に来い。ジュリエットを預かっている』




「何だこの脅迫状は……!?　ジュリエット！　頼む、無事でいてくれ！」




　そして、待ち合わせ場所に着いたロミオが見たのは──、

　仮死状態のジュリエットでした。




「ジュリエット！　し、死んでいる!?　そんな……。何で君がこんなことに！」




　駆け付けたロミオはジュリエットの『死』に絶望しました。




「全部、僕のせいだ！　僕と出会ったから！　僕が……君を好きになったから……、

　分かっていた……！　君が僕と話すようになってから周りの君を見る目が変わったことを……知っていた！　君が僕と話すために他の友達の誘いを断っていたことも！

　気づいていたんだ。君の僕を見る目がすでに『友達』を見る目じゃないってことも！

　ぼ、僕は……それが嬉うれしくて[image: ]……でも、怖くて！　き、君を……自分だけの『友達』にしたいと思ってしまった……。

　だから、気づかないフリをしたんだ！　『友達』のままなら笑っていられるから。真実を知らなければこの関係を続けられると思ったから！




　なのに、そんな僕の『思い』が……ジュリエット、君を殺したんだ……。




　君が傷つくのを知りながら、君から友達が離れていくのを見ていながら、君の気持を分かっていながら……っ！　気づかないフリを。

　僕と出会ってしまったせいで、君の運命が変わった。なら、僕は自らの運命をもって君に償おう」




　そして、ロミオはジュリエットから貰もらった短剣で自らの喉のどを貫き自害したのです。




「う、うーん。よく寝たわ……え、ロミオ！　ウソ、嫌……何で!?」




　目覚めたジュリエットはロミオの亡なき骸がらを発見し、酷ひどく動揺しました。仮死状態になる薬のおかげで睡眠時間も十分にとれてお肌もピチピチです。




「ロミオ！　ロミオ！　どうして、こんなことに……私は貴方あなたさえいれば何もいらなかったのに！　貴方さえいれば他の友達も！　お金も！　家族だっていらないのに……なのにどうして!?　どうして……私の前から、いなくなるのよ！

　……もう、絶対に貴方を逃がさない！　私は貴方が何ど処こに行こうと、絶対に貴方を『一人ぼっち』になんかさせないんだから！」




　そして、ジュリエットは彼の短剣で自らの胸を刺し、ロミオの後を追いました。




『ロミオ……ロミオ、ロミオ！　やっと見つけたわ！』

『ジュリエット……探しに来てくれたんだね、ありがとう……僕は幸せだ……だって、これからは好きな人とずっと一緒にいられるんだから……』

『ええ！　もう……絶対に離さないわ！　私達たちはいつまでも一緒よ！』

『ジュリエット……疲れたろう。僕も疲れたんだ……なんだかとても眠いんだよ。ジュリエット…………』




　ロミオは『一人ぼっち』でした。でも、これからは『ぼっち』ではありません。





【残念ペッタンコ】




「こんなのあんまりだうわぁあああああああああああああああああああ！」

「朝あさ倉くらさん、ここ図書室だから落ち着いて……ね？」




（どうしよう……脚本が俺の『ぼっちとジュリエット』に決まったのも予想外だけど、その脚本を読んだ朝倉さんが大泣きするのも予想外だ……）

（うぅ……なんて悲しいお話なのかしら。それに、このぼっちとジュリエットって……何な故ぜかただの作り話とは思えないのよね？

　なんかこう、身に覚えのあるような……。何かしら？）




「うぅ、涙で目が……」

「朝倉さん、ハンカチあるから良かったら使って」

「う、うん……。は、はぁーくちょい！」

「俺のハンカチぃいいいいいいっ!?」

「安あん藤どうくん、ありがとう……」

「ど、どういたしまして……」




（最近、朝倉さんが俺と二人っきりになると、ガードが緩くなるような気がするのは気のせい……かな？　それとも、俺が朝倉さんを変に意識しすぎているだけか？

　でも、席だって向かい側じゃなくて自然と隣に座るし……それに、なんか良い匂いがするし、胸元もさっきからチラチラと──朝倉さんって、控えめサイズだから不用意に見えそうになると、逆に危なくてドキドキするんだよね。これは目のやり場に困るなぁ……）

（はぁ、安藤くんの前だとつい気が緩んじゃうわね。ん、何かしら？　安藤くんの視線がさっきからチラチラ泳いでいるような……。ハッ！　もしかして……私が隣に座っているから緊張しているのかしら？

　まぁ、それは仕方ないわね！　なんたって、私は『学校一の美少女』なんだもの！

　そう言えば……委員長が『二人っきりの時はなるべく隣に座るようにして、少し屈かがむ姿勢を意識しなさい』って言っていたけど……コレって何の意味があるのかしら？）




「や、やるわね……。まさか、安藤くんがこれほどの脚本を仕上げてくるとは予想外だったわ。この脚本なら、私の脚本が僅差で負けるのも納得よ。流石さすがはこの私が自ら投票してしまっただけあるわね」

「え！　俺の脚本に投票してくれたの？　ああ、だから朝倉さんの脚本、俺の票だけしか入ってなかったんだ……」

「安あん藤どうくんは私の脚本に投票してくれたのね！」

「うん、流石さすがに自分の書いた脚本に投票なんて恥ずかしくてできないよ……」

「うっ……」




（言えない……。安藤くんの脚本がなかったら、自分の脚本に投票してたなんて……）




「で、でも！　今から演劇をやるのが楽しみね！　私も精一杯この『ジュリエット』を演じてみせるわ！」

「う、うん……そうだね。朝あさ倉くらさんなら、完璧なジュリエットになれると思うよ？」

「もう、何を他ひ人と事ごとみたいに言っているのよ？　これは安藤くんも関係あるんだから、しっかりしてよね♪」

「うん……そうだよね」




（はぁ……本当に予想外だ。朝倉さんが『ジュリエット』役になるのは何となく想像ついていたけど……まさか、この俺が主役の『ロミオ』役に立候補するなんて……）





【投票】




　イン・チョー役　委員長

　ヤ・マーダ役　山やま田だ




「メイン以外の配役はこんなところかしら……。

　じゃあ、次はメインキャストの配役を決めるわよ？」




（しかし、何な故ぜだか不思議と違和感のないキャストに収まったわね……。なんだか運命に導かれたような気分だわ）




「じゃあ、タイトルにもなってる『ジュリエット』役だけど……、

　朝倉さんでいいかしら？」

「立候補制じゃないの!?」

「安藤くん、何かしら？　意見があるならちゃんと手を挙げてくれる？　あ、もしかして『ジュリエット』役がやりたい……とか？　ゴメンなさいね。いくら脚本を書いた本人と言っても、流石にヒロイン役は厳しいと思うのよ……」

「違うから！　そうじゃなくてさ……だって、他の配役は立候補を聞いてからの投票だったじゃん？　なのに、なんでジュリエットだけいきなり『朝あさ倉くらさん』で決定しかかってるの？」

「安あん藤どうくん、よく考えなさい……『ジュリエット』は学校で一番の美少女よね？」

「うん」

「もし、その役を『学校一の美少女』の朝倉さんを差し置いて、わたしがやったとしたら……貴方あなたはどう思う？」

「え、詐欺じゃん」

「いいわ……。ちょっと、表に出なさい！」

「何でだよ!?」




（でも大体の事情は分かったぞ。確かにこの設定だと、自分は『美少女役にピッタリな人間です！』って、立候補するようなもんだから、他の女子は立候補できないよな……）




「でも、朝倉さんの意見も──」

「朝倉さん『ジュリエット』やりたい？」

「うーん、そうね……」




（私はあんまり乗り気じゃないけど──）

（朝倉さん、あまり乗り気じゃなさそうね……なら、ここは耳元で魔法の言葉を──）




「やるなら、ロミオ役は無む理り矢や理りにでも『安藤くん』にするわよ？」

「やるわ！」

「早っ!?　え、何でそんなノリノリで立候補してるの!?」

「クフフ……じゃあ、最後は『ロミオ』役ね……？

　誰かロミオ役をやりたい人はいるかしら？」




（まぁ、どうせ聞いても自ら主役をやりたいなんて挙手できる人はいないわよね。そうなれば、後はロミオを推薦投票にして、事前に作っておいた女子のグループ票を使って、安藤くんを自動的にロミオ役にすれば──）




「はい！　俺、ロミオ役やりたいです！」




（や、山やま田だァアアアアアアアアアアアアアア！　また余計なことを……っ！　貴方が立候補しちゃったら、安あん藤どうくんは自分でロミオやりたいなんて言うような性格じゃないから、ロミオを推薦投票にできないじゃないのよ！）




「……てか、山やま田だ？　貴方あなた、他の役があるでしょう……？」

「一人二役くらい余裕だぜ！」

「いや、貴方には無理だと思うのだけど……ねぇ、本当にロミオ役やりたいの？」

「おう！　だって、主役だぜ！　しかも、ヒロインは朝あさ倉くらさんなんだろ？　じゃあ、やるしかねえんだってばよ！　朝倉さん、宜よろしくな！」

「へ、へぇ……。山田くんが、ロミオ役をやるのね。そうなんだ……」




（どうせなら、安藤くんが良かったけど……）




「よろしくね。山田くん」

「おうだぜ！　朝倉さん！　俺と一緒に楽しい劇にしようね！」

「そ、そうね……」

「楽しいって……山田、これは悲しい劇よ？　ちゃんと脚本を読みなさいよね……」




（ああ、そうだった……。山田はこういう時に絶望的に空気が読めないんだったわ……。これで、劇を利用して朝倉さんと安藤くんが結ばれるようにするわたしの計画が……）




「じゃあ、他に立候補者はいないようだから──」

「……はい」

「え」




（ウソ……安藤くんが自分から手を上げて──）




「──へ？　あ、安藤……くん？」

「そ、その俺もロミオ役……やりたいです」

「そ、そう……それはいいけど……」




（あの安藤くんが自分からロミオ役を立候補したですって？　何で？　朝倉さんのため？　そんなまさか……）




「か、勘違いしないでよね!?　これは、自分で書いた脚本の劇だから、主役の『ロミオ』は自分で演じないと気がすまないだけで……別に、自分の書いた脚本に強いこだわりがあるだけなんだからね！」

「……安あん藤どうくん、男のツンデレって単純に気持ち悪いだけだと思うわよ？　……まぁ、いいわ。じゃあ、安藤くんも『ロミオ役』に立候補するのね？」

「あ、ああ……」




（安藤くんってば、もしかして……まぁ、何で立候補したのかは置いといて、とりあえずこれで配役は決まったわね）




「そう……なら、仕方ないわね。山やま田だは別の役があるわけだし、安藤くんが『ロミオ』役でいいかしら？」

「え、嫌だ！　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌ダァアア！　主役はそう！　俺だ俺だ俺だ俺だ俺だ俺だ俺だ俺だぁあああああああああああ！」




（だから、山田ァアアアアアア！　本当に空気を読まないわよね!?）




「や、山田……？　安藤くんもこう言っているんだし、ここは譲っても……」

「はぁ？　委員長、何言ってるんだよ！　こういう時は選挙ってのを民主主義でやるんだろ？　なのに選挙もしないで安藤がロミオなんてノーカンだ！

　ノーカン！　ノーカン！　ノーカン！　ノーカン！　ノーカン！　ノーカン！　ノーカン！　ノーカン！　ノーカン！」




（くっ……山田の癖に小ざかしいことを！）




「選挙じゃなくて投票ね……。まぁ、いいわ。なら、その公平な民主主義の選挙でロミオ役を選びましょうか？」

「…………」




（俺がロミオに立候補しただけで何でこんな荒れてるんだろう？）





【ナレーション】




　ロミオ役

　安あん藤どう　二十九票

　山やま田だ　　　一票




「と、言うことで……公平な選挙の結果、ロミオ役は安藤くんに決まったわ！」




「何でだぁアアアアアアアアアアアアア！」

「えへへ、安藤くん！　よろしくね？」

「う、うん……」




（安藤くんがロミオに決まって本当に良かったわ！　でも、安藤くんが立候補するなんて珍しいわね……。やっぱり、自分の書いた脚本には譲れないものがあるのね！）

（何でだろう……。本当は主役なんて全然やる気もなかったのに、朝あさ倉くらさんが山田とあの劇をやるって思ったら自然と手を挙げてしまった……。もしかして、俺は山田に嫉妬したのか？　そういえば、この脚本も何となく書いていたけど気づいたら無意識にヒロインのジュリエットを朝倉さんに重ねていたし……）




「さて、これで全すべての配役は決まったわね。あと決めるのは裏方だけかしら？」




（ん、全ての配役が決まった……？　あ！）




「委員長、待った！　まだ『ナレーション』が決まってないぞ？」

「え、ああ……そうね。この脚本なら確かに劇を進めるにはナレーションが必要ね。誰かナレーションをしてくれる人はいるかしら？」




（本来ならこういう仕事は、わたしがやるんだけど、今回は何な故ぜか運命に導かれて『イン・チョー』役が既に決まっているのよね）




「うーん、案の定、誰も立候補しないわね……。仕方ないわ。安藤くん、このクラスの中で誰か『ナレーション』役にふさわしいって思う人はいるかしら？」

「え、何で俺に振るの!?」

「だって『自分の書いた脚本に強いこだわり』があるんでしょう？」

「ぐっ……」




（しまった！　あの時、咄とつ嗟さに朝あさ倉くらさんのマネをして誤ご魔ま化かしたのが仇あだに……こうなったら潔くナレーションを任せられそうな人を生いけ贄にえにするか。どうせ俺は『ぼっち』だからクラスメイトなんて朝倉さん以外は生贄にしても心は痛まないしな）




「えーと……じゃあ『桃もも井いさん』で」

「え？　って……ええええええええええ！　あたしぃい!?」





【彼女の役割】




「桃井さん！　おはよう！」

「うん、おはようー」

「ねぇ、昨日のキヌタクのドラマ見た？」




（もちろん。だってこの子はイケメン俳優が好きだから、見てないと話が合わせられないんだよねー）




「うん、見たよー。すっごいカッコよかったねー♪」

「でしょ、でしょ！　桃井さんなら、絶対に分かってくれると思ってたんだから！」




（この時に気をつけなきゃいけないのは『面白かった』じゃなくて『カッコ良かった』って、言うこと……だって、この子はドラマを見ているんじゃなくて、そのドラマに出てくる俳優の話がしたいんだから……）




「えへへ～♪　あたしこそ、あんなドラマがやってるって教えてくれてありがとねー♪」

「うん！　また良いドラマあったら教えるね。桃もも井いさん！」

「うん、よろしくねー♪」




（これがあたしの役割……ほら、また別の子がやって来た）




「も、桃井さん……。聞いてくれないかな!?」

「え、あたし？　何かなー？」

「お、俺……実は今度の日曜日の野球部の練習試合でレギュラーに選ばれたんだ！」

「えー、本当！　すごーい！」




（この男の子は多分、あたしに気がある。でも、この流れはダメ……）




「そ、それでさ……良かったらなんだけど──」

「桃井さーん！　おーい！　桃井さーん！」




（この五月蝿うるさい声は……山やま田だ？　よし、チャンス！）




「あー、山田くんだ！　何、何ー？」

「ちょ、おま……山田!?」

「ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ！　今度の日曜に合コンするんだけど、桃井さんも行こうよ！」

「おぉおおおい！　山田ァアアア！　テメェ、桃井さんを合コンなんかに誘ってんじゃねぇえぞ!?　そもそも、俺が先に──」

「あ、ごっめーん！　今度の日曜日は友達と遊ぶ約束してるんだよねー」

「何だ！　うん、それなら仕方ないな！　了解だぜ！」




（まぁ、嘘うそなんだけどねー？）




「うん、ゴメンねー♪　あ、そうだ……。それでさっきの話って何かなー？」

「あ、う、うん……。いや、いいよ！　俺の話はまた今度にするわ……」

「うん、分かった。また今度ねー♪」




（まぁ、その今度がいつ来るかは……わからないけどねー？）





【彼女の本心】




（あたしは空気を読むのが得意だ。

　昔からそうだった。周りの人間関係を気にし、誰に対しても『明るいクラスメイト』というキャラを演じて、自分の周りの空気を読み、それを壊さないように行動してきた。

　上う手まいバランスで保たれている人間関係にヒビが入らないよう適切な距離を取りながら、クラスにトラブルが起きないように気を配る。

　それが、あたしという人間の『役割』。

　このクラスには委員長みたいな、あたしと似たようなタイプの子がいるけど……）




「今ではその委員長より、気になる存在がいるんだよねー」




（安あん藤どうくん……。クラスで『ぼっち』だった彼が、何な故ぜか最近になって『親友』のサクラとやけに親しくなってる。それ自体はなんの問題もないように見えるけど──）




「二人の立場が問題だよねー」




（一人はクラス随一の『ぼっち』。

　もう一人は学校一の『美少女』。

　こんな学園カースト真逆の二人が親しくして、校内の人間関係が荒れないわけがない。

　あの二人が仲良くするようになって立ち始めた生徒間の噂うわさを陰でコントロールして騒ぎ立てないようにするのにどれだけ苦労したか……）




「まぁ、それも上手くはいかなかったんだよねー」




（結局、その苦労のかいもなく山やま田だの所せ為いで、サクラと安藤くんが『友達』という噂が一気に広がって……一度だけ大きな騒ぎになった……）




「あの時の噂を沈静化させるのが一番つかれたよー」




（あの騒ぎを治めるために、おしゃべりで噂好きな友達に偽の噂を流したり、影響力の強い男子や女子を味方に付けたり……ね♪）




「何で、あたしがこんな苦労をしてまで、二人の噂を広めないようにしているのかなー」




（まぁ、そんなの分かっている。それは、サクラがあたしの親友だから……。

　あたしにできるのは空気を読むことだけ……だから、あたしは周りの空気を読んで、なるべくサクラに害が及ばないように行動する）




「だって、何がいいのか分からないけど……サクラって、絶対に安あん藤どうくんのことを意識してるんだもん！」




（だから、下へ手たに手が出せない。委員長がなんとなく裏で糸を引いているのは分かっているけど、一番分からないのは……）




「安藤くん、本人なんだよねー」




（……いや、ホントに彼ってなんなの？　場の空気や人を見るのが得意なあたしが見ても、安藤くんって何を考えているのかサッパリ分からないんだよ！　サクラを好きなようにも見えるけど……イマイチ確証が得られない。そもそも、サクラを弄もてあそんでいるんじゃないかと思うほどに、彼の思考が読めない……）




「だってぇ～『デート』したって聞いたら『友達宣言』するし～！　じゃあ、友達関係？　って、思ったら……劇の脚本は明らかに狙っているし！

　サクラが好意を寄せているのに気づいて焦じらしているとしか思えないんだよぉー！」




（あたしだって、サクラには幸せになってほしい。だから、両りよう想おもいなら応援するけど……それでも、安藤くんがサクラを任せられる人だって信用できないとダメ！）




「これはもう……直接本人に話を聞いてみるしかないよねー」




（動くとしたら……次のお昼休みかなー？）




　キーンコーンカーンコーン♪




「おーい、安藤くん！　今日のお昼……あたしと一緒に食堂なんてどうかなー？」

「…………は？　も、桃もも井いさん!?」





【偽者】




「じゃじゃーん！　安あん藤どうくん見て見てー♪　今日の学食は期間限定！　黒毛和牛を使ったビーフカレーが８００円で食べれるんだよー。だから、頼んじゃった！　安藤くんは何にしたのかなー？」

「購買のカップ麺……」




（うわ、ショボ……）




「へー、安藤くんってあんまり食べないんだねー？」

「まぁね……」




（ちげぇえよ！　普段、女子と二人で飯なんか食わないから、緊張して何を食べたらいいか分からなかっただけだよ！　……そもそも、何で『ぼっち』の俺が桃もも井いさんと昼ごはんを一緒に食べているんだ……？）




「桃井さん、何か俺に聞きたいことあるんじゃないの？　朝あさ倉くらさん関係とか……？」

「え？　な、何でそう思うのかなー？」




（安藤くん、あたしがサクラのことで話があるって気づいてる？　やっぱり、安藤くんってただの『ぼっち』じゃない……？）

（桃井さんが俺に話しかけてくるとか……一体、何だろう？

『てめー、あたしの親友のサクラにちょっかいかけてんじゃねえぞ？　アァン!?』

　──みたいな、忠告でもしにきたのかな？）




「だって、朝倉さん以外で桃井さんが話しかけてくる理由なんて思い浮かばないし……」

「アハハ！　そう言われればそうだねー♪」

「……それで話って？」

「そうだね。安藤くん、昨日の配役を決めるのに私をナレーション役に選んだよねー？　あれって……何で、あたしを『ナレーション』に選んだのかなー？」




（これは結構気になっていたこと……確かに、あたしは役をもらっていなかったけど、別にナレーションなんて面倒な役を押し付けられるようなキャラは普段演じてはいない。

　なら、何で彼はこの役にあたしを選んだのか──）

（……桃もも井いさん、なんでこんな分かりきったことを聞いてくるんだろう？）




「え、だって……桃井さんって『空気を読む』のは得意じゃん？」

「……グフッ!?」




（うわっ!?　桃井さんが急にむせた!?）

（ちょっ!?　この『ネクラぼっち』今なんて言ったの!?）




「あ、安あん藤どうくん……それは一体どういう意味……か、かなー？」

「……いや、桃井さんって、他人の趣味に話を合わせたり、告白とかしそうな奴やつがいたら自然と距離を取ったり、逆にハブにされそうな女子がいたら自然とグループの仲間にくわえたり、いろいろとクラスの空気を壊さないように行動してるよね？　だから、桃井さんみたいに『空気を読む』のが得意な人なら、ナレーションも上う手まくできるんじゃないかな？って、思ったんだけど……」

「へ、へぇー……」




（え？　じゃあ、安藤くんってあたしの本性に気づいてるの……？）
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（あれ？　なんか、桃もも井いさんの顔が引きつってるぞ？　あ、もしかして……これって言ったらマズかった系か？）




「ご、ゴメン、桃井さん！　別に俺は『キャラを作ってる』とか『本性を隠してる』って言いたいわけじゃないんだよ？」




（ぐふぅ！　ぐはぁ!?）




「ただ、桃井さんはそういうのが上う手まいって、言いたいだけで……」

「へーそうなんだぁ……。それはありがとうねー♪」




（こ、これでフォローできたよな？）

（うん、ダメだね……。これ、あたしの本性完全にバレてるよー……）




「ち、因ちなみに……安あん藤どうくんは、あたしがいつから……その『キャラを作ってる』って気づいてたのかなー？」




（安藤くんと一緒のクラスになったのは二年生が初めてだから……え!?　クラスが一緒になってまだ二ヶ月しかたってないのに……ま、まさか、最初っからなんてこと──）




「え、最初からだけど？」

「おぉぅ……」




（そっかー。二年生に進級した時点でバレてたのか……）

（『ぼっち』は話す友達なんていないから、周りを観察しちゃうんだよな。

　特に桃井さんは、おっぱいも大きいし、朝あさ倉くらさんという学校一の美少女と一緒に行動することも多いから目立つんだよね。だから、普通に『一年生』の時からすれ違うたびに

『この人、すげー周りに合わせてキャラ作ってるなぁ……。それと、おっぱいデカいな』

　って、思ってたんだよ……。あと、おっぱいも大きいし）




「そっか……。あたしの本性、バレてたのかー。じゃあ、もう安藤くんの前ではキャラを作っても仕方ないね♪」

「……え」




（何それどう言うこと!?　つまり、俺みたいな『ぼっち』相手に振りまく愛あい嬌きようなんか持ち合わせてねーから！って意味か!?）

（安あん藤どうくんって、めちゃくちゃ察しがいいじゃん！　もしかして、あたしよりも頭が回る？　だとしたら……サクラの好意にも気づいてるんじゃないのかなー？）




「もう、単刀直入に聞くけどさー」

「な、何かな……？」

「安藤くんって、サクラが『好き』なの？」

「グフッ！」




（うひゃ!?　安藤くんってば、急にむせちゃった！）

（……こ、この『爆乳ポニーテール』今なんて言った!?）




「ももも、桃もも井いさん、何言ってるのさ!?　俺は別に朝あさ倉くらさんのことなんか……なんとも思ってないんだからね!?」

「へー、そうなんだー？」




（何？　このワザとらしすぎる照れ隠し……？　ワザとらしすぎて逆に嘘うそっぽいし……やっぱり、安藤くんの考え読めないよぉー！）




「そそ、それに、もし俺が朝倉さんに変な感情を抱いていたとしても……あの学校一の美少女が俺なんかを『友達』以上に見てくれるなんて考えられないよ……」

「……え、何言ってるの？」




（……は、ちょっと待って？）




「安藤くん……もしかして、だけど……安藤くんはサクラの気持ちに気づいてないの？」

「は？　桃井さん、何言っているの？　そんなの気づいてるに決まってるじゃん」

「あ、やっぱり──」

「朝倉さんが俺なんかを大事な『友達』だと思ってくれていることは、もちろん気づいているよ？　でも、大丈夫！　だからと言って、それで俺を『好き』だと勘違いするほど、俺も『ぼっち』をこじらせていないからね！」

「…………」




（なるほど、やっと分かったかも……。あたしが安あん藤どうくんの考えを読めなかった原因。

　安藤くんはあたしが思っている以上に『自己評価』が低いんだ。

　……てか、あたしはそんな『ぼっち』相手に本性を見破られたのぉー!?）




「安藤くん、ありがとう……。なんか、いままでずっと悩んでたあたしがバカみたいだよー」

「え……桃もも井いさん、何で落ち込んでるの？」




（だって、あたしの今までの苦労っていうか悩みって……つまり、全部私の考え過ぎってことでしょ？　アハハ……ホント泣けるよー）




「も、桃井さん？　なんか困ってるなら……俺でよければ相談くらい乗るよ？」

「アハハ……ありがとうねー。大丈夫だよ。なんか、いままでずっと周りにあわせて『キャラ』を作っていたのがいけなかったのかなーって思っただけだから、はぁ……」




（薄々分かってはいた。いつも周りの空気を読んで、それに合わせるだけのあたしはたとえクラスの人気者でも、それは親友のサクラと違って、ただの『偽物』に過ぎない……）




「所詮、本性を隠して空気を読むだけで築き上げた『作ったキャラ』なんて……、

ただの『偽物』にすぎないんだよねー」

「いや、それは違うよ」

「え？」




（安藤くん……何が違うの？　だって、あたしのキャラは偽物──）




「だって、桃井さんは俺と違って多くの『友達』がいるじゃんか。それは確かに、本性を隠した『キャラ』で作った友達かもしれないけど、だからってその『友達』が偽物になるなんてことはないよ。だって、桃井さんが築き上げた友達は『本物』じゃん。なら、その『明るいクラスメイトキャラ』も、桃井さんの一部じゃないのかな？」

「あたしの……一部？」

「うん……。そもそも、俺は桃井さんのキャラを作ってまで周りの空気を読むのって偉いと思うよ。だって、わざわざ自分を演じてまで場の空気を読もうとする？　俺なら無理だね。まぁ、だから俺は『ぼっち』なんだけど……。

でも、逆に考えれば自分を演じてまで空気を読んで行動する桃井さんはすごいよ。だから、他の人も桃井さんのそのキャラに惹ひかれて友達になるんじゃないかな？　なら、そのキャラを演じてる『努力』を本物って言わないでなんていうのさ。

　だって、場の空気を読んで助けてくれる人って……最高にいい人じゃんか」

「……そっか」




（やっと気づいた……。なるほど、サクラは安あん藤どうくんのこういう所に惹ひかれたんだ。まさか、あたしの演技に気づいて、それを『最高にいい人』なんて言う人がいるなんて……）




「安藤くん、ありがとう。なんか元気出たかもー！」

「あ、うん……。なら、良かったよ」

「じゃあ、またご飯一緒しようねー♪」

「え！　これ、次もあるの!?」

「えへへ、当然だよー♪」




（だって、安藤くんも……あたしの『友本達物』になったんだからねー♪）

（てか、桃もも井いさんは一体……何がしたかったんだろう？）





【練習相手】




「お兄ちゃんの脚本が発表会に採用された……。しかも、主役ってどういうこと!?」

「まぁ、俺も信じたくないけどなぁ……」




（家に帰って、妹に報告したらこの反応だよ……。やっぱり『ぼっち』の俺がこういうイベントに関わるのはそんなに意外なんだろうなぁ……）




「……お兄ちゃんが書いた脚本とか大丈夫？　ねぇ、冒頭で主人公が死んでゾンビになって復活とかしてないよね？　それともトラックに轢ひかれてスライムに転生とか……？」

「ねぇ、お前は俺をそんなに冒頭で殺したいの……？」




（しかも、何で俺が主人公だと知った瞬間、主人公がゾンビとかスライムになると思っちゃうのかな？　一体、俺は実の妹にどう思われているんだよ……）




「因ちなみに、これが俺の書いた脚本な……」

「ほへ～、どれどれ～？　プハハハ！　題名がぼ『ぼっちとジュリエット』って……お兄ちゃん！　何これ!?　ギャグ？　コメディー？　も、もう……タイトルだけでおかしくって腹痛いよ～♪」

「まぁ、いいから読んでみろって……これでも意外と泣けるって評判は良いんだぞ？」

「まさか～、そんな大げさでしょー？　もう、私がこんなおかしな脚本で泣くわけ──」




　十分後




「えぐっ……ひっぐ……うぅ、お兄ちゃんの……ば、バカァ……」

「…………」




（ボロ泣きじゃねぇか！）




「えっと……俺のハンカチで良ければいるか？」

「う、うぅ……お兄ちゃんはいらない……」

「それは『お兄ちゃん（のハンカチ）はいらない』って、意味だよな!?　そうなんだよな!?　ね？　ね!?」




（うぅ……私としたことが侮っていたよ……。そりゃ、お兄ちゃんはラノベ大好き駄兄ちゃんだけど……まさか、あんな悲しい話だなんて！　だって、あのタイトルとか絶対に笑わせに来てるもん！　卑ひ怯きようだよー！

　いや……むしろ、あれは『ぼっち』のお兄ちゃんだからこそ書ける話みたいな気もするなぁ……。はぁ、これ以上手遅れになる前に、朝あさ倉くら先輩が貰もらってくれないかにゃぁ……）




「そういえば、お兄ちゃんはこれの主役を演じるわけだよね？　セリフの練習とかはしなくていいの？」

「脚本考えたの俺なんだから、セリフなんて覚えてるし、演技しなくても大丈夫だろ」




（そもそも、俺なら演技しなくても十分にロミオの気持ちは分かるからなぁ……）




「ふーん……？　それなら、お兄ちゃん！　このシーンのセリフ言ってみてよ♪」

「これって……おいおい、ロミオの告白シーンじゃん……こんなの妹の前で言えるかよ」

「もう、お兄ちゃんのバカ！　ヘタレ！　意気地なし！　このラノベオタク！」

「俺そこまでボロクソに言われるようなことした!?　てか、ラノベは関係ないだろ！」

「お兄ちゃんてば何を言っているのかなぁ……？　お兄ちゃんは主役なんだから、当日はもっと多くの人がお兄ちゃんの演技を見るんだよ？　それなのにたかが妹の前で『恥ずかしい』なんて言って、いざ本番でちゃんと演技ができるのかにゃ？」

「う、それはそうだけど……」

「それに、ジュリエット役はあの朝あさ倉くら先輩なんだから、お兄ちゃんの演技が下へ手ただと朝倉先輩にも迷惑がかかるんだよ？」

「それは……駄目だな」

「そうそう、その意気だよ。お兄ちゃん♪　じゃあ、練習相手は仕方ないなぁ～。本当は面倒だけど、私はお兄ちゃんの『妹』だし……お兄ちゃんの『妹』だから！　仕方なくだけど……私が練習相手になってあげるよ♪」




（だって、お兄ちゃんの練習相手になれるのは妹の私くらいだからね♪）




「じゃあ、お兄ちゃん。始めるよ……

『そんな……。ロミオ、どうして？』

　はい、ここでお兄ちゃんのセリフ！」

「え、そんないきなり!?　えっと……

『だって、僕は君が好きだから……。それを自覚したら、僕は君をただの友達とは思えないよ！』

　……ど、どうだ？」

「うーん？　ちょっと、まだ恥ずかしさが残っているかな？

　もう一回だね♪　はい！」

「え、だ……『だって、僕は君が好きだから……。それを自覚したら、僕は君をただの友達とは思えないよ！』」

「ハイ、もう一回！」

「『だって、僕は君が好きだから……。それを自覚したら、僕は君をただの友達とは思えないよ！』」

「もっと、妹を愛めでるみたいに気持ちを込めて！」

「……だって、俺は妹が好きだから……って、ちょっと待って？　これ、おかしく──」

「ハイ、もう一回♪」




（もう、本当に……お兄ちゃんは仕方ないにゃ♪）





【実力】




「安あん藤どうくん。貴方あなた、今回『ぼっち』のくせに主役をやるわけだけど、演劇の練習は大丈夫なんでしょうね？　セリフは覚えたの？」

「おい、委員長。誰の所せ為いで俺が主役をやるハメになったと思っているんだよ……」

「確か、貴方の自滅じゃなかったかしら？」

「うっ、そういえば……。まぁ、セリフなら大丈夫だよ……」




（だって、昨日家で妹と、あの後も散々練習させられたしなぁ……）




「ほーう、そんなに言うのなら見せてもらいましょうか？　じゃあ、台本の十二ページをやってくれる？」

「え、いまここで？」

「クフフ……問題ないならできるでしょう？」




（はぁ、仕方ないか……）




「あー、ゴホン……『あぁ、ジュリエット……何な故ぜ、君はジュリエットなんだ。

　もし、君がジュリエットでなく、普通の目立たない女の子だったら僕は今すぐに君へこの胸の思いを明かしていただろう。だけど、君がジュリエットである以上それはできない。

　何故なら、僕がこの気持ちを打ち明けてしまったら君は多くのモノを失ってしまうからだ！　僕には……僕には、その失ってしまった以上のモノを君に与えられる気がしないんだ……。

　だから、僕はこの思いを墓場まで持っていくだろう。

　あぁ、ジュリエット……っ！』」




（ぐぬぬ……もし、少しでも下へ手ただったらボロクソに言ってやろうと思ったけど……なによ。意外と完璧じゃない……）

（あ、あれ？　委員長が黙っちゃったけど……もしかして、スベったか？）




「ふ、ふん！　まぁ、及第点かしらね……？」

「ホッ……なんとか合格みたいでよかったよ」

「そうだわ。ついでに、朝あさ倉くらさんも一回練習してみる？　セリフは覚えたでしょう？」

「もちろんよ！　どのセリフだって完璧に覚えたわ！」

「じゃあ、朝あさ倉くらさんは五ページのセリフをお願いね」

「わかったわ！　コホン……。

『アア、ロミオ、ヨ、ロミオ……アナタハ、何な故ぜ？　ロミオ、ナノ……？』」

「「え？」」




（フフン、完璧だわ！　どうやら皆みんな、私の演技に声も出ないようね！）




「おい、委員長……」

「ええ、これは……」




（あ、朝倉さん……ま、まさか、貴方あなた──）

（朝倉さんってば……完璧な大根役者じゃねーか……）





【バカ、正直】




「モモ！　私の演技どうだったかしら！」

「あ、アハハ……うん凄すごく斬新だったよー」

「そうかしら！　えへへ、もう、それほどでもないわよ～♪」

「確かに『斬新』ではあったなぁ……」




（桃もも井いさん、上う手まく誤ご魔ま化かしたなぁ……）

（流石さすがにサクラに本当のことは言えないよねー……）




「お、おい……委員長どうするのこれ？　朝倉さんの演技……」

「そう言われてもジュリエット役は朝倉さん以外いないし……本人に事実を伝えて練習させるしかないでしょう」

「ねぇ、委員長？　サクラに事実を伝えるって言うけど、一体誰があのサクラに『演技が下へ手ただから練習して』って言えるのかなー？」

「それは……安あん藤どうくんしかいないわね……」

「俺!?　無理無理無理！　てか、何で俺なの？」




「「そりゃあ……安あん藤どうくんが言えなかったら、他に言える人なんていないでしょう？」」




「委員長と桃もも井いさんがハモった!?　え、それほど！　まぁ、確かに……あの朝あさ倉くらさんに演技が下へ手たなんて言える奴やつはこのクラスには──」

「ギャッハッハッハ！　朝倉さん！　それマジでヤバイよ！　え、朝倉さんってそんなに演技下手だったの!?　ジュリエットの演技マジでヤバくね？　そうだ！　いいこと思いついた！　この俺様が演技が下手な朝倉さんに手取り足取り演技の極意を教えるぜ！」

「え……や、山やま田だくん。今なんて……言ったのかしら？」




「「「や、山田ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」」」




「ちょ、おい山田！　このバカ野郎！　お前は何てことを言ってくれたんだ！」

「山田……貴方あなた、知っている？　いくらなんでも、言っていいことってあるのよ？　もう、本当に空気が読めないのだから……クフフ」

「もーう、山田くんったら本当に空気が読めないよねー？　本当におバカさんだね♪」




（（（でも、山田が空気読めなくてよかった……！）））




「え、なんだよ皆みんな！　え、俺そんな責められること言った!?　だって、朝倉さんが演技下手だったのは本当じゃんか!?」

「「「うるさい！　山田はそれ以上喋しやべるの禁止！」」」

「何でだぁぁあああああああ！」




（しかし、問題はここからだな……）

（うーん、サクラが大根役者なのはきっと演じる役に入り込めていないからだと思うんだよねー？　ただ台本を覚えているだけで、それを音読しているに過ぎない……。だから、それを改善するには覚えたセリフを読み上げるんじゃなくて、実感した上で心から言わないといけないんだけど……）

（さて、どうしようかしらね……）




「嘘うそ……もしかして、私の演技力低すぎ？」　スカーン……





【初めてのデート】




「あ！　安あん藤どうくん。もぉーう……やっと来たよー！」

「桃もも井いさん、ゴメン……。五分前には着くようにしたんだけど……」

「もぉーう！　デートで女の子を待たせちゃ駄目なんだからねー？」

「え、これってデートなの？」

「だって、そうでしょー？　女の子と男の子が一緒に映画を見に行くんだからね♪」

「まぁ、そうなのかなぁ……？」




（流石さすがに五分前に来れば大丈夫だと思ったけど……まさか、既に来ているとは……。

　しかし、最近は美少女と出かける機会が多すぎじゃない？

　俺はただの平凡な『ぼっち』だよ？）




「ゴメンゴメン、じゃあ、映画見に行こうか……桃井さん」

「うん！　今日はよろしくねー、安藤くん♪」




（今日はあたしの人生で初めてのデート、まさかその相手が安藤くんになるとはねー。

　サクラ、ゴメンね？　今日は安藤くんを貸してもらうよー♪）




「安藤くん、行こうー♪　今日は二人だけのデート楽しもうねー？」

「ちょ！　もも、桃井さん!?」




（むふふー、安藤くんあたしに抱きつかれて焦ってるー♪）

（胸が！　朝あさ倉くらさんには無い感触とボリュームが！）

（まぁ、その結果……戻ってくるかどうかは安藤くん次第だけどねー♪）




「安藤くん、もしかして照れてるのー？」

「だ、だって……そんな抱きつかれたら、む、胸が……」

「むふふー、安藤くんさえ良ければ……あたしはいいよ？」

「え、桃井さん。それって……」

「ねぇ、安藤くん。良かったらあたしと──」










「それは駄目ぇええええええええええええ！」




（──って、ここは……私の部屋？　じゃあ、今のは……）




「夢なのね……」




（ハッ！　で、でも、本当にモモが安あん藤どうくんを好きだったらどうしよう……。

　な、なーんて……そんなことあるわけないわよね！）





【演劇デート】




「あ！　安藤くん。もぉーう……やっと来たよー！」

「桃もも井いさん、ゴメン……。五分前には着くようにしたんだけど……」

「もぉーう！　デートで女の子を待たせちゃ駄目なんだからねー？」

「え、これってデートなの？」

「だって、そうでしょー？　女の子と男の子が一緒に映画を見に行くんだからね♪」

「まぁ、そうなのかなぁ……？」




（流石さすがに五分前に来れば大丈夫だと思ったけど……まさか、既に来ているとは──）




「ふんむー！　むぅうーっ！」

「わ！　あ、朝あさ倉くらさん!?」

「ちょ、サクラ!?　なんで急に、あたしと安藤くんの間に飛び込んできたのー？」

「こ、これは……む、虫が飛んでいたのよ！　べ、別に二人がイチャイチャしすぎて私を忘れているんじゃないかって思ったわけじゃないんだから、勘違いしないでよね！」

「えー？　何か怪しいなー？　そ・れ・に……安藤くんが来るのを楽しそうに待っていたのはどこの誰だったかなー？」

「はにゃ！　べ、別に……私は安あん藤どうくんのことなんか意識してないんだからね！」




（サクラってば、あたしをみょーに敵視しているよねー？　まぁ別に、あたしは安藤くんを取るつもりなんか全然ないけど……むしろ、今日のデートはサクラと安藤くんの仲を進展させる意味もあるんだけどねー♪）




「さて、主演の二人がそろったし、今回のデートに関するお題を発表しまーす！」

「「お題？」」

「うん、二人とも今日のデートについて委員長からなんて聞いてるかなー？」

「確か、私が役の気持ちをつかめるように、安藤くんと映画を見て、その気持ちを理解してきなさいって……」

「それで、休日の今日三人で映画館に行くことになったんだよね？」

「そうでーす！　それで、二人には今日一日だけ相手を『ロミオ』と『ジュリエット』で呼び合ってもらいまーす！」

「「……え、えぇええええええええええええええええ!?」」





【罰ゲーム】




「ちょちょ、ちょっと待って桃もも井いさん！　お互いを『ロミオ』と『ジュリエット』で呼び合うって……このショッピングセンターの中で!?」

「そう！　あ、もちろん呼ばれる方は安藤くんが『ロミオ』でサクラが『ジュリエット』だからねー？」

「そんなの分かるわよ！　って、そうじゃなくて……モモ？　さ、流石さすがにそれは恥ずかしいのだけど……」

「何言っているのかなー？　これはあくまでもサクラのためなんだよ！」

「モモ……」

「役になりきれないサクラに、現実でロミオとジュリエットを演じることでリアルにジュリエットになりきってもらい、ついでに安藤くんとの雰囲気も──おっと、危ない危ない……。

　あ、因ちなみに、あたしは二人がお題を守って達成できるかの監視役だからねー♪」

「ん？　桃井さん、今なんか言おうとしなかった？」

「はてさて……なんのことかなー？」




（ふっふっふ、最初はサクラの大根役者問題をなんとかできないかなー？　って、思ったんだけど……よく考えれば恋する女の子の演技ってサクラには必要ないんだよね。つまり、今日はそれをサクラに分からせるための作戦なのだよー！）

（はぁ、仕方ない……。朝あさ倉くらさんの演技向上のためという理由がある以上、ここはなるべく名前を呼ばないように一日過ごして──）




「あ、因ちなみに委員長からの課題で『今日は二人とも三十回以上は互いを役名で呼ぶこと！　もし、三十回以上呼べなかったり、本名を言った場合は罰ゲームだから！』だってー」

「「罰ゲーム？」」

「あー、まだ言ってなかったねー。もし、役名じゃなくて本名を言ったら罰ゲームがあるんだよー？　デートが終わるまでに役名を三十回以上呼べてなくても罰ゲームしてもらうからねー♪」

「も、桃もも井いさん……。因みに、その罰ゲームの内容は？」




（何かすげえ嫌な予感がするぞ……）




「うん、罰ゲームをする人は、相手に『愛の言葉』を囁ささやいてもらいまーす♪」

「「愛の言葉!?」」

「ちょっと、モモ！　あああ、愛の言葉って……例えば私が罰ゲームを受けたら、安藤くんに愛の言葉を囁くってことでしょ!?」

「あ、あさ──むぐ！」




（ヤバ！　思わず、俺が名前を呼ぶところだった！）




「うん、そうだよー♪　じゃあ、さっそく……サクラには安あん藤どうくんに『愛の言葉』を囁いてもらおうかなー？」

「え、安藤くんどうしたの──って、へ!?　モモ、どうしていきなり私が安藤くんに、あああ『愛の言葉』を囁くことになるのよ！」

「えーだって、今サクラが──

『例えば私が罰ゲームを受けたら、　安藤くんに愛の言葉を囁くってことでしょ!?』

──って、言ったよねー？」

「あ……」

「……じ、ジュリエットさん……？　もう、デートは始まってるみたいだから、迂う闊かつな発言は気をつけた方がいいよ」

「うん……そうね、あんど──」

「ジュリエット、ストーップ！」

「はぐぅ！　あ、危なかったわ……その、ありがとうね。ろ、ロミオ……」

「うん……」




（（この呼び方、凄すごく恥ずかしい……））




「はーい、イチャついているところ悪いけど、サクラには罰ゲームの愛の言葉を三回、安あん藤どうくんに囁ささやいてもらうよー？」

「って、モモ！　何で愛の言葉を三回も囁かなければいけないのよ！　罰ゲームは愛の言葉一回じゃないの!?」

「うん！　だって、サクラはもう三回も安藤くんの名前を呼んでるからねー？」

「へ……？」

「あー、そう言えば確かに呼んでるな……」

「え！　安藤くん……う、ウソでしょ？」




「はい、四回目だねー♪」





【愛してる】




「さて、サクラには安藤くんに愛の言葉を『四回』囁いてもらおうかなー？　もちろんこの罰ゲームも演劇の練習の一つだから呼び方は『ロミオ』と『ジュリエット』だよー？」




（（こんなショッピングセンターのど真ん中で、んな恥ずかしいマネできるかぁあああ！））




「も、モモ……その、本当に？　あ、愛の言葉ってのを言わないと駄目なの？」

「うん！」




（駄目よ！　そんなの恥ずかしくてできるわけないじゃない！）

（朝あさ倉くらさん、そんなに『愛の言葉』とやらを言うのが嫌なのか……。まぁ、そうだよな。だって、その相手が俺みたいな『ぼっち』じゃあ……）




「でも、これはサクラのためなんだよ？　って、言いたいけど……仕方ないなぁー。サクラがそんなに嫌なら、今回だけはその罰ゲームを見逃してあげてもいいよー？」

「本当!?　流石さすがはモモだわ！　私、モモのことだーい好きよ！」

「うん、ありがとー♪　あたしもサクラが大好きだよー。だから、罰ゲームの愛の言葉はこの『あたし』がサクラの代わりに『安あん藤どうくん』に言うけど、いいよねー？」




「「え？」」

（（な、なんだって……？））




「モモ、ちょっと待って！　ななな、何でモモが愛の言葉を言うのよ!?」

「えー？　だって、罰ゲームは委員長の命令だから絶対だよねー？　でも、親友のサクラが本気で嫌がることはしたくないでしょー？　だから、あたしがサクラの代わりに罰ゲームをするんだよー♪　安藤くんも、それでいいかなー？」

「え、まぁ……桃もも井いさんとジュリエットがそれでいいなら、俺はいいけど……」




（ふぇ！　な、何でそうなるのよ！　別に……私は本気で嫌がっているわけじゃ──）




「じゃあ、安藤くん♪　今から愛の言葉を言うから覚悟してねー？」

「え、あ……うん」

「ねぇ、安藤くん。良かったら私と──」




（桃井さんが前かがみで俺をのぞき込んで……おっぱいの谷間がエロイ！）

（ハッ！　も、もしかして……モモは本当に安藤くんを──）




「だ、だめぇええええええええええええええええええええええええええええ！」

「おわぁあ！」

「きゃ！　ちょっと、サクラどうしたのー？」




（駄目！　ダメダメダメって言ったら、だめぇええええええ！　モモ！　貴方あなたにその言葉を言わせるわけにはいかないわ！）




「モモにそんなことさせない！　やっぱり、私が罰ゲームを受け──」

「どうぞ、どうぞー♪」

「──るわ！　って、ええええ！　モモ、変わり身早すぎじゃないかしら!?」




（えへへー、思ったとおり、サクラは直すぐに挑発に乗るから分かりやすいねー♪　それよりも、問題なのは安藤くんが意外と手ごわいなー？　最初は一回くらいはサクラの名前を言うかと思ったのに……意外と耐えてるんだもん！）




「じゃあ、サクラに愛の言葉を囁ささやいてもらいまーす♪　どうぞ！」

「うぅ……ろ、ロミオ！」

「はい、ジュリエット」




（落ち着きなさい私……これは演技、そう演技よ。ただの演技じゃない……演技？　私は今演技で彼に愛の言葉を言おうとしているの？　ちょっと、待ちなさい……。これって良く考えたらチャンスじゃないかしら！）




「……ジュリエット？」

「おーい？　サクラー？」




（今、私が何を言おうとこの場ではただの演技で済むわ。でも、安あん藤どうくんからしてみれはこの私の『愛の言葉』を演技とは言え平常心で受け流せるかしら？　いいえ、無理ね！　何な故ぜなら……私は『学校一の美少女』だからよ！　そう！　最近なにかと上う手まくいかないことが多くて忘れていたけど、私って本来は完璧で超スーパーミラクルな美少女だもの！

　だって、見た目は申し分ないはずでしょう？　それにスタイルだって無駄な脂肪が無いし（ここ重要よ！）完璧じゃない！　そして、頭だっていいわ。つまり、これは逆を言えば安藤くんを私の魅力でメロメロにするチャンスなのよ！　たとえ演技の言葉でも彼にダメージを与えられる私が、もし本気の『愛の言葉』を彼に言えば──、

そう、落ちないはずがないわ！　ウフフ……安藤くん、覚悟しなさい。

　私の本気の『愛の言葉』を貴方あなたに届けてあげるんだから！）




「ロミオ……」

「え、ジュリエット……？」




（何だ？　急に朝あさ倉くらさんの様子が変わった？　まるで本物の恋する乙女おとめみたいに──）

（え、急にサクラの雰囲気が……変わった？）




「愛し──ぃでぇ！」




（（あ、舌噛かんだ……））




「…………あ、愛してりゅ！」




（（また、噛かんだ））




「うぅ……もぉおおおおお！　『愛してる！』『愛してる！』『愛してる！』『愛してるぅうううう！』どう！　これでいいんでしょう？　べ、別にこれは罰ゲームだから言っただけで、私が本当に、ああ、あんど──じゃなくて……ロミオを愛しているわけじゃないんだから、勘違いしないでくださいましっ！」




（あ、ジュリエットのツンデレバージョンだ……）

（いったーい！　舌噛んだーっ！　もう、何でこうなるのよぉおおおお────っ！）




「あちゃー、これは先はまだまだ長そうだねー……」





【来場者特典】




「ウフフ、映画面白かったわね♪　ロミオ、最後のシーン見た!?」

「うん、もちろんだよ。ジュリエット！　まさか、最後にタイトルを回収するなんてね！　それに序盤で難病モノと思わせてからの──」

「「中盤からの宇宙人侵略モノ展開！」」

「私ったら、最後のシーンで思わず泣きそうになっちゃったわよ！」

「最近のラノベアニメは原作者がちゃんと監修していたりするからいい作品が多いよね」

「本当よ！　私、今日この映画見れて本当に良かったと思ったわ！」

「あれ？　桃もも井いさん、珍しく静かだけど、どうしたの？」

「え、モモ？　あ……もしかして、映画がつまらなかった？　そういえば、モモは最初私達たちがこの映画がいいって言った時、すごい反対していたものね……」

「ああ、そう言えば……

『えええええ！　アニメ映画!?　何で二人ともこれがいいの！　今日は恋愛映画を見るって話だったよね!?　え、ちゃんと恋愛要素もある……？　ダメダメーっ！　そんなアニメの恋愛要素なんかたかが知れてるんだから！　今日は元々二人には事前にリサーチした『５ＬＤＫ』を──って、ギャアアアアアアア！　もう、チケット買ったのぉー!?　え、来場者特典の小冊子が今日まで？　そんなの知らないよー！』

　──って、凄すごい言ってたもんね。やっぱり、アニメ映画は桃もも井いさんには面白くなかったよね。ゴメン、俺達たちだけ楽しんで……」




（しまった！　つい、好きなラノベの劇場アニメがやってるって知ったら、どうしても見たくなったんだよなぁ……。だって、特典の小冊子とかめっちゃ欲しいし……）

（迂う闊かつだったわ。この映画なら、ライト文芸の作品だからラノベオタクもバレないかと思って強行しちゃったけど、私ってラノベの話になると周りが見えなくなるのよね……）




「その……私達、モモのこと考えてなかったわ」

「「ごめんなさい」」

「べ、別にそうじゃないよー……」

「「え……じゃあ、どうしたの？」」

「うぅ……な、なんでもない！　ふーんだ！」




（別に、あの映画が意外と面白くて……泣いたのが悔しいわけじゃ……無いんだから！）





【無自覚ロミオ】




（映画が終わって、桃井さんが、

『ちょっと、さっき見た映画の感想を自分の中で整理したいから……一階のカフェテリアで休んでるねー？』

　って、言って一階に行った途端、それをチャンスとばかりに朝あさ倉くらさんが三階の本屋に突撃したわけだけど……）




「あ、ロミオ、見て！　爆ばく撃げき文ぶん庫この新刊がもう発売しているわ！」

「本当だ！　そうか、次の発売日が日曜日だから前倒しで発売しているんだね」

「どうしよう……『覇は王おう科か高こう等とう学がつ校こうの劣れつ等とう種しゆ』の続巻が出ているから買いたいけど……今日はモモも居るのよね」




（朝倉さんはラノベオタクなのを桃井さんにも隠しているから、下へ手たにラノベを買うわけにはいかないんだよな。でも、このドジ倉さんが桃井さん相手に今までそれを隠し通せていたのって奇跡だよね……）




「ジュリエット、別に買っても大丈夫じゃないかな？　だって、ここはラノベも置いているけど一般の書店だから買っちゃえば中身は袋で隠せるし、何を買ったか聞かれても『小説』で誤ご魔ま化かせると思うよ」

「そ、そうよね！　じゃあ、この際だから他の新刊も買っちゃおうかしら！」




（ふふーん♪　今日は何ていい日なのかしら！　安あん藤どうくんと一緒に映画は見れるし、こうして書店でラノベを見て回れるんですもの！　それにしても爆ばく撃げき文ぶん庫こはいつも新作のラノベが多いわね……。ついでだし、何か新作も買おうかしら？）




「うーん、どれがいいかしら？　私好みのチート無双系は……」




（朝あさ倉くらさん、なんか真剣に新作のラノベも吟味し始めたな。あー、これは長くなるやつだな……。不思議な話だけど、朝倉さんと一緒に本屋に来るのもこれで三回以上になるし、本屋以外でも経験しているから分かる……。こうなったら朝倉さんの買い物は長い！）




「ジュリエット。俺、桃もも井いさんの様子を見てきてもいいかな？」

「…………ええ」




（あー、これは駄目ね。タイトルに『異世界』と『エルフ』って入ってるけど、テンプレの匂いがするわ……。こうただテンプレ要素を詰め込みました！　って感じの作品は地雷が多いのよ！）

（うん、これは聞いてないな……。まぁ、流石さすがに三十分もすれば気づくだろうし、後で桃井さんにメールでも送ってもらえばいいか）




「こっちの異世界ファンタジーと見せかけたＳＦチートモノはどうかしら……？」





【迷子のジュリエット】




「うーん、まさかアニメだと思って油断していたよー……」

「桃もも井いさん」

「え、安あん藤どうくん！　ど、どうしてここに……サクラは？」

「いや、なんか桃井さんの様子がおかしかったから少し様子を見にね……」

「え、ちょ……もぉー、安藤くんってば、主役のロミオがヒロインのジュリエットを置いて他の女の子に浮気かなー？　あたしは脇役以下のナレーションだよ？」

「ええ！　べ、別にそんなのじゃないよ！　ただ、俺は──」

「……？」




（そうだ、ここでも迂う闊かつに『朝あさ倉くらさん』って言ったら罰ゲームになるんだよな？　じゃあ、恥ずかしいけど、ここでもちゃんと『ジュリエット』で通すか……）




「ジュリエット（ラノベを選ぶのに夢中な朝倉さん）よりも、桃井さん（の様子）が気になったから、ここに来たんだ」

「…………ふぇへ!?」




（あ、安藤くん、急に何を言うのかなーっ!?　そそ、それって……まるで、サクラよりも、あたしが──って、そういう意味じゃないよね！　だって、安藤くんはサクラのことを好き……なんだよ？　それに、あたしなんかサクラと比べたら背も大きいし、おしゃべりだし……猫被かぶってるから──）




「もう、安藤くん何を言ってるのかなー？　それじゃあ、口く説どいてるみたいだよー♪」

「うぇ!?　別にそんな気はなかったんだけど……ただ、今はジュリエットが買い物に夢中になったから……」

「あぁ、なるほどね……。サクラは買い物が長いからねー」

「やっぱり……桃井さんも、経験あるの？」

「そりゃ、親友ですからねー♪」




（ほら、やっぱり……あたしの勘違いじゃん）




「でも、安藤くん。サクラの買い物から抜け出すのに、あたしを言い訳にするのはどうなのかなー？　って、桃井さんは思いますよ……？」




（もう、本当に少しだけ期待し──）




「え、何言ってるの？　桃もも井いさんの様子が気になってここに来たのは本当だけど？」

「ふぇ!?　へ、へー？　そうなんだぁ……」




（う、うわぁ～、ビックリしたー……。安あん藤どうくんってば、ホント！　マジで、もぉー！　うっかりトキめいちゃうかと思ったよぉー！

　まぁ、あたしはサクラじゃないんだから、安藤くんの言葉なんてこれっぽっちも効かないけどねー？）

（桃井さん、顔が少し赤いけど……やっぱり、体調が良くないのかな？）




　その頃の朝あさ倉くらさん。




「あ！　レジェンダリーノベルも新刊が出ているじゃない！　キャーッ！　『異世界おばさん』の続巻も出てるわ！」　ウキウキ♪
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第二章

【無知】




「ふぅ……」




（なんかカフェテリアで安あん藤どうくんと二人っきりになっちゃったけど。これじゃあまるでサクラを撒まいて、あたしが安藤くんと抜け出したみたいだよ……）

（桃もも井いさん、やっぱりさっきから元気ないよな？）




「それで、桃井さんはさっきから雰囲気が少し暗いけど……どうしたの？」

「え、いや……ちょっと、さっき皆みんなで見た映画が意外と面白くて……それがねー、少しショックだったんだ……」

「え、映画が面白かったのがショックってどういうこと？」

「やっぱり、おかしいよね？　えーとね……。なんていうのかなー？　正直、あたしって今まで男の子が見るアニメやマンガとかー、少し下に見てたというか……どこか馬鹿にしていたんだと思うんだよね」

「あー……だから、あの映画が面白くてショックというか……。つまり、衝撃だったと？」

「そう！　なんか、今までこの気持ちを何て言えばいいのか分からなかったけど……多分そんな感じかな？」




（そう言えば、桃井さんってライトノベルも知らないような普通の女子高生だもんな。一般的にアニメやマンガを見ない人からすればアニメ映画とかは子供向けってイメージも強いから、ライト文芸作品みたいな一般よりのアニメは確かに衝撃的だったのかもな）




「あたしね……。男の子が好きなマンガとかアニメで心から面白いって思うのあんまりないんだよね。だから、余計にアニメとか子供向けだと思って馬鹿にしていたんだと思う。でも……だからこそ、今日見た映画はあたしが思っていたアニメと違って……驚いた。

『アニメにもこんなに面白い作品があったんだ！』

　──って、だから、今までそういう『アニメ』とかを馬鹿にしていた自分をちょっと恥ずかしく思っちゃったのかもねー……」




（それに、一番ショックだったのは、アニメ映画を見たいって言ってた安藤くんとサクラを、あたしが心の中で馬鹿にしていたこと……あたしは二人が『好き』って言ってた作品を知りもしないで、二人とその作品を下に見ていたんだもん……。そんな自分の『無知』に心底嫌気が差したんだと思う。いつもそうだ。その場の空気を読むのが得意だから、周りから一歩引いて自分に仮面を被かぶせながら他の人をつい下に見る。

　そんなんだから、誰に対してもこの仮面を脱げないで……でも、そういえば安あん藤どうくんは、そんなあたしの素顔に気づいていたんだよね……？）




「だから、落ち込んでたの？」

「まぁ、そんなところかなー」

「ふーん、なんか良く分からないや」

「あははー、だよねー」




（そうだよね……たとえ安藤くんでも、あたしの気持ちなんて──）




「何でアニメを馬鹿にしていたことを『恥ずかしがる』の？

　むしろ『喜ぶ』べきだと俺は思うけど？」

「喜ぶ……？　つまり『わーい！　アニメを馬鹿にしていてよかったー』ってこと？」

「いや、そうじゃなくてね？　えっと、これは俺の個人的な意見だけど……

　俺は『恥ずかしがる』必要はないと思うな。だって、桃もも井いさんは今まで今日見た作品を知らなかったんだよね？」

「う、うん……」

「なら、それは恥じる必要なんて全くない。だって『無知』は恥ずかしくないんだから」

「『無知』が恥ずかしくない？」

「そうさ、だって『知らない』んだからしょうがないじゃん！　むしろ、桃井さんは『面白い』と思えるものを『見つけた』ことに喜ぶべきだと俺は思うんだ。

　大事なのは『無知』を恥ずかしがることじゃなくて『知ったこと』をこれからどう活いかすかじゃないのかな？」

「知ったことを……活かす？」

「うん！　ほら、桃井さん今まで面白いって思える作品が少ないって言ってたじゃん？　例えば、アニメは馬鹿にして見なかったかもしれないけど、桃井さんは今日『面白いアニメもある』って知ったわけじゃん？　なら、他にも桃井さんが『面白い』って思えるアニメがあるかもしれない。例えば、今日見た映画が面白かったんなら、その原作小説とかも気に入るかもしれないよね？」




（そうか、そういう考え方もあるんだ……『無知』を恥ずかしがるんじゃなくて『知ったこと』をどう活かすか……）




「桃もも井いさんはきっと完璧主義すぎるんだよ」

「へ？　安あん藤どうくん、あたしが完璧主義って……どういうこと？」

「えーと、多分だけど……桃井さんは全部を知っていないと気がすまないんじゃないのかな？　例えば、今日のクラスの皆みんなは誰が機嫌が良くて、誰と誰が機嫌悪くてーとか、いつも空気を読んで読んで読んで、周囲にアンテナ張ってるじゃん？　だから、少しでも自分の知らないことがあると『何で知っていなかったんだろう』って完璧じゃなかった自分を責めちゃうんだよ。今回の映画だって『馬鹿にしていたアニメが面白かった』のがショックなんじゃなくて、本当は……

『親友朝倉さんが好きな作品を、知らずに馬鹿にしていた自分』

　──にショックを受けたんじゃないかな？」




（まぁ、ぼっちの俺が桃井さんほどのリア充に言えることじゃないんだけどなぁ……）




「まぁ、あくまで俺が思う桃井さん像だけどね」

「ううん……多分、そうだと思う」




（あたしのそういう性格って、上う手まく隠してるつもりだったけど……安藤くんにはバレちゃうんだね……。じゃあ、安藤くんの前では仮面を被かぶっても、意味ない……よね？）




「じゃあ、安藤くん。これが安藤くんの言うとおりだとしたら……あたしはこの気持ちをどう『活いかす』べきなのかな？」

「うーん、そうだなぁ……『知る』ことから始めて見れば？　『無知』だったことを知ったんだから、あとはそれを知るだけじゃないかな？　知らなかったことを後悔して落ち込むよりも、知らないことを喜んで大好きな親友のために、自分もそれを知ろうとする方が……なんか『桃井さんらしい』と俺は思うよ」

「安藤くん……」




（そうかー……『あたし』らしいかー）




「あははー、確かにそうだね♪　あ！　そういえばさっき言ってたけど、今日見た映画って原作は小説なの？」

「うん、ライトノベルってジャンルの簡単な挿絵の付いた読みやすいタイプの小説だよ」

「へー、あ！　もしかしてサクラが良く読んでいる小説って……実はその『ライトノベル』ってやつだったりするのかなー？」

「うぐっ！」

「あー、この反応はアタリだなー？」




（やべ！　朝あさ倉くらさんが今まで奇跡的に隠し通せていたことが俺のミスでバレた！）

（そうか……だから二人はこんなに仲良しだったんだねー。でも、安あん藤どうくんのこの反応を見ると、サクラはあたしにその趣味を隠しているのかなー？　まぁ、そうだよね。あたしだって実際に今日の映画を見る前だったらそんな趣味は下に見ていたと思うし……でも、今のあたしは違う。だって、もうそれが『面白い』って知ったんだから！）




「あははー、安藤くんそんなに怯おびえなくても大丈夫だよ？　サクラには気づいてないフリしてあげるから♪」

「う……あ、ありがとうございます」




（うぅ……桃もも井いさん！　俺のミスをかばって気づかないフリをしてくれるとは……なんて、おっぱいの器が大きい人なんだ！）

（そして、これからその趣味を隠しているサクラの反応を見て楽しむんだー♪）





【精一杯の──】




（ふー、結構話したら疲れちゃったな。コーヒーも冷めちゃってるよ……）




「そういえばさー？」

「ん、何かな桃井さん？」

「安藤くんって、やっぱりサクラのこと好きでしょう？」

「グフッ！」




（何言ってんだこの女おつぱいは!?）




「わぎゃぁー！　安藤くん汚ーい!?」

「げほ、げほ！　うっ……もも、桃井さん!?　何をおっしゃっていますのかな!?」

「安藤くん、落ち着いて？　なんか、喋しやべり方かたがジュリエットになってるよ？」

「ん、んん……桃井さん、大体なんで俺がそんなことを思っているなんて──」

「あははー、そんなの態度を見ていれば分かるよー♪」

「え……ま、マジで!?」

「って、ことは──本当なんだねー？」




（あ、しまった……。まんまと桃もも井いさんのウソ罠に乗せられちゃったよ！）




「……だ、誰にも言わないでくれるかな？」

「あははー♪　大丈夫ー、大丈夫ー。この桃井さんがチャチャッと安あん藤どうくんの恋が実るように協力してあげるからねー♪」

「そういうのを止やめてください！　いや、マジで！」




（そ、そうか……。やっぱり安藤くんはサクラが好きなんだ……。もし、私あたしがサクラより先に安藤くんへ話しかけていたら……何かが変わっていたのかな？　なんてね……）




「あははー♪　大丈夫ー、大丈夫ー。もし、安藤くんがサクラにフラれたら、お詫わびとしてー、あたしが代わりに安藤くんの彼女になってあげるよ♪」

「うえ!?」

「あーっ！　もしかして……本気にしたのかなー？　にへへ～♪」

「──っ!?　も、桃井さん！」

「キャー、ごめんなさーい！　テヘ♪」




（でも、知った事実を『後悔』するのは、あたしらしくない……。

　だから、あたしは『安藤くんがサクラを好き』という事実を活いかして前に進もうと思う。

　だって、それが『あたしらしい』って、彼が言ってくれたから）




「安藤くん。そう言えば一つお願いがあるんだけどいいかなー？」

「何？　桃井さんのお願いなら何でも聞くよ？」




（もう、安藤くんてば……じゃあ、あたしが『付き合って』って言ったら本当に付き合ってくれるのかなー？　本当に、バカなんだから……）




「えへへー、実はさっき見た映画の小説を読んでみたいんだー。だから、貸してくれる？」




（サクラは大事な親友。だから、二人のことは精一杯応援しようと思う。だけど……少しくらいなら、あたしも安藤くんに甘えても……いいよね？）










　その頃の朝あさ倉くらさん。




「あ、安あん藤どうくん……ど、何ど処こにいるのぉー……？」





【無乳】




「ぷんぷん！」

「ジュリエット！　本当にゴメン！　ちゃんと後で桃もも井いさんに居場所をメールで送ってもらおうとしていたんだよ。でも、ちょっと話が長引いちゃって……」

「フーンだ！　そうね。ロミオは私なんかと一緒にいるよりモモと一緒にいる方が楽しいモンね？　フーンだ！　ぷんぷん！」




（あっちゃ～、朝倉さん、すっかりヘソを曲げちゃったよ……）




「もう、サクラもいい加減に機嫌を直しなよー？　元々は話を聞いていなかったサクラが悪いんだからねー？　てか、そもそも何で二人は連絡先を知らないの？」




（安藤くんも、サクラの連絡先を聞いておけばこういうことにならないのにねー）




「そ、そうよ！　ロミオ！　連絡先交換しましょう！　モモの言うとおり、今回の最大のミスはお互いの連絡先を知らなかったことよ！　よって、この場で連絡先を交換すれば、またはぐれても安心なのよ！」

「いや、ジュリエット……はぐれるのはダメだからね？」




（流石さすがはモモだわ！　これで今まで聞きたかったけど、何度も聞こうとして断念していた安あん藤どうくんの連絡先が聞けるわ！　これは、まさに……朝あさ倉くらちゃん大勝利よ！）




「ど、どうしたの……ジュリエット？　いきなり、拳こぶしを上げたりなんかして……？」

「へ？　あ……ちがっ！　これは違うのよ！　き、気にしないで……そう！　天井に蚊が居たのよ！　だから、ちょっと私の昇●拳で追い払っただけなんだから！」

「そ、そうなんだ……」

「ぷっ……ぷぷ…………」




（うわぁ……久々に朝倉さんの謎行動出たなぁ……）

（サクラってば、分かり易やすすぎだよ！　でも、安藤くんは何で気づかないのかなー？）




「えっと……こ、これで交換できたのかな……？」

「ええ、これで大丈夫よ。ウフフ、これでいつでもロミオと連絡が取れるわ♪

　……って！　べ、別にだからと言って、私がそうやすやすとメールを送る女だと思ったら大間違いなんだから、勘違いしないでよね!?」

「大丈夫だよ。だって、俺メール苦手だもん」

「……え!?」

「あー、そういえば安藤くんってそういうイメージあるよねー」

「うん、今まで『ぼっち』だったから何かそういうのなれてないんだ」




（お、終わったわ……。まさか、安藤くんがメール苦手だったなんて……じゃあ、連絡先を交換した意味なんてないじゃない！）




「じゃあ！　この機会に練習してみたらどうかなー？　メールって学校だけじゃなくて社会に出てからも使うでしょー？　むしろ、社会に出た時の方がお仕事とかで使いそうだし……安藤くん、やってみようよ！」

「うーん、練習かぁ……」

「そ、そうよ！　ロミオがどうしてもと言うのなら……そ、その、私もロミオにメールを送るのもやぶさかでもないような、そうでもないような、なくもないような……。そんな気がするわ！」

「う、うん……じゃあ、これからはメールもしてみようかな？」

「本当ね！」

「うん」

「じゃあ、決まりだねー♪」




（やったわぁあああああああ！　これで、安あん藤どうくんとメールもできる！　くぅううう！　これはまたまた、朝あさ倉くらちゃん大しょ──）




「じゃあ、安藤くん。あたしもメールするから返事してねー？」

「え、桃もも井いさんもメールしてくるの……？」

「安藤くーん？　その反応はどういう意味かなー？」

「なな、なんでもないです！　桃井さんからのメールすごく嬉うれしいです！」

「うん、よろしい♪」




（──へ？）




「ちょっと待って！　な、何で……モモが既にロミオの連絡先を知っているのよ？」

「え？　何でって、サクラを探す前に安藤くんと連絡先を交換してたからだよ♪」

「ノォ────っ!?」




（ななな、なんですってええええええええええええ！　っじゃ、じゃ……私よりもモモの方が先に安藤くんの連絡先を……）

（うーん？　これは面白そうだし、もうちょっとサクラをたきつけてみようかなー？）




「えへへ～、サクラごめんねー？」

「むむぅ……」




（安藤くんの初めての友達枠……もらっちゃったよー♪）

（カッチーン！　モモ……貴方あなたはこの私を怒らせたわ！）




「えへへー♪」

「ウフフ……」

「……ッ!?」




（え、何この空気……ヤダ怖い！）

（そうだ！　サクラをたきつけるのに面白いこと思いついちゃった♪）




「ねぇ、安あん藤どうくん！　そろそろお腹なかへらない？　何ど処こか食べに行こうよー？　えい♪」

「ももも、桃もも井いさん！」




（桃井さんが腕に抱きついてきた……だと!?　う、腕がぁあああ！　俺の腕が、桃井さんのおっぱいに沈んでいくんですけどぉおおおおおおおお!?）

（ムギャァアアアアアアアア!?　モモモモ、モモォオー!?　なな、何てハレンチなことをしているのよ！　私の安藤くんにそんな抱きつくなんて、羨まし──じゃなくて、卑ひ怯きようよ！　あ、貴方あなたがその気なら……私だって！）




「わ、私もお腹へったわね～、モモの言うとおり何処かで食べましょうか？

　ちょいや！」

「え、ちょっと！　何で！　ジュリエットまで抱きついてくるのかな!?」




（朝あさ倉くらさんまで、抱きついて……き、きた……ん？　なんか、桃井さんと比べてホールドが緩いような──）




「ロミオ……？」　スカーン……

「安藤くん？」　モモ～ン♪




（ホールドの違いからして……俺のおっぱいスカウター（直感）的に朝倉さんは『Ａ』……対して、桃井さんは──な、なんと『Ｆ』!?　なるほど……。つまり、胸囲の差か！）




「あ！　ププー♪　サクラってば、少しホールドが弱いんじゃないかなー？」

「なぁ──っ!?」




（モモ、貴方何笑ってるのよ！　──って、安藤くんも何で、そんな悲しい目で私の胸元を見つめるのよぉおおーッ!!）




「あらあら、ロミオってば……そんなに大きいおっぱいが好きなのかしら？」

「へ!?　なな、何を言っているのかな……。ジュ、ジュリエット……？」




（やべぇ、朝あさ倉くらさんの目が笑っていない。マジの目だ……）




「あらあら、隠さなくてもいいのよ？　ウフフ……♪」

「や、やだなぁ……。そ、そんなことナイヨ？」

「もう、本当にロミオは、おっぱいが好きなんだから……。私だって少しだけ……

妬や・い・ちゃ・う・わ♪」




（え……妬いちゃう？　朝倉さんが？　何────）

（そんなにおっぱいが好きなら、好きなだけ押し付けてあげるわよ！　押し付けられるものならね！　──って、誰が押し付けるほどの胸もないのよぉぉおおおおおおおお！）




「ムッキィイイイイイイイイイイイ！！！」

「いでぇええええ!?　じゅじゅ、ジュリエットさぁーん!?　か、関節！　関節!?　関節きまってるからぁああああ！　ジュリエット、すとぉおおおおおおおおおおぷ!?」




（あちゃー。少し、サクラを挑発しすぎちゃったかなー？　テヘ♪）





【それでも、ぼっちは揺るがない】




「ねぇ、ジュリエット。何ど処こかで食べるとしたらどのお店がいい？」

「うふふ……私はロミオの選んだお店でいいわ♪」




（朝倉さん、腕放してくれないなぁ……。めっちゃ、関節きまってるんだけど……）




「ねぇ、桃もも井いさん。何処かで食べるとしたらどのお店がいい？」

「うん、あたしも安あん藤どうくんが選んだお店でいいかなー♪」




（桃井さんも、腕を放してくれないなぁ……。めっちゃ、胸当たってるんだけど……　ありがとうございます！）

（モモ！　貴方あなたいつまで安藤くんの腕をつかんでいるのよ！　放しなさいよね！）

（サクラは何を怒ってるのかなー？　安藤くんは誰とも付き合ってはないはずだよー♪）

（ヤバイ！　何だこの状況は!?　右腕には朝倉さんが抱きついて俺の右腕を締め上げ、左腕には桃井さんが抱きついて俺の左腕にそのやわらかいおっぱいを押し付けてくる。

　そして、そんな俺を周囲の客がものすっごい殺意を込めて睨にらんでくるという恐怖！

　問題です♪

　右は天使が笑顔で腕を締め上げて、左は小悪魔が笑顔で腕におっぱいを押し付ける。そして、後ろを向けば有う象ぞう無む象ぞうの死線が襲い掛かってくる。

　コレって、なーんだ？

　答えは俺の今の状況でしたー♪　って、喜べるかぁああああああ！

　畜生！　こんな状況なんて『ぼっち』の俺にはありえないって十分に分かっているんだよ！　それなのにこんな状況になっているのは全部、この左側にいる小悪魔の所せ為いだ！）

（あははー♪　大丈夫ー、大丈夫ー。この桃もも井いさんがチャチャッと安あん藤どうくんの恋が実るように協力してあげるからねー？）

（桃井さんってば！　俺の気持ちを知ったからって、ワザと朝あさ倉くらさんを挑発しようとして、こんな……こんな素晴らしいおっぱいを押し付けてくれてマジでありがとうございます！

　きっと、桃井さんは自分があえて俺に必要以上にスキンシップを取ることで朝倉さんを挑発しようとしているんだろうけど……）




「ムキィイイイ！　ちょっと、モモ！　いい加減にハレンチだから私のロミオから離れなさいよ！　べ、別にこれはロミオを貴方あなたに取られるのが嫌とかじゃなくて……ろ、ロミオが私以外の『おっぱい』に惑わされるのが気に食わないだけなんだからね！」

「へ～、そうなんだー♪」　ニヤニヤ




（……桃井さんは一見、朝倉さんの反応を『嫉妬』だと思い込んでいるようだが、それは違う！　朝倉さんの反応は『嫉妬』などではなく──自分の『おっぱいの価値』が下がるのを嫌がっているんだ！）




『私は誰かにそうやすやすと体を──ましてやおっぱいを触らせるような女じゃないのよ！　なのに、私のおっぱいを触った安藤くんが学校でホイホイ他の女の胸を触ってたら、私のおっぱいの価値が下がるじゃない！』

『だから、安藤くんは私のおっぱいを触った責任として、私のおっぱいの価値を守る為ために、軽々と他の女のおっぱいを触ったらダメなのよ！』




（そう、あれは忘れもしない……。俺が事故で朝倉さんの胸を触ってしまった時のこと！　あの時、俺は朝倉さんに『朝倉さん以外のおっぱいを触らない』という約束をした。それは朝倉さんが自分の『おっぱいの価値』を守る為の約束……。

　なのに、約束をした俺が桃井さんの『おっぱい（デカイ）』を堪能している!?　そんな状況に、朝倉さんはきっと怒っているに違いない！

　大丈夫！　ぼっちは勘違いなんてしな──）




「あははー、安あん藤どうくーん♪」　メロ～ン♪




（うわぁ～い♪　腕に特大メロンが押し当てられているよ～、メロンすごぉーい！）




「もう、ロミオってば……ムキィイイイイ！」　スカスカプンプン！




（いだぁだだだあだだ！　ちくしょ──っ！　きっとこれ、朝あさ倉くらさんの胸も当たってると思うんだけど……関節のダメージで右腕の感覚がほぼ無くて、朝倉さんのかすかに柔らかい感触が全然わからねぇええええ！）




「うふふ……」

「あははー♪」




（とりあえず、何ど処こでもいいから適当な店に入って腕を放してもらおう……）





【スマイルもタダじゃない】




「あんがとうござましたー」




（あー、バイトだる～い。もうホント、カレシと別れてからいい男は見つからないし……友達はカレシ優先で女の友情なんて儚はかないし……ホント、バイトしかやることないわー。

カフェのバイトとこのレストランのバイト掛け持ちしてるから、お金だけ貯たまっていくし……はぁ、虚むなしい）




　カランコローン♪




（あ、お客さんだ！　バイトに集中しなきゃ！）




「いらっしゃいしゃせー」

「とりあえず、この三階にあるサイセリアでご飯にしようか？」

「いいわね！　サイセリアって、イタリアンなイメージでお洒落しやれだし、レストランの中でも値段が良心的だから学生の私達たちは助かるのよね」

「あははー、サクラなにそれ？　なんだか何ど処こかの宣伝みたいだよー？」




（うげぇえええ!?　あ、あの客は……前に私がカフェのバイトで接客したバカップル……って、何か女が一人増えてる!?　何、あの巨乳は……一体何を食べればあんなデカくなるの！　くぅ……あの巨乳を見ると前のカレシによりを戻そうとして送ったメールの返信内容が──）




『ゴメン、俺……巨乳派なんだ』




（じゃあ、最初っから付き合うなよ！　確かにパッドで誤ご魔ま化かしてた私も悪いけどね！　でも、あのセリフはないでしょ！　くっそう……前回も一緒にいた彼女の方は私よりも胸も無さそうなのに、今回増えてる方の胸は反則じゃない!?　ケンカ売ってるんか！）




「さ、三名様ですね……。こちらの席へどうぞ……」




「やったわ！　テーブル席よ！」

「ちょうどピークが過ぎてるから、席が空いていたのかな？」

「サイセって、ピークは凄すごい混むから偶たまに席が分かれる時とかあるよねー」




（……ん？　てか、この三人組どういう関係なの？　何か二人の美少女が真ん中の冴さえない男を取り合うかのように抱きついているけど……もしかして、修羅場？　でも、その割にはお互いにニコニコしているし……てか、何でこんな美少女二人がこんな冴えない男を取り合ってるの！　私にはまだ新しい出会いもないのに世の中不公平すぎィイイ！）

（何かさっきから店員さんが睨にらんでくるんだけど……やっぱり、こんな美少女二人から両腕に抱きつかれている男って周りから見たら、凄いスケコマシ野郎に見えるのか？

　実際はモテない『ぼっち』ですと言っても、誰も信じてくれないだろうなぁ……。

　さて、このテーブル席は最大四人が二人ずつ向かい合うように座るタイプだから、まず俺が座って、朝あさ倉くらさんと桃もも井いさんが向かい側のソファーに座れば……

　そう、これでやっと俺の両腕が解放される！）




「四人掛けのテーブル席ね……。じゃあ、ロミオは私とこっちに座りましょうか♪」

「いや、俺は向かい側の席に一人でいいから──」

「はい、安あん藤どうくん。私もこっちに座るから奥に詰めてね～♪」




（あれ？　気づいたら奥から朝あさ倉くらさん、俺、桃もも井いさんの順で片側の席だけに三人で座ってるんだけど……）




「えっと……」

「ご、ご注文はお決まりでしょうか……？」




（（どうして、こうなった！））




「さて、何を頼もうかしら？　ウフフ～♪」

「何にしよーう？　迷うなー？　アハハ～♪」




（いや、おかしいでしょ！　普通はここで男女で席分かれるよね!?　てか、二人掛けに三人で詰めて座るから胸だけじゃなくて、朝倉さんと桃井さんの体のいたるところが密着して超ヤバイんですけどぉおおおお！）

（お前みたいなモテモテ野郎が私のいる店に来るんじゃねぇえええ！　このスケコマシリア充男がぁああ！　テメーには……絶対にスマイル売ってやんねーからな！　ペッ！）
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【接客という拷問】




「じゃあ、私は温玉カルボナーラにするわ！」

「お、俺は……ビーフシチューオムライスで」

「私はー、ハンバーグプレートのセットにしようかなー♪」




（今日のバイトはもう直すぐ終わりだし、カップルの接客なんて心を無にすれば楽勝！）




「ご注文の品、お待たせしましたー」

「モモ、貴方あなたって意外と食べるのね？」

「うーん、そうだねー。私って結構食べる方なんだー……

　ほら『育ち盛り』だからねー♪」　ドドーン！

「うぐっ……」　スカーン……




（まっ、何ど処ことは言わないけどねー♪）

（カッチーン……）




「モモは育ち盛りでいいわね～♪　私は『体重』とか気になるからあまり食べないのよね。あ！　でも、モモは私とは違って……『無駄な脂肪』が付かない体質なのかしらね♪」

「ぐふぅ……」




（まっ、何処とは言わないけど？）

（あははー、サクラってば……カッチーンだよ♪）




「あらあら、うふふ……」

「もー、サクラったら……ねー？」

「わ、わー二人とも美お味いしそうだよ？　食べようよー」

「…………」




（お、俺は──どんな『おっぱい』でも美味しそうだと思います……よ？）

（なにこれ……接客でカップルのイチャイチャを見せつけられるとか、新手の拷問？）




「はーい、安あん藤どうくん♪　これあげるー『あーん』してねー♪」

「も、桃もも井いさん!?」

「ちょ──モモッ！　なら、こここ、こっちだって！　ははは、はい！

　ああ……安藤くん！　『あーん』しないと許さないんだからね！」

「ご、ごゆっくりどうぞ……」




（そして、食事が終わってやっと帰るかと思ったら……）




「ねぇ、サクラ。実はさっきから、安あん藤どうくんを名前で呼んでいたのに気付いてたー？」

「え、モモ……それって、本当!?」

「うん！　てか、やっぱりサクラは気付いてなかったんだねー？」

「って……ことは？」

「こ、ことは……っ！」

「うん、そう！　運命の罰ゲームだねー♪」




（何、この客!?　ここファミレスだから！　罰ゲームするとこじゃないから！）




「ば、罰ゲームってお店の中でするの!?」

「マジかぁ……」




（てか、これ……間接的に俺への罰ゲームにもなってるよね……）

（これで、少しはサクラも素直になれればいいんだけどねー？　だって、そのために散々安藤くんをからかって、サクラを挑発したんだからねー♪）




「じゃあ、どうぞ！」

「仕方ない……ジュリエット、ここはパパッとすませよう」

「……ロ、ロミオ！」

「は、はい！　ジュリエット！」




「あ、愛してるわ………」




（やっと、噛かまずに言えたわ……）

（やっぱりこれ、照れるな……）




「「うぅ……」」

（は、恥ずかしい……）




「あははー、よくできましたねー♪」

「こちらの食器……お、お下げしますね……」




（人がまじめにバイトしてるのに……ゴチャゴチャ、イチャイチャと……してるんじゃねぇえええええええ！）




「いらっしゃいませ──ぇぇぇええええええええええええええええええええええ！」




（…………あれ、てか『ジュリエット』って何？）





【公園】




「あー、いっぱい遊んだねー」

「そうね！　映画も見たし、食事もして三人でいろんなお店を見て回って楽しかったわ！」

「うん……ソウダネ」




（食事した後、朝あさ倉くらさんと桃もも井いさんにショッピングセンターの中にある店という店を片っ端から連れまわされて疲れた……。前のデートは朝倉さん一人だったけど、今回は桃井さんもいたから連れまわされる頻度は二倍くらいかと思ったら、それ以上だったよ……）




「もう、十八時だしねー。結局、委員長からの課題だけど……」

「ああ、私とロミオがお互いに三十回以上役名で呼び合うって奴やつかしら？」

「それなら、とっくに三十回以上は言っているよね？　桃井さんカウントしてたの？」

「うん！　えーとね、安あん藤どうくんがサクラを『ジュリエット』って呼んだ回数が三十二回でー、サクラが安藤くんを『ロミオ』で呼んだ回数が七十八回だねー♪」

「え！　私ってそんなにロミオの名前を呼んでいたかしら!?」

「うん……呼んでたね」




（最初は言いづらそうにしてたけど、食事してからは慣れたのか普通に『ロミオ』呼びが定着してたからな……。朝あさ倉くらさん、今日はもう『ロミオ』呼びが抜けないんじゃないの？）




「その分、安あん藤どうくんは結構ギリギリだねー？」

「そういえば、ロミオは私の半分以下の回数ね」




（そりゃ、なるべく最小限ですむようにカウントしてたからな）




「じゃあ、課題もクリアしたことだし今日はこれで解散だねー。安藤くんはサクラをちゃんと家まで送ってあげてねー？　家に帰るまでが『デート』だよ♪」

「え、解散って……桃もも井いさんは？」

「私は二人のお邪魔だろうから、ここからは一人で帰るよ」

「そう……じゃあ、桃井さんこれで！」

「モモ、じゃあね！」

「うん！　バイバーイ！」




（安藤くん、サクラ。あとは上う手まくやってね♪　私、応援してるんだからね……）










「六時過ぎてるのにまだ暗くないね……」

「そうね。もう直すぐ、夏だからかしら？」




（桃井さん……俺に気を使ってワザと二人っきりにしてくれたんだろうな）

（モモったら、変な気を使って……何よ！　安藤くんに変なちょっかいかけてると思ったら、別れた後にこっそり応援のメールなんか送って来たりして……もう！）




「あ……」

「う……」




（（め、目があった!?））




「あ、あはは……」

「ウフフ……」




（（どうしよう……なんか、二人っきりになったら緊張してきちゃった！））




「ろ、ロミオは良くこの辺は通ったりするのかしら!?」

「うん、そうだねジュリエット！　今日来た映画館にはよく一人で見に来たりするから、この辺の道も結構知っているよ！」

「そ、そうなのね……」

「う、うん……」




（ど、どうしましょう！　緊張して上う手まく会話ができないわ！）

（朝あさ倉くらさん、緊張しているのか、もう課題は終わったのにやっぱりロミオ呼びが抜けてないな……。仕方ないから一応俺もジュリエット呼びであわせているけど、流石さすがに明日には呼び方いつもの『安あん藤どうくん』呼びに戻るよな？

　でも、そういえば今日のデートの課題も結局は朝倉さんの『大根役者ぶり』を直すのが目的だっけ……）




「ねぇ、ジュリエット」

「何かしら、ロミオ？」

「今日一日、実際に『ロミオ』と『ジュリエット』呼びでデートしてみたけど……その、演技はできそう？」

「うーん、どうかしら？　正直、私も自分の演技は何とかしたいのだけど、やっぱり自信はないわね……」

「そう……だよね」

「なぜかしら……なんとかジュリエットになって演技しようと思うのだけど、いざ演じると役に成り切るのが難しいのよ……」




（役に成り切るのが難しいか……。朝倉さん、結構それを気にしてたんだな）




「こっちに小さな公園があるんだけど……ちょっと、寄っていかないかな？」

「え、公園？　いいけど……」




（安藤くん、何で公園なんかに寄るのかしら？）





【透明な嘘うそ】




「その小説なんだけど書籍化したらロボのデザインがまるっきり変わっちゃったのよ！」

「あー、それかぁ……」

「あと他の小説の話なんだけどね。私は面白いと思うのに、ネットだと擬音を使いすぎとか批判が多くて悲しくなるの！」

「あー、あるあるー」

「それとね！　最近だとタイトルに『チート』とか『転生』が入ってると直すぐに『な●う乙』とか言われて馬鹿にされるのも腹立つわ！　テンプレの何がいけないのよ！」

「それねー」




（うーん、相当何かでストレスでも溜たまっていたのかなぁ……？　いつの間にか朝あさ倉くらさんの愚痴大会になっているんだけど……）

（ふぅ─っ！　もう、デート中はずぅうううううっと！　モモが安あん藤どうくんに張り付いていたから迂う闊かつにラノベの話はできないし、彼はモモの胸をチラチラ見るわでストレス溜まっていたのよね！　やっと、ゆっくりラノベの話ができるわ！）




「その……ロミオは最近読んだラノベでオススメとかあるかしら？」

「え、オススメ……？　そうだなぁー」




（最近読んだラノベかー、そういえばアレは面白かったな）




「朝倉さんは読んでるかわからないけど、異世界と現実世界を行き来できるようになった主人公が、動画サイトで異世界系配信者としてデビューし老後の貯たくわえを稼ぐ『老後に備えて８万人の視聴者を集めます』ってラノベが面白かったね」

「それ！　私も気になってたのよ！」

「タイトルに釣られて買ったんだけど、こんなに面白い小説があったのかと思ったね！」

「へー、そうなのね！　良かったら私も買ってみようかしら？」

「良ければ貸すよ？」

「いいの!?」




（ふぅ、よかった……どうやら、朝倉さんの調子も元に戻ったみたいだな。やっぱり、朝倉さんとはラノベの話が合うな）




「うん、じゃあ明日にでも学校に持って行くよ。ジュリエット」




（ジュリエット……学校……そう言えば──）




「ジュリエット？」

「ねぇ、ロミオ……私、やっぱりジュリエット役を辞退しようと思うの」

「うえ!?　何を言い出すのさ！」

「思ったのよ……『これでいいのかしら？』ってね。だって、学校ではクラスの皆みんなが演劇の衣装や舞台を作ってくれているのに、私の演技が下へ手たな所せ為いで肝心の練習が進んでないでしょう。クラスの皆に迷惑をかけているのに私一人だけがこんなのんきにデートなんかして……申し訳ないし、これ以上皆に迷惑はかけられないじゃない。大丈夫よ……ジュリエット役なら私じゃなくてモモでも十分に──」

「それは駄目だよ」

「……ロミオ？」

「朝あさ倉くらさん、迷惑くらいかけていいんだよ。だって、演劇は皆で作るんだよね？」

「皆で……作る？」

「朝倉さん最初に言ったよね。この演劇はクラスの親睦を深めるのが目的だって？」

「そうね……だからこそ私のせいで皆の足を引っ張るわけには──」

「いいよ！　足を引っ張ってもいいし、迷惑だってかけていい。だって、それが『親睦を深める』ってことじゃないの？　でも、クラスの皆が朝倉さんに演じて欲しいと思った『ジュリエット』って役を他の人に譲るのは駄目だ！　だって、それは朝倉さんが請け負った配役という『責任』なんだから。

　クラスの皆が衣装や小道具を作ってくれるのは俺と朝倉さんに演技の練習に集中して欲しいからだよね？　だったら、それを辞めるなんて言ったらダメだよ。

　大丈夫、もし、それで朝倉さんが辛つらかったらこう言えばいいんだ。

『ごめんなさい』って」

「ロミオ……」

「でなきゃ、親睦を深めるなんて無理だよ？

　演技が下手だろうが、たとえ大根だろうが、誰がなんと言っても俺は朝倉さんの『ジュリエット』を否定しない。

　だから、俺と一緒に舞台に出てくれるかな？　ジュリエット」

「……はい」




（これは俺のただの自己満足かもしれない。だって、クラスの皆が朝倉さんにジュリエットをして欲しいという願いもあるけど……それを一番願っているのはこの俺なんだから。

　でも、その代わり……朝あさ倉くらさんの演技は俺が絶対に何とかする……。

それが、朝倉さんに『ジュリエット』をやらせる俺の『責任』だ！）




「……ねぇ、ロミオ」

「何かな、朝倉さん？」

「これを見て……」




（ん？　スマホのメッセージ画面……って、これは!?）




『サクラと安あん藤どうくんへ♪　因ちなみに、委員長の課題は『帰るまでがデート』だから、それまでは『ジュリエット』と『ロミオ』呼び継続だよー♪』




「ロミオ……罰ゲームね♪」

「アイェェエエエエエエエエエ!?　ジュリエットナンデェェエエエエエ!?」




（も、桃もも井いさんナンデェエエ!?　何で、朝倉さんにだけメールで伝えてるんだよ!?）




「無効でしょこれ！　だって、桃井さんは別れる時に課題はクリアって……」

「フッフッフ！　クリアとは言ってたけど課題が終了したとは言ってないのよ！　大体、ロミオは私を呼ぶ回数が少ないのよ！」




（ハメられたぁあああああああああ！）




「うぅ……まさか、最後の最後で罰ゲームを受ける羽目になるなんて……てか、何回『愛の言葉』をささやけばいいんだ？」

「しょ、しょうがないわね！　流石さすがにこれはちょっと卑ひ怯きようかもしれないから……

罰ゲームの『愛の言葉』は一回だけでいいわ！」




（それに、何回も囁ささやかれたら……私、嬉うれしさと恥ずかしさの狭間はざまで死んじゃうもの！）

（ホッ、良かった……。一回だけでいいのなら──、しかし『愛の言葉』かぁ……）




「じゃ、じゃあ……行くよ」




（うぅ……安あん藤どうくんからの『愛の言葉』緊張するわ！）

（俺は、この綺き麗れいで美しくて……そして、意外と可愛かわいいこの女の子が好きだ。普通なら友達になるようなことなんてありえなかったのに、意外な趣味を知って話すようになり……そして、気づいたら彼女の魅力を知って好きになっていた。

　いつも何に対しても一生懸命なところ。だけど、人に頼るのが苦手で意地っ張りなところ。そして、本当に優しくて、意外と隙だらけで……見守っていないと、そんな朝あさ倉くらさんが他の誰かにとられるんじゃないかと思って不安になる……。

　だから、彼女が欲しくなるんだ。だけど、臆病な俺にはそんな大胆なことはできない。

　でも、この『愛の言葉』はただの罰ゲーム、俺が『真実』を言っても伝わらない。

　なら、俺はこの真実を一つの『嘘うそ』で塗りつぶそう……）




「あなたのことが大好きです」




（そう『透明な嘘』へと──）




「ふぁ……っ！」




（安藤くん『大好き』！　な、なんて……破壊力なの！　こんな情熱的に言われたら……私も応えたくなるじゃない！　ど、どうせ演技だし……の、乗っかってもいいわよね？）




「ええ、わ、私も……貴方あなたが大好き……です！」




（これはただの演技だ……朝倉さんの本心じゃない）

（これはただの演技……安藤くんの本心じゃないわ）




「……あはは」

「……ウフフ」




（それでも、俺は──）

（それでも、私は──）







（（この人の『言葉』が嬉うれしい……））
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【メール】




「キャホォオオイイィイ！　ついにゲットしたわ！　安あん藤どうくんの連絡先！」




（フフフ……しかも、これから『メールの練習』という建て前で安藤くんにメールを送ることも了承済み！　なんて素晴らしいのかしら！　連絡先を手に入れるだけでなく、連絡してもいい理由までゲットできるなんて！）




「こ、このチャンスを逃すわけには行かないわよね……」




（今日はまず手始めに軽いメールを私から安藤くんに送る約束よ……さて、まずはどんな文面にしようかしら？）




「むむむ……これじゃないわね……。うーん、こうでもないわね……」




（メールに慣れてない安藤くんでも安心して返せるような軽い文章を……）




「で、出来たわ！」




『拝啓　安あん藤どう様

　この度は、夜分遅くにこのような形でのお便り失礼します。

　梅雨明けが待ち遠しい今日この頃、いかがお過ごしでしょうか？　私は貴方あなた様を思うと夜でも胸が熱くなり、あまり寝付けません。

　あら、このような言い方をしてしまいますと、まるで私が貴方様を想おもっているように聞こえるかもしれませんが、別にそのような意味はございませんので、お間違いないよう宜よろしくお願いいたしますね？

　さて、本日は私の演技力向上のためにお時間をさいてくださり、誠にありがとうございました。貴方様と過ごした今日の一時は私の大切な思い出となること間違いないと思われます。

　あらあら、またまた、このようなことを書いてしまいますと、まるで私が貴方様に恋焦がれているかのように思われるかも知れませんが、別にこれは私個人が恩義を感じているだけであり、そのような恋慕の情は一切関係ないので、お間違いないよう宜しくお願いいたします。お願いいたしますと言うからには、お願いいたしますからね!?

　……さてさて、先ほど私は夜はなかなか寝付けないことが多いと書きましたが、貴方様はいかがお過ごしでしょうか？

　もし、お返事の内容が特に思い浮かばないのであれば、貴方様の夜のお姿などを書いていただけると大変よろしいかと思います。

　別段、これは私が個人的にお伺いしたいと言うわけでなく、お便りの返事に迷う時はその時のご自身の状況を書くとよいというアドバイスであり、本当にこれっぽっちも私が知りたいというわけではございませんので、お間違いないよう宜しくお願いいたしますね？　ね！　ね!?

　……コホン。それで、話は戻りますが夜の貴方様は一体どのようなお格好をされているのでしょうか？　寝巻きでしょうか？　それとも、浴衣ゆかた？　ま、まさか一糸まとわぬ状態……だとか!?

　因ちなみにですが、私は──』




「うんうん！　なんだかいろいろ悩みすぎてよく分からないけど……

結構上う手まく書けた気がするわ！」




（さ、さて……送るわよ！）




　スカスカスカーン♪　←着信音




「もう、返事が来たわ！」




（こ、こんなに早く返ってくるなんて……もしかして、安あん藤どうくんったらメール得意なんじゃないの？）




「ウフフ♪　安藤くんてば一体どんな返事を──」




『このメールは文字数がオーバーしている為ため、送信できませんでした』




「…………」




　その頃の安藤くん




「朝あさ倉くらさんのメール、来ないなぁ……」





【メール２】




「ふぅ……やっと、文字数を極限にまで減らして安藤くんにメールを送れたわ」




（しかし、我ながら冷静になって振り返ってみると、さっきはとんでもない内容のメールを送ろうとしていたわ……。さっきのメールがエラーで送れなくて本当に良かったわね）




「後は安藤くんの返事を待つのみよ！

　ち、因ちなみに……送ったメールの内容はこれで問題ないわよね？」




『安藤くん、こんばんは。

　メールが遅くなってごめんなさいね。実はさっきまで、お風呂に入っていたの。だから、少しメールをするのが遅くなってしまったわ。

　ところで、安藤くんはメールが来るまで何をしていたのかしら？

　家にいる時の安藤くんを……知りたいです』




「ウキャァアア──ッ！　私ったら……私ったら何て大胆なメールを送ってしまったのかしら！　こんなの……『貴方あなたが好きです』って言っているようなものじゃない！」




（うぅ～っ！　メールなら素直になれるかも……って思ったけど素直になりすぎよ！）




　スカスカスカーン♪　←着信音




「は！　今度こそ安あん藤どうくんからの返事が来たわ！　あ、安藤くんは何て──」




『英霊教室ってラノベ読んでました』




「…………」




　その頃の安藤くん




「しかし、俺が家にいる時に読んでるラノベが知りたいなんて……朝あさ倉くらさんは本当に、ラノベが好きなんだなぁ……」
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【本番】




『では、今から……演劇〝ぼっちとジュリエット〟を開演します♪』




「ロミオ！　ロミオ！　どうして、こんなことに……私は貴方あなたさえいれば何もいらなかった！　貴方さえいれば他の友達も！　お金も！　家族だっていらないのに…………なのにどうして！　私の前から……いなくなるのよ！

　うぅ……もう、絶対に逃がさないわ。私は貴方が何ど処こに行こうと絶対に、貴方を『一人ぼっち』なんかにさせないんだから！」




『そう言うと、ジュリエットは彼の短剣で自らの胸を刺し、ロミオの後を追いました』




「ええ！　もう……絶対に離さないわ！　私達たちはいつまでも一緒よ！」

「ジュリエット……疲れたろう。僕も疲れたんだ……なんだかとても眠いんだよ。ジュリエット…………」




『以上で〝ぼっちとジュリエット〟を──』




「あ、ヤベ！　小道具落とした！　って、どぉわぁあああああああああああああああ！」

「や、山やま田だが舞台から転がり落ちたぞぉおお！」

「「「山田ぁああああああああああああああああああああああ！」」」




『い、以上で〝ぼっちとジュリエット〟を終演しまーす』




（ついに、朝あさ倉くらさんもポンコツ大根役者を卒業できたか……）




「安あん藤どうくん、一体どうやってあの大根役者の朝倉さんの演技を上う手まくしたのかしら？」

「さぁ？　委員長の『課題』の成果じゃん？」

「あんな適当な作戦で演技が上手くなるわけないでしょう……？　朝倉さんが上手くなるとしたら、安藤くんが何かした以外にありえないわ」

「委員長、自分が与えた課題を適当って……」




（まぁ、確かに演技が上達したのは俺があることをしたからだけどな。

　そもそも、演技が下へ手ただったのは朝倉さんがジュリエットになろうとしていたのが問題だったんだ。朝あさ倉くらさんは演劇を勉強みたいに考え、台本をジュリエットを演じるための教科書だと思っていた。でも、それは違う。演劇は楽しむもので、台本は一つの物語だ。そして、朝倉さんは物語の楽しみ方ならきっと誰よりも知っている。

　だから、俺は朝倉さんの台本の最初にある裏設定を一文書き加えただけさ……）




『ジュリエットは転生者である。そう、その前世の名は朝倉──』




（そう、朝倉さんがジュリエットになるんじゃない。ジュリエットが朝倉さんになればよかったのさ）





【義】




「安あん藤どうくーん！」

「朝倉さん！」




（朝倉さんだ！　待ち合わせ時間、まだ十五分前なのにもう来るなんて……朝倉さんはなんてしっかりしているんだろう。そんなに今日が楽しみだったのかな？）




「ゴメン、待ったかしら……？」

「ううん、全然大丈夫だよ。俺も今来たところだから」

「……えへへ」

「あはは……」




（（な、何を話そう……））




「えー……コホン、お兄ちゃん？　一応、私もいるから朝倉先輩に挨拶してもいいかな？」

「うわぉ！　妹!?　と、当然だ……お兄ちゃんはお前を忘れたりなんかしてないぞ？」

「あわわわ！　安あん藤どうくんの妹さんよね？　こ、こんにちは。ごめんなさいね？　別に、気付いていなかったわけじゃないのよ？　ただ、少し浮かれちゃったと言うか……」

「大丈夫ですよ。朝あさ倉くら先輩♪　私、全部分かってますから。きっと、急いで来たみたいだから気が動転しちゃっただけなんですよね？」

「そそ、そうよそう！　それよ！　流石さすがは安藤くんの妹さんね！」

「えへへ、そうですか～？　でも、お兄ちゃんなんかと比べられても、別に嬉うれしくないですけどね♪」

「おい、妹よ……さりげなくお兄ちゃん『なんか』って言うの止やめような？」




（ふぅ、良かったわ……危うく妹ちゃんに私が安藤くんしか見えてなかったと、思われるところだったわね）

（にゃふふ、朝倉先輩ったら、お兄ちゃんにベタ惚ぼれじゃん♪　演劇では芝居とは思えない演技力のジュリエットだったけど、これなら納得だよね～♪

　あぁ……お兄ちゃんにもやっと春が訪れてよかった……うん）




「安藤くん、それで他の皆みんなはまだ来ていないのかしら？」

「うん、予定だと今日の演劇の打ち上げは、あと委員長と桃もも井いさんが来る予定だね」

「楽しみね！　打ち上げのカラオケ大会！」

「朝倉先輩？　でも、その打ち上げに部外者の私が参加して本当に良かったんですか？」

「いいのよ。だって妹ちゃんも私の友達でしょ？」

「朝倉さん、本当に妹も参加させてくれてありがとう」




（演劇の打ち上げで主要メンバーを集めてカラオケ大会をやるって話だったけど、それを妹に話したら妹が参加したいと駄だ々だをこねたんだよなぁ……。それで仕方なく朝倉さんに相談したら、妹の参加をあっさり許してくれて。なんて優しいんだろう！）




「朝倉先輩……ありがとうございます！　もう、大好きですぅ～っ！　えっと、そぉ……お、お姉ちゃんって呼んでもいいですか！」

「ふぇ!?　お、お姉ちゃん!?」

「ちょ！　おい、妹──」




（お前って奴やつはなんてお願いを!?）

（はぅう……わ、私がお姉ちゃんだなんて……それじゃあ、私が安藤くんと結婚して妹ちゃんが義理の妹になったみたい──って、バカバカ！　私ってば何を考えているのよ！　でも、もしそうなったら……うみゅぅ～っ！）




「はい！　サクラお義ね姉えちゃん♪」

「お、お姉ちゃん！」




（か、可愛かわいい！　妹ちゃん、なんて可愛いの!?　私、こんな妹が欲しいわ！）




「おい、バカ！　いくら何でもいきなりニックネームでお姉ちゃんとか失礼──」

「いいわ！　妹ちゃん！　私のことは好きなだけ『お姉ちゃん』と呼んでちょうだい！」

「だ──って、うえぇえええええええええええ！　あ、朝あさ倉くらさん!?」

「わーい！　サクラ『お義姉ちゃん』大好きですぅ～♪」

「妹ちゃん……ええ、私もよ！」

「え、えぇ……？」




（何でこうなった？　俺の大好きな『妹』が、俺の大好きな『女の子』と抱き合ってくるくると回っている……なんだ、ただの天国じゃん！）

（やったわ！　ついに一人っ子の私に妹ができたわ！　ウフフ～♪　妹ちゃんって、純粋でなんて可愛いのかしら！）

（フフ……計画通り！　お兄ちゃんから、クラスの打ち上げに行くって聞いた時から、これは絶対に私が付いていかないと後悔するって思ったんだよね！

　だって、打ち上げってことは朝倉先輩も来るわけでしょ？　っと、いうことは……お兄ちゃんが朝倉先輩と近づく最大のチャンス！

　でも、どうせお兄ちゃんのことだから、参加してもヘタレてロクにアピールもできないで終わるはず……。だから！　ここは私が無む理り矢や理りにでも付いていって、お兄ちゃんを徹底サポートするんだもん！　まずは、その第一段階として、私が朝倉先輩と超仲良くなる！　そうすればこの打ち上げで、お兄ちゃんの他のクラスメイトと接点の無い私はサクラお義姉ちゃんの隣に引っ付くのが必然！　そして、お兄ちゃんも自然とサクラお義姉ちゃんの近くにいられる……はず！

　フフフ！　お兄ちゃんもお義姉ちゃんも、覚悟し・て・ね♪）




（あ……抱き合ってみて分かったけど、妹ちゃんって──、

　私よりも胸があるのね……）　スカーン……





【作意】




「「「「「かんぱーい！」」」」」




「流石さすがにわたしも、舞台の幕が下りるシーンで山やま田だのバカが転がり落ちた時はどうなるかと思ったけど……大成功に終わって安心したわ」

「まぁまぁ、委員長てば劇は大成功だったんだからいいじゃん！　それより、今日は皆みんなでお祝いだよー♪」

「モモの言うとおりね。演劇の結果もまさかの『最優秀賞』をもらえたし、これも全すべて安あん藤どうくんが書いた脚本のおかげね？」

「いやいや、朝あさ倉くらさん。俺の脚本なんてたいしたことないよ……」




（これで、演劇も無事に終わったし……成績も『最優秀賞』をもらった！　つまり、これで俺がもう主役なんて不相応な役をやることもないはずだな！）




「妹ちゃん、こんにちは♪　あたしは桃もも井いって言うんだ。安藤くんの友達だよー。気軽にモモって呼んでねー？」

「はい、モモ先輩ですよね？　よろしくお願いします！」

「妹ちゃんよろしくね？　わたしの名前は──」

「コイツは委員長だ」

「妹ちゃん、この人が私達たちのクラスの委員長よ！」

「委員長はすっごい委員長なんだよねー♪」

「…………委員長よ」

「委員長さんですね。はい、よろしくお願いします！」




（しかし、驚いたよぉ～。お兄ちゃんの打ち上げのメンバーはサクラお義ね姉えちゃん以外は誰も言わなかったけど……まさか、サクラお義姉ちゃんと同じくらい人気の桃井先輩までいるんだもん！　しかも、他にも女子がいるとか聞いてないんだけど？）

（妹ちゃんが来たことは少し予想外だけど、演劇の主要メンバーで打ち上げと称して安藤くんと朝倉さんを休日に引き合わせることには成功したわね。これで、あとは打ち上げの雰囲気でじれったい二人の仲を進展させれば……クフフ♪）

（でも、何だろう……。お兄ちゃんが打ち上げに呼ばれる時点で何かきな臭いと思ったけど、このメンバーからして何かしらの作意がある気がするなぁ……）





【賞品】




「ほら、妹よ。他の皆みんなは曲入れたみたいだけど、お前は入れなくていいのか？　お前が早く入れないと俺まで歌わされる危険性があるんだよ」

「お兄ちゃん、そんな理由で選曲の催促初めてされたよ……」




（だって、ぼっちの俺に『みんなでカラオケ』なんてリア充イベントの経験があると思うか？　なるべく、自分が歌わなくて済むように空気になるのが精一杯だっての……）

（お兄ちゃんのことだから、そんな感じのことを考えていそうだけど……でも、せっかくのカラオケだよ？　ここでサクラお義ね姉えちゃんに良いとこ見せないでどうするの！）




「あ、そうだ！　あの～、一つ提案があるんですけどいいですか？」

「妹ちゃん、何かしら？」

「えっと、この採点ゲームで勝負しません？」




「「「「勝負？」」」」




「はい、誰が一番高い点数を出せるか競うんです！　一番になったら……そうですね～。そうだ！『お兄ちゃんを一日自由にできる権利』とかどうですか？」




「「「安あん藤どうくんを一日自由にできる権利!?」」」




「うぉおおおおおおおおおおおい！　ちょ、妹よ!?　何を勝手に兄の人権を賭けの賞品にしてるんだよ！」

「別にいいじゃん～！　どうせ、お兄ちゃんなんか休みの日はラノベ読んでいるだけなんだから、一日くらい誰かの賞品になった方がよっぽど有意義だよ～！」

「いやいやいや、流石さすがに俺も自分の所有権は持ちたいんだけど……てか、俺なんかを賞品にしても喜ぶ奴やつなんてこの中にはいないと思うぞ」

「お兄ちゃん、それは案外違うかもよ？」

「はぁ？」




（だってあっちは──）




「「「…………」」」




（あああ『安あん藤どうくんを一日自由にできる権利』ですって!?　一体何を頼もうかしら……一日自由……つまり、安藤くんが『オールフリー』ってことは……安藤くんが使いたい放題ってことじゃない！　どうしましょう！　どうしましょう？　とりあえず、二人で一緒にラノベを探しにいろんな本屋を回ったり……あとは、一緒に同じ本を喫茶店で読んで感想を伝え合ったり……そそ、そんなまるでデートみたいなことをしてもいいのかしら！）

（安藤くんを一日自由にできる権利……へぇ～、これは妹ちゃんもすっごいのを賞品に出してきたねー♪　最初は点数勝負なんかに興味はなかったけど……これが賞品なら、あたしも本気を出しちゃおうかなー？　でも『安藤くんを一日自由にできる権利』か……一体何をしよう？　一日でも自由にできれば、あたしなら……安藤くんを落とすこともできたりして……なんちゃってね♪）

（安藤くんを一日自由にできる権利……正直、わたしにとってはどうでもいいけど……これを上う手まく使えば、彼を操って朝あさ倉くらさんに告白させることもできるんじゃないかしら……？　クフフ、これはずいぶんと面白くなってきたわね……）




「ほらね♪」

「いやいやいや、何で三人ともそんな真剣な表情しているの……？」




（俺を一日自由にできる権利に一体どれだけの価値を見み出いだしているんだよ……）




「でも、もし俺が勝った場合この賞品だと意味がないよな？」

「うーん、そうだねぇ……じゃあ、お兄ちゃんが勝ったらこの中の誰かと一日デートできる権利でどう？」

「え！　ちょ、妹!?」




（おいおい、そんなの朝倉さん達たちが了承するわけ──）




「サクラお義ね姉えちゃん達はそれでもいいですか？」

「ええ、私はいいわ！」

「あたしもそれでいいよー♪」

「わたしも異論はないわね……」




（（（安藤くんが勝ったら、誰を選ぶのか逆に興味があるし……）））




「ほらね？　お兄ちゃん♪」

「うっそぉおおおお！」




（やった！　計算どおり～♪

　もし、お兄ちゃんが優勝しても、お兄ちゃんはこのメンバーとデートができるし……逆に他の人が勝っても、お兄ちゃんを一日自由にできる権利という名の『デート』が付いてくる！　もちろん、サクラお義ね姉えちゃんが勝つのが一番だけど……他のモモ先輩とか委員長さんが勝ってもそれはそれでお兄ちゃんをどう思っているのか見られるから……

　つまり、どう転がっても美お味いしいんだよね～♪）




「じゃあ、決まり～♪」




（さーて、誰が勝つのかにゃ♪）





【点数≠女子力】




「じゃあ、一番手はわたしが歌わせてもらっていいかしら……？」

「委員長の歌か……。一体どんな歌を歌うのか楽しみだな」

「確かに委員長ってどんな歌を歌うのか想像できないわね」

「まずは委員長のお手並み拝見だねー♪」

「委員長さん、頑張ってくださーい！」

「では、歌います。聞いてください『来らい来らい来らい世せ』……

　わたしの名は～♪」




『82点』デン！




「「「「おぉおおおおおお！」」」」




「流石さすがは委員長、中々の高得点じゃん！」

「これでまずは委員長がトップね！」

「あははー、委員長すごーい！」

「お兄ちゃん、何でだろう……委員長さんの歌、点数以上に何か心に来るモノが……」

「妹よ。言うな……」

「さて……次は、私の番でいいかしら！」

「お！　サクラ歌っちゃうー？」

「ええ、皆みんなには悪いけどここで高得点出して一気に勝負を決めさせてもらうわよ！」




（賞品の『安あん藤どうくんを一日自由にできる権利』は絶対に渡さないんだからね！）




「サクラお義ね姉えちゃんってば……賞品がそんなに欲しいんですか～？」

「ヒョペ!?」

「はぁあ!?　ちょ、妹よ……」




（お、おまっ！　何変なこと言ってるの!?）




「い、妹ちゃんったら……なな、何を言っているにょかしら!?」

「朝あさ倉くらさんって、時々器用な噛かみかたするわよね……」

「あははー、サクラったら照れてるー♪」

「モモ!?　べ、別に勘違いしないでよね！　私は賞品の安藤くんが欲しいんじゃなくて……そう！　ただ勝負となったからには手を抜くのが嫌なだけなんだからね！」




（うぅ……私のバカァ！　何でいつもこういうところで素直になれないのよぉ～！）

（ホッ……そうだよな。あの朝倉さんが俺なんかのために本気になるわけないよな）




「そうですよね～？　変なこと言ってゴメンなさい。サクラお義姉ちゃん♪」

「べ、別に分かればいいのよ……」




（ど、どうやら妹ちゃんに私の気持ちはバレていないわね？）

（もう、サクラお義姉ちゃんってば……相変わらず分かりやすいな～♪　そして……

　お兄ちゃんも、相変わらず鈍いんだからぁ……）




「じゃ、じゃあ……歌うわよ！　私の選曲は──『クレイジーダイヤモンド・クレバス』

　私の美声に酔いなさい！」




『96点』デン！




「フッ！　どうかしら？」

「朝あさ倉くらさんって、歌は上う手まいんだね……。俺、ビックリしたよ」




（こ、この曲は！　『超ちよう時じ短たん要よう塞さいアイドルＦフロンテイア』に出てくる劇中歌じゃないか！　鉄てつ血けつのシンデレラガールズの前作にあたる『アイドルシリーズ』の中でも歌パートだけ人気の女性歌手を使ったことで有名な屈指の名曲だ！　たしかシリーズはラノベでメディアミックスもされていたけど、朝倉さんこれも読んでいたのか……）




「ウソー……サクラいくら何でも高得点すぎじゃない？」

「これは……ほぼトップが確定したかもしれないわね……」




（（というか……。演技は下へ手ただったのに、歌は上手いんだ……））




「キャー♪　サクラお義ね姉えちゃん大好きですーっ！」




（この点数は意外だったけど、これならお兄ちゃんが何点を出そうが、デートの相手はサクラお義姉ちゃんとお兄ちゃんで決まりだね♪）




「次はモモの番ね！」

「アハハ、次はあたしの番か……。サクラの高得点の後で歌うのは気が引けるよねー」

「モモ先輩頑張ってください！」




（さて、ここでモモ先輩がどれだけ本気で挑んでくるかで……お兄ちゃんへの好意も測りたいけど──）




「じゃあ、歌うねー♪　あたしの曲は……『深しん友ゆう』だよ」




（あの高得点を見せられたら気が引けるけど……でも、負けたくはないよねー♪）




『92点』デン！




「あははー、頑張ったけど……やっぱり、サクラの点数には敵かなわないねー」

「モモ先輩、凄すごい良かったですよ！」




（やっぱり、あたしじゃあサクラには勝てないんだよねー）

（うーん、モモ先輩のこの点数は普通なら一位を狙ってたと思えるけど……前提としてサクラお義ね姉えちゃんの『96点』がある以上……初めから一位を取るつもりのない『92点』もあるんだよねぇ……。こうなるとサクラお義姉ちゃんが高得点を取った所せ為いで、モモ先輩の真意が読みづらいよぉ～！）




「桃もも井いさんってこういうバラードも歌うんだね？　いつもの様子とイメージが違うから少し驚いたよ」

「えへへー、そうかなー？　なら、安あん藤どうくんが楽しんでくれてよかった♪」




（フフン～♪　別にカラオケは点数で勝つだけじゃなくて……何を歌うかで自分の魅力を再認識させて、相手を楽しませるのも、一つの手だよねー？　こういうところで『女子力』の差が分かれるんだよー♪）




（むむむ……モモ先輩、とりあえずは要注意かな……？）





【♯ラノベが売れないこんな世の中じゃ】




「さて、次は安藤くんの番ね！」

「え、朝あさ倉くらさん！　次って、俺なの!?　一周回って、委員長の番じゃないの!?」

「安藤くん、何言っているのよ？　だって、貴方あなたはまだ曲を入れてないじゃない？」




（忘れてた……。そういえば、これ俺も参加するんだった……）

（お兄ちゃんってば、いまさら思い出しても遅いんだから……にゃふふ♪）




「い、妹……。ちょっと」

「お兄ちゃん、どうしたの？」

「俺……クラスメイトがいる前で歌うとか無理なんだけど……」

「はぁ……もう！　お兄ちゃんってば、今更何言っているのかなぁ……」

「いや、だってさ……人前で自分の好きな歌を歌うとかハードル高くない？」

「演劇で主役までやっておいて……？」

「いや、それとこれとは関係ないから……」




（演劇はそもそも言うセリフがクラスの総意で決まっているからまだ大丈夫だ。だけど、カラオケは自分の好きな曲を歌うわけだろ？

　すると、集団でのカラオケは自分の好みを暴露する場となってしまう……。それって、ぼっちにとってはハードルの高い試練なんだよなぁ……。

　だって、趣味の暴露とか一種のテロだよ？）




「はぁ……また、お兄ちゃんの面倒な悪い癖が出た……」

「安あん藤どうくん、どうしたの？　曲はまだ入れないの？」

「え！　あ、朝あさ倉くらさん。悪いけど俺は──」

「あーっ！　ああ、ああーっ！　サクラお義ね姉えちゃん、ウチのドへタレなお兄ちゃんが待たせてすみません～♪　なんか、どの曲を歌うか迷ってたみたいなんですよ～。

そうだ、お兄ちゃん！　とりあえず、一番好きなこの曲を歌えばいいんじゃない？　ほら、私が代わりに入れてあげるよ～」

「おい、バカ！　妹、止やめ──」

「はいはいは～い♪　ピ、ピピピッ！　で、送信～だにゃ♪」

「うわぁああああああ！　ちょ、妹よ！　何を勝手に……」




（カラオケなんていつも妹に連れて行かれるだけだから、人前で歌うとか無理だぞ！）




「あら、妹ちゃんは安藤くんの得意な曲とかも知っているのね。よく二人でカラオケにもくるのかしら？」

「はい、そんなに頻繁に来るわけではないですけど、それでもお兄ちゃんの『妹』ですから……仕方なくですね～♪」




（だから、妹以外の人の前で歌うなんて初めてだし──）




「サクラ、安藤くんがどんな曲を歌うか楽しみだねー♪」

「そうね、モモ♪」

「クフフ……じゃあ、安藤くんのお手並み拝見といこうかしら……？」




（こんな人前で歌うなんて……）




「お兄ちゃん始まるよ！　はい、マイク♪」

「い、いや……だから、俺は──」

「では、聞いてください……。お兄ちゃんの大好きな音楽グループ……。

銀ぎん爆ばく地ち球きゆうの『♯ラノベが売れないこんな世の中じゃ』です♪」

「ララララ～♪　ラララ、ラノベ！　ヘェイ！」




「「「え、この曲調って……まさかのヴィジュアル系バンド!?」」」




「実はお兄ちゃんって、銀爆地球ってヴィジュアル系バンドが大好きなんですよ。知ってました？」

「「「ウソでしょ！」」」




（まぁ、突然ノリノリでヴィジュアル系とか歌ったら、当然そんな反応になりますよねぇ……お兄ちゃんも、音楽さえ流れればノリノリで歌うのに、私と二人でカラオケに行った時でさえ最初の一曲目は何だかんだ屁へ理り屈くつをこねて歌おうとしないんだよね～）




「確か、うろ覚えだけど……銀爆地球はエアバンドでメンバー全員がパフォーマンス中心のなんちゃってヴィジュアル系だったんじゃないかしら？」

「そうなの、サクラ？」

「朝あさ倉くらさん、詳しいわね……」




（この曲は確か少し前のラノベアニメ『ラノベ・オフラインサーガ』の主題歌……！　そう言えばあれはアニメのＯＰオープニングに現役ヴィジュアル系バンドを採用して話題になっていたわね……。つまり、安あん藤どうくんはそれに影響を受けたのかしら？）

（この曲を知ったのはラノベアニメのＯＰだったからという理由なんだけど……でも、それがきっかけで銀爆地球の曲にドハマりしちゃったんだよなぁ……。全く、妹の奴やつったら……ぼっちがヴィジュアル系を好きとか、なんか女子受け狙ってそうとか思われたらイタいから隠しておきたかったのに……）




「え、サクラお義ね姉えちゃんすごいです！　でも、よく知ってますね？　もしかして、銀爆地球好きなんですか？」

「え!?　い、妹ちゃんぐ、偶然よ！　たまたま……そう！　たまたまテレビで見たことがあるのよ……ウフフ♪」




（ラノベアニメのＯＰで知ったなんて言えるわけないじゃない！）

（ふぅ、最初は恥ずかしかったが、歌っているうちに夢中になってしまったな……）




「お兄ちゃん、お疲れ様♪　ほら、点数が出るよ！」

「あ、そういえばこれ、採点勝負だったんだっけ」




（てっきり、俺への罰ゲームだと思ってたぜ……）




『99点』デン！




「「「えぇええええええええええええええ!?」」」




「お、過去最高点と一緒か……。やっぱり『１００点』は無理だな」

「お兄ちゃん、普通はね？　こんな激しいリズムの難しい曲で『１００点』を取ろうというのが間違いなんだよ。むしろ、この曲で『98点以上』を出せる方がヤバイから……」




（うむ、そうか。まぁ、確かに数学ならともかく、カラオケだと『１００点』って俺は取ったことないんだよなぁ……）




「あ、安あん藤どうくんが一位……」

「って、ことはー？　優勝は安藤くんだねー？」

「おめでとう、安藤くん。それで、賞品の、『誰かと一日デートできる権利』だけど……一体、貴方あなたは誰を選ぶのかしらね……？」

「へっ……しょ、賞品？」





【選ばれたのは】




「そうだよ。お兄ちゃん♪　最初に言ってたじゃん」

「…………あ」




（しまったぁあああああああああああああああああああああ！

　そういえばそういう話だったじゃん！　何、優勝してんだ俺!?　って、事はこの中のメンバー……朝あさ倉くらさん、桃もも井いさん、委員長、妹の中から『デート』したい相手を選ぶのか？　って、誰を選んでも超ヤバイじゃん！）

（やっぱり、お兄ちゃん賞品のことすっかり忘れてたんだね……。フフフ！　でも、もうお兄ちゃんに逃げ場はないよ！）

（しかも、その中の一人は実の妹！　もしも『逃げ』で妹を選んでもヘタしたら重度の『シスコン』だというありもしないレッテルを貼られかねない！　だからと言って、委員長を選んで逃げれば委員長にそのことで一生からかわれる！　そして、それは桃井さんも同じだよなぁ……。だとしたら、残る選択肢は朝倉さんのみ！

　まぁ、俺の本命も朝倉さんだけど……）

（そう！　すでにお兄ちゃんが優勝しなくても、サクラお義ね姉えちゃんは一位だったからお兄ちゃんとの『デート』は決まっていたんだよね～♪

　なのに、わざわざ一位を奪ってまで改めてサクラお義姉ちゃんを『デート』の相手に指名するということは？）

（それって、思いっきり告白してるようなものじゃないかぁあああああああああああああああ！　クソ！　ダメだ……誰も選ぶことができない！）




「クフフ、安あん藤どうくん。さあ、早く選んだらどうかしら……？」

「えへへー、安藤くんは……誰を選ぶのかなー♪」

「ああ、安藤くんは……だ、誰を選ぶつもりなのかしら!?

　べ、別に……私は期待なんかしていないんだからね！」




（もう、貴方あなたには朝倉さん以外の選択肢はないんだから、さっさと告白しなさいよね？）

（別に……『逃げ』でもいいから、あたしを選んでくれてもいいんだよー？　まぁ、選んでくれたら……そのかわりに思いっきりからかってあげるけどねー♪）

（安藤くんの歌っている時の熱烈な視線……も、もしかして私を選ぶつもりなの!?

　でも、それって……まるっきり告白よね!?　もしも、私が選ばれたら……ムキャァアアアアアアア～ッ！）




「さぁ、お兄ちゃん！　一体、誰を選ぶの？」

「お、俺は──……」




（ダメだ！　お、俺には誰かを選ぶなんて……できない）

（…………はぁ、お兄ちゃんは本当に仕方ないな）




「お兄ちゃん、一つ『貸し』だからね」

「え、妹？」

「サクラお義ね姉えちゃん、一曲だけ私も歌っていいですか？」

「え、どうぞ……」

「ありがとうございまーす♪　ピ、ピピピッと～、はい、送信♪

　じゃあ、最後に歌わせてもらいまーす！　聞いてください……

『妹いもうとサーキュレーション』です♪

　せーの──」




『１００点』デン！




「「「えぇえええええええええええええええええええええええええええええ!?」」」




「あ……『１００点』が出ちゃいました～。じゃあ、優勝は私ってことだから……。

お兄ちゃんのデートの相手は私だね♪」




（お兄ちゃんの点を超えられる曲って、私これしかないんだよね～。もう、本当に……お兄ちゃんは仕方ないんだから♪）




「い、妹……。いや、妹様！」




（あ、あれ？　じゃあ私と安あん藤どうくんのデートは……？）　スカーン……
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【ハットトリック】




「サクラお義ね姉えちゃん、カラオケとっても楽しかったですね♪」

「妹ちゃん、そうね。私も皆みんなと歌えて楽しかったわ♪」

「正直、俺はやっと終わったよって感じだけどね……」

「えー？　安あん藤どうくん、そういいながらも後半は結構歌っていたよねー♪」

「そうね。桃もも井いさんの言う通り後半はノリノリだったじゃない？　クフフ……」

「あれは、妹の奴やつがかってに曲を入れ続けるから──って、桃井さんも委員長もその『分かっているから……』みたいな含み笑いを止やめてくれるかな!?」




（まぁ……確かに、少しは楽しかったけどな……）




「それにしても、少し歌いすぎちゃったかしら？　もう、ずいぶんと遅い時間だわ」

「あら、朝あさ倉くらさんの言うとおりね。皆、そろそろ帰るわよ」

「「「はーい、委員長！」」」

「…………」




（なんか、委員長が学校の先生みたいだな……）




「じゃあ、帰るなら順番を確認したいから皆みんなの家の場所教えてくれる？」

「え……お兄ちゃん、何言っているの？」

「……は？　ちょっと、安あん藤どうくん。どうして、貴方あなたが皆の家の場所を確認するのよ？」

「そう……よね？　ねぇ、安藤くん。この場で解散してもいいんじゃない？」

「そうだよねー？　てか、あたしと委員長は別々で帰るから、安藤くんはサクラを送ってあげなよー♪　なんてね？」

「いや、そう言われても……」




（いやいや……皆は一体何を言っているんだ？）




「だって、三人とも女の子なんだから、こんな夜遅くに一人で帰すなんて……危険だよ？

　皆、自分が可愛かわいいって自覚した方がいいと思うよ……」




「「「え！　か、可愛い……っ!?」」」




（まったく……朝あさ倉くらさんや桃もも井いさんは学校で一、二をあらそう美少女だし、委員長だっておさげにメガネで腹黒だけど、顔のパーツは十分に整っているんだ。委員長がクラスで人気なのも、おせっかいな性格だけじゃなくて男子からは見た目の要因もあるって自覚が足りなさ過ぎだろ。しかし……よくよく考えたら、俺はなんでそんな美少女達たちと一緒にカラオケなんてしていたんだろう？）

（う、うわー……。安藤くんってば、それはダメだよー！　ふ、不意打ちは反則なんだからねー!?　不覚にも胸が『キュン！』って、しちゃったよー！

　もう……本当に油断も隙もないんだから……。えへへ♪）

（ままま、全く……っ！　安藤くんってば、いきなり何を言っているのかしら……？

　朝倉さんや桃井さんと違って、特に目立たない委員長のわたしが……かかか、可愛いですって!?　ふざけんじゃないわよ！

　この二人とくらべたらわたしなんて……ふ、フン！）

（あああ、安藤くんに可愛いって言われたわ!?　か、可愛いって……私が世界で一番！　いや、私が……っ！）




『宇宙で一番可愛いよ……。ハニー♪』　←　言ってません




（──ですって！　ムキャーッ！

　ど、どうしようかしら……っ！　ウフフ～♪）




「とりあえず、俺が全員を家まで送るから、悪いけど皆みんなの家の場所を聞いて近い人の家まで全員で移動するけどいいよね？」

「ふ、ふん……安あん藤どうくん！　どうやらロミオの役作りは完璧のようね！」

「え、ここで何でロミオ!?」

「そうだねー♪　でも、安藤くんのロミオは少しだけ……浮気が心配だけどねー♪」

「桃もも井いさん！　それって、どういう意味かな!?」

「安藤くん！　いや、ロミオ！　浮気は極刑なんだからね！」

「朝あさ倉くらさん!?　なんで、ここでいきなりジュリエットになりきっているの!?」




（はぁ……また、お兄ちゃんの悪い癖がでたよぉ……）




「あのぉ～、もう、本当に遅いんでそろそろ帰りませんか～？」





【約束と不安】




「サクラお義ね姉えちゃん達たちも無事に送り届けたし、これであとは家に帰るだけだよ……。

　もぉ～、お兄ちゃんが変なこと言い出したせいでサクラお義姉ちゃん達を送り届けるまで大変だったじゃん！　お兄ちゃんの天然！　タラシ！　スケコマシ！」

「俺、実の妹にそこまで言われるほど変なこと言ったか!?　まぁ、確かに朝倉さん達の様子は少しおかしかったけど……でも、あれは今になって考えると多分、トイレを我慢していたとかだと思うんだよな」

「お兄ちゃん……それ、サクラお義姉ちゃん達の前で言ったらぶっ飛ばされるから気を付けてね……？」




（だって、ぼっちの俺がなんか言った程度であの三人が照れるなんて思うほど、俺はうぬぼれてはいない！　むしろ、早く家に帰りたかったから、様子が変だったと考える方が普通だよなぁ……）

（はぁ～、本当にお兄ちゃんはどうしようもないんだから……）




「なぁ、妹？　俺が皆を送るって言ったせいで帰りが遅くなったのは謝るから、機嫌直してくれない……？」

「……お兄ちゃん、私が機嫌悪いのはそれが理由じゃないからね？」

「え、違うの!?　じゃあ、なんでさっきから機嫌悪いんだよ？」

「それは……」




（──って、あれ？　どうしてだっけ……？

　別に、お兄ちゃんに友達ができるのは嬉うれしいことだし……その中の誰かがお兄ちゃんの彼女になっても……それは、私が望んでいること……

　なのに、何で私は不機嫌なんだろう？）




「確かに、俺達たちの帰りより朝あさ倉くらさん達を優先したのは悪かったって……でも、妹のお前だけを一人で先に帰らせるわけにもいかないだろ？」

「ぁ……」




（そうか……そうなんだ。私は『不安』なんだ。

　今はいい……。だけど、そのうちお兄ちゃんが『妹私』よりも『彼誰女か』を優先するようになるんじゃないかって──、そう今日みたいに……。

　私は無意識のうちにそれが『不安』で──、

　そんなことを思ってしまう『私自身』に怒っていたんだ……）




「はぁ……なんて、小さいんだろう」

「実の妹に『小さい男』って言われた!?　お兄ちゃん、めっちゃショック！」




（だけど、私は『妹』だから……そう、お兄ちゃんの妹だから──）




「仕方ないなぁ～……よし！　ここはカラオケの賞品で手を打ってあげましょう！」

「カラオケの賞品って……あれか？　俺を『一日自由にできる権利』っていう景品表示法にひっかかりそうなやつ？」

「そう！　もう直すぐ、夏休みが始まるでしょう？　だから、夏休みになったら妹の私に『最高の夏休みの一日』をプレゼントすること！」

「なんかそれ……カラオケの賞品と少し違くない？　まぁ、でも……それで、お前の機嫌が直るって言うなら仕方ないかぁ……。よし、分かった。

　お兄ちゃんとの約束だ！」

「うん！　お兄ちゃん、約束ね♪　じゃあ、指切りしようか？」

「えぇ、そこまでぇ……」

「だって、お兄ちゃんはすぐ約束忘れるじゃん！」

「わかったわかった……ほらよ」

「指切りげんまん～♪　ウソついたら～♪

　お兄ちゃんのラノベ……燃やす！　指切った♪」

「なんてことを言いやがる!?」




（しかも、妹の奴やつ『ラノベ燃やす』のところだけマジのトーンで言いやがったぞ！）




「にゃは♪　お兄ちゃんが約束を忘れなければいいんだよー」

「いや、そうだけどさ……」

「夏休み、楽しみにしてるからね？　お兄ちゃん♪」




（だけど、何な故ぜか──、

　この約束は守られない気がする……）





第三章

【再演】




「もう一度、あの劇をやるだとぉおお!?」

「委員長、それはどういうことなの？」

「安あん藤どうくんに、朝あさ倉くらさんも落ち着いて……ちゃんと説明はするわ。そのために主演の二人に学食まで来てもらったんだもの……」

「ああ、だから『一緒にお昼どう？』とか言って誘ってきたのか……」




（俺はてっきり、また二人で何か企たくらんで罰ゲームとかを俺に受けさせるつもりなのかと思っちゃったぜ）

（私ったら、てっきり委員長が気を利かせて私と安藤くんのお見合いの場を作ってくれたのかと思っちゃったわ）




「詳しいことは今日のＨＲで先生から話があるんだけど……実は発表会で最優秀賞になった演劇は隣の小学校で再演するのが毎年の恒例行事になっているらしいのよ……」

「つまり、俺達たちのクラスにもう一回あの演劇やれ……と？」

「安あん藤どうくん、そういうことよ。そして、ここからが二人を呼んだ本題なのだけど……

先生が小学校でやる時は、劇の結末をハッピーエンドに変更しろって言うのよね」




（なるほど、そういうことか……）




「でも、何で先生はそんなことを言ってきたのかしら？」

「朝あさ倉くらさん、俺達たちのやる劇の内容……覚えてる？」

「安藤くん、覚えてるに決まっているじゃない！　『ぼっちとジュリエット』でしょう？」

「朝倉さん。なら、その結末も覚えているわよね……？」

「委員長、当然でしょ！　結末はジュリエットがロミオの後を追って、最後に天国で二人は一緒になるのよ！」

「じゃあね？　朝倉さん……」

「そんな内容の演劇を──」

「小さな子供達がたくさんいる……」

「小学校でやったら──」




「「どうなると思う？」」

「…………阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図ね」




（そう、小学生相手にやるには俺達のぼっちとジュリエットは悲しすぎる。だから、学校側としては脚本を小学生が見ても大丈夫な『結末』に変えてほしいんだろうなぁ……）




「そういうわけだから……安藤くん、お願いできるかしら？」

「ん、分かった。考えてみるよ。委員長」




（しかし、ハッピーエンドか……）




「でも、何で先生はその話を脚本を書いた安藤くんじゃなく、委員長にしたのかしら？」

「え……そ、それは──」

「俺に話をして、俺がクラスをまとめている姿が想像できなかったんじゃない？」

「な、なんかゴメンなさい……」

「安藤くん……せっかく、わたしが気を使って言わないようにしてたのに……」




（はたして、こんな俺がまともなハッピーエンドなんて書けるのか……？）





【解釈】




（ハッピーエンド……そもそも、ハッピーエンドって何だ？）




「おう、安あん藤どう！　なんか難しい顔してんな！　困った時は笑顔だぞ！」

「ウェーイ！」




（ぼっちの俺に話しかけてくるから誰かと思ったら、山やま田だと沢さ渡わたりか……。なんかこいつらって、いつも頭の中がハッピーで溢あふれてそうだよなぁ……。ついでに聞いてみるか？）




「少し、質問してもいいかな？」

「おう！　何だ安藤！」

「突然だけどハッピーエンドってなんだと思う？」

「ハッピーエンド？　それはあれだ！　王子様が──えーと、なんだっけ？」

「王子様出てこねぇよ……。沢渡は？」

「ウェーイ！」

「参考にならねぇ……」

「おい、安藤。山田と沢渡呼び止めて、何の話をしてんだ？」

「ん？　誰かと思ったら──、

　誰だっけ……？」

「吉よし田だだよ！」

「よ、吉田……？」

「ちょ、おま！　クラスメイトの顔と名前くらい覚えておけよ！　ほら、この顔！」




（って言われても……俺は男子の顔なんか見ないしなぁ……。何な故ぜなら『ぼっち』とは人の顔とか見ない生き物だからだ！　因ちなみに、山田と沢渡はただうるさいから覚えてた）




「あ！　でも、その影の薄さ……思い出した。薄うす田だ！」

「ヨ・シ・ダ！　てめぇ、喧けん嘩か売ってるのか！　そ、それで……何の話してたんだよ？」




（うーん、まぁ吉田なら山田よりかはマシな意見くれそうだな？）




「ほー、それで話をハッピーエンドにねえ……」

「うん、なんかアイデアない？　例えば『影が濃くなった』とか？」

「それでどうやってハッピーエンドにするんだよ!?　それで救われるのって、俺しかいねぇだろ！　って、別に俺も救われねぇわーい！　誰が『影が薄い』だチキショーッ！」




（皆みんなは俺のことを影が薄い薄い言うけど、それは俺の周りにいる山やま田だや沢さ渡わたりの存在感がありすぎるだけで、相対的に見て俺の存在感が薄いように見えるだけだからな！）

（うーん、吉よし田だなら落ち着いて相談に乗ってもらえるかと思ったけど、そうでもないみたいだな……。やっぱり、吉田も所詮は山田の仲間ということか）




「大体ハッピーエンドなんか適当でいいだろ？　あの話を書いたのはお前だろ？　なら、ハッピーエンドくらい簡単に書けないのか？」

「実はあの話、元々ハッピーエンドなんだよね」

「……………………………………………………………………は？」

「だから、俺はハッピーエンドのつもりで『ぼっちとジュリエット』を書いたんだって」




（それなのに気づいたらクラスの皆が号泣してて、最初は感動のあまりに泣いていたのかと思ったけど時間がたつにつれ何な故ぜか皆この話をバッドエンドだと思っていることに気づいたんだよなぁ……。さて、ハッピーエンドって、本当に何だろうな？）





【私も】




「いらっしゃいませー♪　一名様ですね？　お連れの方は他人ですね？」

「いや……二名です」

「それは失礼しましたー♪　では、こちらの席へどうぞー」




（カップルとか、爆発しろ！　てか、またあの冴さえない男と美少女のカップルじゃん）




「そ、それで……安あん藤どうくん！　は、話したいことって……いい、一体何かしら!?」




（安藤くんに『どうしても、話したいことがあるんだ！』って、言われて誘われたけど……つまり、これは……ここ、これは……っ！）




「ああ……急に誘ってゴメンね？　やっぱり迷惑だったかな？」

「べ、別に迷惑とかじゃないわよ！　で、でも……やっぱり、急だと心の準備っていうのもあるし……そ、その！　少ぉ～しはそういうそぶりは欲しかったわ……」

「…………？」




（なんか朝あさ倉くらさんの様子がおかしいぞ？　いや、様子がおかしいのはいつものことか？）

（これは、確実に……『告白』の前フリよ！

　ムフフフ……きっと、安あん藤どうくんは私の有り余る『美少女力』に陥落したのね！　そしてついに、私に告白をするつもりなのよ！　いいわ……。安藤くん！　貴方あなたがどんな言葉で愛を叫ぼうとこの私が全すべて受け止めてあげるんだから！）

（まぁ、どうせ朝倉さんが変なのは今に始まったことじゃないから気にしないでいいか）




「朝倉さん、実は──」

「うん！　うん、うん！」

「俺と一緒に劇のハッピーエンドを考えて欲しいんだ！」

「私も、だいしゅき──ッ！」




「「…………え？」」





【永遠】




「でぇえええええええ!?　私達たちの演劇って、あの結末でハッピーエンドなの!?」

「うん、でも流石さすがにあれを小学校でやるわけにはいかないし、他のハッピーエンドを考えているんだけど、どうしても思いつかなくて……」




（一応、小学生用にちゃんとしたハッピーエンドも考えてみたけど、これがなかなか上う手まくいかないんだよな……）




「話したいことってそれだったのね……。私はてっきり──」

「ねぇ、朝倉さんは一体何を勘違いしてたの？　あの『だいしゅき──ッ！』って……」

「ふぇ!?　あ、あれは……ば、バカ！　安藤くん、勘違いしないでよね!?　あれはただ、貴方がまた面白い『な●う系』をすすめてくれると思っての反応で……わ、私は『な●う』の話と勘違いして、な●う小説が『大好き！』って、言っただけなのよ！　そ、それ以外のことなんて考えてもいなかったんだからね！」

「あ、はい……」




（ああ、なんだ……『な●う』の話と勘違いしたのか。確かに朝あさ倉くらさんは『な●う』の話になると目の色が変わるというか……残念になるというか、人が変わるからなぁ……。

　しかし、俺としたことが危うく勘違いするところだった。まるで朝倉さんが俺を──って、バカバカバカ！　そんなのあるわけないだろ！　『ぼっち』なのに俺は何でいつもこんな希望的観測をしてしまうんだろうか……）




「でも、安あん藤どうくん。何でハッピーエンドが難しいの？　ハッピーエンドだけなら、普通に最後にロミオとジュリエットが死なないで駆け落ちすればいいんじゃないのかしら？」

「そ、そうだね……でも、朝倉さん。俺はそれが『物語』としてハッピーエンドでも、ロミオとジュリエットにとってはハッピーエンドには思えないんだよ」

「え、どうして……？」

「物語の話だからたとえ話になるけど……ロミオとジュリエットは駆け落ちするわけだよね？　物語ではそれで話は終わるけど、物語が終わった後のロミオとジュリエットは高校を抜け出して社会にでるんだよ？　そんな二人が互いを『愛し合っている』なんて気持ちだけで幸せに生きていけると思う？　きっと、お金には困るだろうし、立場も無ければ住む場所もない。そうなれば人の目も厳しくなる。そんな状況でしか一緒になれない世界にいて、ジュリエットは『幸せ』って言えるのかな……？」

「な、なら！　駆け落ちの途中で偶然ダンジョンを見つけてそこからとんでもない大金を手にすれば──」

「それはきっと、お金があっても変わらないよ。確かにジュリエットは『貴方あなたさえいれば何もいらない』って、言っているよ。でも、それはその時の気持ちで、その後も同じ気持ちでいられるかどうかは分からないよね？

　もしかしたら、駆け落ちした先でもっといい男性を見つけるかも知れない。もしかしたら、駆け落ちの途中で不幸な事故が起きるかもしれない。

　俺は『不安』なんだ。確かに、ロミオとジュリエットは結ばれた……。だけど、その『愛』は『永遠』ではなく『刹那』的なものでしかないんじゃないか？ってね。だから、俺は最後に二人を死なせて天国で一緒になることで二人の『愛』を『永遠』にしたんだよ」

「安藤くん……」




（──って、こんな話を朝倉さんにしても普通に引かれるだけだろ！　俺は一体、何を言っているんだ……）

（か、カッコいいわ！　言っていることは良く分からなかったけど、なめらかにロミオとジュリエットを語る安藤くんマジイケメンだわ！）




「安あん藤どうくん！　話はなんか良く分からなかったけど、とりあえず貴方あなたが悩んでいることは分かったわ！　だから、私にも協力させて！」

「え！　ほ、本当に、って……ん？　ちょっと待って、最初なんて言った？」

「とりあえず、私に任せなさい！　安藤くんがハッピーエンドで悩んでいるなら、私も色々考えてくるわ！　二人で考えればきっといいアイデアが浮かぶわよ！」

「う、うん……そうだね」




（だ、大丈夫かな……？　もしかして、俺は相談相手を間違えたんじゃないだろうか）





【相談相手】




「あら、いらっしゃい。意外と来るのが遅かったわね。安藤くん？」

「いらっしゃいって……ここはいつからお前の店になったんだよ。委員長？」

「クラス委員でもあり、図書委員も兼任しているから、この図書室は必然的にわたしの店と言っても過言じゃないわね」

「いや、十分に過言だと思うよ……？　というか、あくまで店と言うのなら俺という客をもてなして欲しいところなんだけど？」

「もてなしなら、もうしたわよ？　『いらっしゃい』って言ってあげたでしょう。ほら、安藤くんごときに、このわたしが人として接してあげているのが何よりの『おもてなし』だと思わないかしら？」

「……ねぇ、なんか今日の委員長、妙に毒がいつもよりキツくない？」

「さぁ、気のせいじゃないかしら……」




（でも、確かに少し強く毒を吐きすぎかしらね……。まぁ、それも？　この男が『ブギーボブは笑ってはいけない』を入荷しろって言うからせっかく取り寄せたのに、図書室に一向に来ないのが悪いのよ……）

（何で委員長の機嫌が心なしか悪いんだろう……トイレでも我慢しているのかな？）




「それで、図書室に来たってことは……演劇の件で相談かしら？」

「よく分かったな……。え、委員長ってエスパー？　何でも知っているの？」

「フン……。何でもは知らないわ。安あん藤どうくんが愚かなだけよ」

「その返しで、俺をディスるだと!?」




（なんか、この委員長とのやり取りも久しぶりだなぁ……。そういえば、最近演劇の練習とかであまり図書室来なかったもんな）




「でも、意外ね……。安藤くんのことだから、シナリオの変更を言い渡された次の日には、わたしの所に相談しに来ると思っていたのだけど……もしかして、ここ数日一人で悩み続けていたのかしら……？」

「いや、実は朝あさ倉くらさんに相談してたんだよ。でも、良い案が出なくてさ……」

「え、もう朝倉さんには相談したの……？」




（まぁ、確かに安藤くんが相談しやすいようにシナリオの変更を朝倉さんがいる場で伝えてあげたのだけど……それでも、わたしより先に相談を持ち掛けるなんて……そう、いつの間にか朝倉さんに心を開くようになったのね）




「あの『ぼっち』の安藤くんが一人で悩みを相談できるようになるなんて……人の成長は思ったよりも早いのね」

「委員長、なんだか俺を幼児かなにかと勘違いしてない？　たとえ、俺が『ぼっち』でも、報ほう・連れん・相そうくらいはできるからね？」

「そのわりには、わたしへの報・連・相が出来ていないようだけど……？」

「え、何で俺が委員長に報・連・相しなきゃいけないの？」

「くっ、この男は……」




（わたしが貴方あなたと朝倉さんをくっつけるために、どれだけ裏で動いていると思っているのよ！　今回だって、どうせ安藤くんがわたしのところに相談しに来るだろうから、そこから朝倉さんに相談するように持ち掛ける作戦だったのよ……っ！）




「あれ？　そういえば、委員長は『ハッピーエンドくらいチャチャッと書きなさいよ』とか言わないんだな？」

「当たり前よ……。だって、あの脚本は元から『ハッピーエンド』のつもりで書いたんでしょう？」

「え！　委員長……。俺の脚本が元々『ハッピーエンド』だって気づいてたのか……」

「クフフ……だてに一年生の時から『ぼっち』で図書室しか居場所がなかった安あん藤どうくんを見てきてはいないのよ？」




（一見、良いセリフだけど、一言多いんだよなぁ……）

（本人が『ハッピーエンド』だと思って書いた物を、第三者が『違う』って言うから書き直せなんて……そんなの気軽に言えないでしょう）




「あ、あぶねぇ……相手が委員長じゃなければ惚ほれてたぜ……」

「安藤くん……。貴方あなた、わたしに喧けん嘩かを売ってるのかしら？」




（本当にこの男は……！　わたしは何でこんな男に協力しているのかしら……。もう！）




「因ちなみに、朝あさ倉くらさんはなんて言ってたのかしら？」

「『私に任せなさい！』って、自信満々に言ってくれたよ」
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「じゃあ、朝あさ倉くらさんを信じて待ってみるのも悪くないんじゃないの？」

「うん、そう思って待ち続けたんだけどね……」

「安あん藤どうくん、因ちなみに……それは何日前の話かしら？」

「三日前だね」

「本番って明日よね」

「なんだよなぁ……」




（ほ、本当に……大丈夫かしら？）





【自信】




「いらっしゃいませー」




「ふーん。安藤くん、そんなことで悩んでいたんだー？」

「そうなのよ……。モモ、何かいいアイデアはないかしら？」

「でも、いまさらアイデア出しても遅くない？　だって、本番は明日だよねー？」

「そうなのよね。安藤くんも『朝倉さん、もう時間も無いし劇はこのままでやってみるよ』って言ってたけど……」

「なるほどねー……」




（まったく……本当に安藤くんらしい考えだなー）




「安藤くんもどうして、ロミオとジュリエットが生き続けるハッピーエンドが書けないのかしら？　確か──二人の『死』が『愛』を『永遠』にするとかなんとか言っていたのだけど……」

「サクラ、きっと安藤くんはロミオに自分を重ねていて『不安』なんじゃないかな？」

「不安……？」

「うん、安あん藤どうくん言ってなかった？」

「そういえば……」




『俺は『不安』なんだ。確かに、ロミオとジュリエットは結ばれた……。だけど、その『愛』は『永遠』ではなく『刹那』的なものでしかないんじゃないか？ってね』




「──みたいなことを」

「やっぱりかー……」




（多分、安藤くんは自分が信じられないんだね……）




「ねぇ、サクラ。劇のロミオってなんだか、安藤くんに似ていると思わない？」




（似ている？　安藤くんとロミオが……はっ！　そういえば確かにそっくりだわ！）




「確かに！　まるで自分をモデルにしたかのように安藤くんとロミオって似ているわ！」

「サクラってば……今頃気づいたの？　でも、その通りだよ。あたしは安藤くんが自分をモデルにこのロミオを書いたんだと思うなー」




（そして、ジュリエットは……）




「だからこそ、安藤くんは『不安』なんじゃないかなー？　安藤くんって、何な故ぜか自己評価が凄すごい低いから、ロミオに感情移入しすぎて『こんな自分をジュリエットは本当に愛し続けてくれるだろうか？』って、心のどこかで思っちゃうんだよ」

「なるほどね……。だから、物語を『死』で終わらせようとしているのね？」

「うん、ロミオはジュリエットを愛しているけど、自分に『自信』が無いから、自分と一緒になったジュリエットが幸せになる話を書けない。

　……って、そんなところじゃないのかなー？」




（その証拠に安藤くん、ジュリエットがロミオから離れることは考えても、ロミオがジュリエットに愛想を尽かす展開は考えてないみたいだしねー？）




「つまり、安藤くんはジュリエットを幸せにできる自信がないんだよ」




（うーん、そう考えると安あん藤どうくんって、凄すごいヘタレだなぁ……。まぁ、相手がサクラだし、仕方ないと言えば仕方ないのかなー？　サクラも結構鈍いからねー……）




「でも、じゃあどうすればいいのかしら？」

「それはやっぱり、自信をつけるしかないんじゃないかなー？　それか、いっそのこと──追い詰めちゃう♪　とかー？」

「…………」




（自信をつけさせる……追い詰める…………ん？　っは！　そうだわ！）




「閃ひらめいたわ！　モモ、私にいい考えがあるわ。

　だから、お願い。協力して！」

「……え？」





【幕まく間あいの悩み相談】




「もぉー、サクラってば本番前日にホントにムチャなことを言い出すんだからー」




（でも、安藤くんのためにあそこまでするんだから、サクラは本当に好きなんだね……）




「まったく、安藤くんが羨ましいよねー」

「桃もも井いさん、呼んだ？」

「って、ひょわぁー!?　あ、安藤くん……？　何でいるの？」

「いや、何でって言われても……学校から帰る途中で、そこにある本屋に行こうとしてたんだよ。そしたら、桃井さんがいたから……」

「なるほどー、ふむふむ……つまり、それでサクラから浮気してこの桃井さんをナンパしようとしたわけだねー？」

「な、ナンパって……桃井さん、誤解だよ！」

「アハハー♪　冗談だよー？」




（なんだ。冗談か……ぼっちの俺にはこの手の冗談は心臓に悪いなぁ……）

（ふぅ、これでなんとか安あん藤どうくんの名前を口に出してたことは誤ご魔ま化かせたかなー？）




「そういえばー、安藤くん。なんか、演劇の脚本で悩んでるんだってー？」

「ああ……うん。知ってたんだ？　桃もも井いさんの情報網は流石さすがだね」

「それほどでもないよー？　あたしだって、サクラから話を聞いただけだしねー。

　それで、脚本はなんとかなりそうなのー？」

「実はまだ何も考えてなくて……やっぱり、あの脚本を小学校でやるのはダメかな……？」

「うーん、そうだね……。大丈夫じゃないかな♪」




（だって、そのためにサクラは頑張ってるんだからねー♪　サクラのそんな所を見て、安藤くんはサクラを好きになったのかな……？）




「……ねぇ、安藤くん」

「何かな、桃井さん？」

「安藤くんは……何でサクラを『好き』になったの？」

「…………は？」




（──って、ほわぁああ!?　あたしってば何で急にこんなこと聞いちゃったのかなー!?　いや、確かに……安藤くんがサクラを好きになった理由は気になるけど……

　でも、こんな風に聞いたら、あたしが安藤くんを気にしてるみたいだよぉー!?）

（え、何……急に恋バナ？　何で桃井さんが俺にこんな話を……

　そうか『役作りの確認』か！　俺はこの演劇で脚本だけでなくロミオ役としても出演するわけで、桃井さんからすれば……

『脚本だけじゃなく役作りもちゃんとしようねー？』

　──と、釘くぎを刺してくれているんだ！　なら、ここはちゃんと答えないとな！）




「あ、あはは……安藤くん、なんか突然変なことを聞いちゃってゴメンね──」

「別に、好きに『理由』なんかないよ……」




（──って、何で普通に答えてるのかなー!?）




「……でも、理由がないってどういうこと？」

「なんて言うのかな……。俺にとって、朝あさ倉くらさんは『学校一の美少女』で……手の届かない存在だったんだ。だから、俺は朝倉さんを好きになっちゃいけないと思ったんだ。

　俺が話していい人じゃないとか、朝あさ倉くらさんは俺とは違う存在だって……」

「違う存在……」




（それは、あたしもサクラに感じている感情……。あたしもサクラとは違う。安あん藤どうくんはこんな演じてばっかりの『偽者あたし』も『本物あたし』だと言ってくれたけど、それでも偽物あたしと本物サクラはまったく違う存在で──）




「でも、教室で朝倉さんが俺をかばってくれた時……俺はすでに朝倉さんが好きなんだって気づいたんだ。あれほど『好きになっちゃいけない』って、思っていたのに……気づいたら、好きになっていた。だから──、

　誰かを好きになる理由なんて、そういうものなんじゃないかな？」

「そっかぁー……。うん、そうかも……ね」




（気づいたら、好きになっていた……か）




「桃もも井いさん、もしかして……何か悩んでる？」

「ほぇ!?　な、何でそう思うの……？」

「いや、何かそんな風に見えたから……桃井さんには演劇でナレーションを頼んだりとか迷惑もかけちゃったし、悩みくらいは聞くけど？」




（それなら、少しくらい……いいよね？）




「じゃあ、一つ相談に乗ってもらおうかなー？」

「うん、まぁ……俺なんかで役に立てればだけどね」

「えっと……これは、あたしに持ち込まれた『相談』なんだけどねー」

「ふむふむ……」




（つまり、桃井さんに持ち込まれた厄介な悩み相談の一つか……）




「その子は最近ねー『気になる男子』ができたんだってー」

「へー……」




（なるほど、恋の悩み相談ってやつか……）




「でも、その男子はその子の『親友』の『好きな人』なんだって……だから、その子はその男子を気にしないようにしているんだけど……ついつい、気になってちょっかいも出しちゃうし……でも、親友を裏切りたくないからどうしよう？　って、相談なんだよね……。

　ねぇ、安あん藤どうくんはこの『悩み』をどうしたらいいと思うかなー？」

「別に、どうもしなくてもよくない？」

「ふへぇ……？」




（安藤くん、それは……どういうことかなー？）

（まぁ、ラノベでも良くある展開だもんなぁ……）




「いや、だってさ……別に、その子って親友とその男との仲を引き裂こうとしているわけじゃないんだよね？」

「う、うん……」

「なら、いいじゃん。そんなの『気になる』とか人の感情なんて自分でコントロールするなんて無理だと思う。大切なのはその気持ちを『受け入れること』なんじゃないかな？

　受け入れた上で親友とその男子を見守りたいなら身を引けばいいし、それでも『気になっちゃう』『好きになる』っていうのなら、その男子に『アピール』や『気持ちを告げる』なりの行動をすればいいと思うよ」

「え、でも……それで親友との仲が拗こじれちゃったら……」

「それはその時なんじゃない？　それで、拗れるならその程度の『友達』なんだよ。逆に本当に『親友』なら、それで拗れるなんてことは無いと俺は思うけどね。それに……

　俺はそれがどんな結果になろうと、何もしないで悩むよりは行動を起こす方がマシだと思う。どうせ後悔するなら、その男子が振り向いてくれる可能性にかけてアタックしてもいいと思うし……どんな結果になっても、選ぶのはその男だよね？」

「う、うん……そうだね」

「なら、全部その男が悪い！　だから、もしもの時はそいつが責任を取ればいい！」




（そもそも、何だよその『クソハーレムラノベ主人公野郎』は!?　そんな複数の女子に色目を使うような最低野郎が全部悪いに決まっているじゃん！）




「アハ……アハハ！　安藤くんってば……もう、本当に最高だねー♪」

「え……そ、そう？　なら、良かったよ……」

「うん！　安藤くんのおかげで、少しだけ悩みが軽くなったかも♪」




（でも……それでも──）




「あたしはサクラには勝てないかなぁー」




（ん？　桃もも井いさんが朝あさ倉くらさんに勝てないってどういうことだ？　もしかして、桃井さんもジュリエット役を狙ってたとか？　確かに、朝倉さんがいると遠慮しちゃうもんな……）




「俺は……桃井さんなら舞台にさえ立てば、朝倉さんにだって負けないとは思うよ？」

「え、安あん藤どうくん……」




（あたしが舞台に……立てば？）




「えへへ、ありがとう。でも、大丈夫……。だって、あたしは大好きなサクラのために裏方でいる方が、あたしらしいからねー♪」




（そう、あたしは舞台に立たなくていい……。この胸に芽生えた小さな気持ちだけは……

　受け入れてはいけない『もの』だから──）





第四章

【帰ってきたジュリエット】




『西暦２５９５年……あるエロナという街に、一人の美少女がいました』

「私の名はジュリエット！　この高校で一番の美少女よ！」




（ついに、本番が始まっちゃった。サクラってば、本当にアレをやるつもりかなー？）

（ついに本番が始まったわ！　私のやるべきことは一つ。完璧にジュリエットを演じて、この劇の中で安藤くんに新しいハッピーエンドを選ばせることよ！）




「あぁ！　ロミオくん、ロミオくん！　何な故ぜ、貴方あなたは『ぼっち』なの……？」

「友達がいないからですぅーっ！」

『やがて、ロミオとジュリエットは恋に落ちたのです……』




（ある日、突然……恋に落ちるなんて、本当にバカみたいな話……）




『しかし……二人の関係はジュリエットの父親である学院長にバレてしまいました』




（でも、安あん藤どうくんは言ってたっけ……『気づいたら、好きになっていた』本当に、多分そんなことなんだろうな）




『そして、学院長の罠でロミオは退学となり、ジュリエットの下から去ったのです』

「さようなら、ジュリエット……僕の最初で最後の友達愛しい人」




（もしかしたら、安藤くんもロミオと同じように、ジュリエットサクラの前から消えようとしたのかもしれない……）




「ロミオ！　何で貴方あなたがいなくならなければいけないの……？　そんなの私は認めない……。たとえ貴方が地球の裏側に行こうとも絶対に追いかけてみせるんだから！」

『ジュリエットはロミオを追いかけるために学生寮からの脱出を計画しました』




（だけど、それを……、

『私は……恥ずかしいなんて、絶対に思わない！』

　サクラは決して許さなかった）




「ヤ・マーダ！　ヤ・マーダはいるかしら！」

「忍者、ヤ・マーダ参上だぜ！」

「ヤ・マーダ！　実はカクカクシカジカだから、ロミオにジュリエットを迎えに来るように伝えるのよ！」

「…………」

「ヤ、ヤマダ……？」




（ちょっと、山やま田だ！　次のセリフは貴方でしょう！　早くセリフを言いなさいよ！）




「あれ？　俺のセリフ何だっけ……？　まぁ、いいや！　かしこまり！」

「ヤ・マーダぁあああああああああああああああああああああああああ！」




（あれほどセリフ練習したのに、何でド忘れしてるのよ！　この山田ぁああああああ！）




『し、しかし……イン・チョーの伝言を忘れてしまったヤ・マーダはロミオに脱出の計画を上う手まく伝えることができませんでした』

「今夜、校舎裏の駐車場に来い。ジュリエットを預かっている……だと!?

　な、何だこの脅迫状は……ジュリエットが危ない！」




（山やま田だのバカ、何で本番でセリフを忘れるんだよ！　てか、桃もも井いさんもよく山田のミスをナレーションでフォローできるよな……）




『そして、待ち合わせ場所に着いたロミオが見たのは仮死状態のジュリエットでした』

「ジュリエット！　し、死んでいる!?　そんな……何で君がこんなことに！」




（この『ぼっちとジュリエット』はきっと、安あん藤どうくんが予測した二人の未来……）




『ロミオはジュリエットの死に深く絶望し……そして、ジュリエットからもらった短剣で自らの喉のどを貫き、自害したのです……』

「え、ロミオ！　うそ……い、嫌！　何で……!?」




（これは安藤くんが生み出した無意識のメッセージなんだと、あたしは思う……）




『そして、目覚めたジュリエットもロミオの後を追って、彼の短剣で自らの胸を刺しこの世を去ったのです……』

「ロミオ……私は貴方あなたが何ど処こに行こうと絶対に、貴方を『一人ぼっち』なんかにさせないんだから！　うっ……」




（ロミオに『未来』は無い……それでも、ロミオ安藤くんは何も無い自分を選んで欲しいんだ）




『薄いジュリエットの胸に、ロミオの短剣は実に良く刺さりました……』

「っ!?」

「……ブホッ！」




（ちょっと、モモ!?　そのナレーションいらないわよね!?）

（い、イカン……死体なのに軽く噴き出しちゃった）

（フーンだ！　サクラったら……面倒な仕事を押し付けた罰だよー）




『そして、二人の魂は天国に行き──』




（これでやっとこの劇が終わる。結局、別のハッピーエンドは思いつかなかったな……。

　でも、これが俺の考えられる一番のハッピーエンドなんだ。ロミオとジュリエットは天国で『永遠』を手にして──）

（だから『あの時』と同じように……サクラはそんな結末を絶対に認めたりはしない）




　テレッテレ～♪




（……ん？　なんだこの音楽は？　こんなの予定では──）

（安あん藤どうくん、ここからは……私のステージよ！）

（はぁ……サクラってば、本当にこれやるんだよねー？　うわぁ、このナレーションをあたしが読むのかぁ……）




『その時、不思議なことが起こりました！

　なんと、ジュリエットの魂が天国から帰って来たのです！』




（はあ!?　何だこの展開は！）





【ハッピーエンド】




「ロミオ……私、生き返ったわ！　神様が『お前達たちに永遠はまだ早い』って、私の体を治した上に『死し者しや蘇そ生せい』のチート能力のスキルをくれて、私を生き返らせてくれたのよ！」

『そ、そうなのです！　なんとー、ジュリエットは……えーと？　神様からチート能力……し『死者蘇生』のスキルを……手に入れたことにより生き返ったのでしたー！』




（もぉーう！　サクラったら～！　『私がアドリブで安藤くんにハッピーエンドを選ばせるから、モモはその場の雰囲気を読んでなんとかナレーションして劇を進めて！』って言ってたけど……なんなのこの台本！　『チート能力』って何？　『スキル』って何!?

　この二つは何が違うのぉー!?）




「ロミオ、直すぐに私が『死者蘇生』のチート能力のスキルで貴方あなたを生き返らせるわ！」

「──ッ!?」




（な、何だこれ!?　もしかして……アドリブか？　しかも、ナレーションも一緒になっているということは桃もも井いさんもグル!?　てか、この展開……完全に『な●う』だよね！）




『そして、ジュリエットはロミオに『死し者しや蘇そ生せい』のチート能力のスキルを使いました』

「ロミオ、よく聞いて……私のチート能力『死者蘇生』のスキルは一度しか発動できないわ。そして、この力で生き返らせることのできる人間は『私を愛してくれる人』だけ……つまり、私を『愛して』いなければ──、

　ロミオ、貴方あなたは生き返らない」

「!?」




（朝あさ倉くらさん!?　そ、それはつまり──）

（安あん藤どうくん……この劇の結末を選ぶのは──そう『貴方』よ）




「これで、貴方が生き返らなかったら……私は一生、一人で生きる。

　だって、貴方を『一人ぼっち』にしてしまったのは私だから……私は全部知っていたわ。私と関わることで、周りから疎まれていることも……分かっていた。私の存在が不安にさせていたことも……全すべて！　だけど、私は分かっていたのに、知っていたのに、一緒にいるのが『幸せ』で……そのために私は分かっていながらも『二人』になるために貴方が『一人』でいるのを見て見ないフリをしていたのよ！

　だから……貴方が生き返らなければ、私はその『罪』を背負って、

　貴方の代わりに一人で生き続けるわ！」

「…………」




（生き返らなければ、ロミオとジュリエットは二人とも『一人』になってしまう……。だけど、生き返ったとしてもロミオとジュリエットはこれから続くであろう長く厳しい人生を『二人』で生きていかなければいけない……。

　はたして、それが二人にとって本当のハッピーエンドになるのか？

　俺はどうすれば──）




『ジュリエットはロミオの亡なき骸がらへと必死に語りかけます。しかし、ロミオが生き返る様子はありません……』

「ねぇ、ロミオ。覚えている？　前に言ったこと……『不安』だって、

　私達たちの『愛』は『永遠』に続くものではなく、『刹那』的な感情じゃないのか？って、貴方が言ったことを？」

「……ッ！」




（それは俺が朝あさ倉くらさんに相談した時の！　もしかして……これはロミオではなく『俺』に向けて話しているのか？）




「貴方あなたは『不安』だって言っていたけど……その『不安』の正体は自分を信じられないからなのよね？　自分が『ジュリエット』を幸せにできるか信じられない……だからこそ、貴方は『死』を選んだ……」

「…………」




（だからって、朝倉さんは俺に『自分を信じろ』というのか？　そして、生きてジュリエットを幸せにする……。確かにそれが出来ればこの物語は『ハッピーエンド』だ。でも、俺にはそんな自信なんてない……。

　ましてや、こんな『自分を信じる』なんて──）




「なら『私』を信じなさい！」

「!?」

「貴方の隣に立つ私を信じて！　貴方を見ていた私を信じて！　貴方が見てきた私を信じなさい！　自分が信じられなくてもいい……『自信』なんかなくてもいい！

　私が貴方を『幸せ』にするわ！」

『な、なんということでしょう……。ジュリエットがロミオに告白しました……』




（やっぱり、サクラは凄すごいや……）

（あ、朝倉さん……）




「お金なら二人でバイトでもして働けばなんとかなるわよ！　住む場所も安い所を探すわ！　もし、見つけたアパートが隙間風で寒ければ二人で寄り添えば寒くないもん！　逆に蒸し暑かったらお互いにうちわで扇あおぎあうのもいいわね！

　私は心変わりなんて絶対にしない……。む、むしろ、私からしたら貴方の方が浮気しないか心配なんだからね？　私のこの気持ちは『刹那』的なものではないわ。

『永遠』よ！　だって、私は──、

　一緒に死のうとするくらい、貴方が好きだもの！」




（朝倉さんが俺を──好き？　そ、そんなの……ウソだ）














（朝あさ倉くらさん。なんて真剣な目……まさか、本当に？）

（そして、あたしはそんなサクラが羨ましくて……）




「安あん藤どうくん、私は貴方あなたが『好き』よ……。だから、私を一人にしないで」

「ジュリエッ──いや、朝倉さん……」




（だからこそ、あたしは──）




『そ、そして……ついにロミオが目を覚ましました』

「「「「「オォオオオオオオオオオオ！」」」」」




（自分がこの舞台にいないことが、とっても悔しい……）




「俺はとっても弱い人間だ……『ぼっち』で友達もいないし、捻ひねくれているし、性格も凄すごく面倒くさい……。それでも、こんな俺でも良ければ……『幸せ』にしてくれるかな？」

「勿もち論ろんよ♪」




「「「「「ワァアア────!!」」」」」




「さぁ、安藤くん。後はハッピーエンドで終わらせるだけよ！」

「ハッピーエンド……」




（ぶっつけ本番だったけど、何とか上う手まくいったわね！　後は私の書いた台本通り、お互いに抱き合って舞台の幕が下りて──って！　そう言えば安藤くんにはアドリブのことを内緒にするためにこのアドリブ台本は渡してないんだったわ！）

（あれ？　ハッピーエンドって……最後どうやって終わればいいんだ？　舞台袖を見たら委員長がカンペで『早く終わらせなさい！』って言ってくるし……確かに、公演の時間も過ぎてるよなぁ……。でも、ハッピーエンドで終わらせるって──）




「あ！　そうだ。思い出した！　おい、安藤！　ハッピーエンドって言ったら王子様が『キス』して終わりになるんだぜ！」

「ちょ!?　山やま田だのバカ！　まだ演劇は終わってないんだから喋しやべるんじゃないわよ！」

「いてぇええ！　委員長、何だよ!?　叩たたくなんて酷ひどいじゃねぇか！」




（山やま田だのドアホォオオオオオオオ！　テメェ、何こんな状況で『キス』とか大声でヤジ飛ばしてんだよ！　ほら！　おかげで客席から……

『え、キスシーンあるの!?』『マジで！　面白そう！』『キスしろー！』

　──って、騒いじゃっているじゃん！）

（ほにゃわぁわわ～ッ！　きき、キスですって!?　そんなことしちゃったら……もう、モロに告白じゃないのよぉ──！　ど、どうしよう……こうなったら──え？）




「「「「「キース！　キース！　キース！」」」」」




（うわぁああああああ!?　客席から『キスコール』が始まったぁあああ!?）

（うぴゃぁあああああ!?　客席から『キスコール』が始まっちゃったわ!?）




「……ゴクリ」

「……じゅるり」




（（こ、これはもう……本当に『キス』をしないと終われない！））




「あ、朝あさ倉くらさん……」




（とりあえず、ここは朝倉さんに小声でどうやって切り抜けるか相談を──）

（この安あん藤どうくんの表情はもしかして……私にキスをするつもりなのね！）




「安藤くん……い、いいわ」

「!?」




（なんだ!?　朝倉さんが急に目を閉じて唇を突き出してきたぞ!?　ま、まさか……

　俺がキスするのを待ってる？

　そんなバカな！　でも、これって……そういう意味だよな？）




「朝倉さん……本当にいいの？」

「ええ、安藤くんなら……いいわ」




（ムキャァアアアアアアアアアア！　言っちゃった！　言っちゃったわ！

　……でも、私の気持ちなんてバレバレよね……？　なら、決めるわ！　覚悟！）

（俺ならいいって!?　俺ならって……もしかして、本当にそういう意味で……

　いやいや！　まさか──、




『お願い……私を信じて』




　……そうだ。俺は自分を信じられない。だけど──、

　朝あさ倉くらさんなら信じられる！）




「……いくよ」

「ええ、来て……」







（──そんなの見たくない！）







『これで、ロミオとジュリエットはなんやかんやで幸せに暮らしました！　わーい、めでたしめでたしだねー♪　以上で〝ぼっちとジュリエット〟は終演でーす！』

「「……え？」」




（舞台の幕が下りていく……このナレーションは桃もも井いさんか！）

（ほぇ……？　あ！　モモが機転を利かせてくれたのね……）




「「「「「ワァァアアアアアアアアアアアアアアア！」」」」」




（（な、なんとか終わったぁ……））




「朝倉さん、早く舞台から降りよう？」

「う、うん……。そうね。安あん藤どうくん」




（ハッ！　わ、私ってば……何を！　ほにゃぁああああああ!?）

（もしかして、俺は勢いでとんでもないことをしようとしたんじゃないのか……？）





【エピローグ】




「安あん藤どうくん、やっと教室に戻ってきたのね！　大丈夫？　先生達たちに怒られなかった？」

「朝あさ倉くらさん……。うん、何な故ぜかあまり怒られなかったよ。なんか、小学校の先生や生徒達には大好評だったみたいでうちの学校の先生達も強く怒れないみたいだったね」

「そ、それはそれで恥ずかしいわね……」




（しかし、あの後は大変だった……演劇が長引いたことを小学校に謝って急いで片付けた後に学校に戻ったら職員室に呼び出しだもんな。しかも、何故か俺だけ……）




「あれ、他の皆みんなは……？」

「もう、皆先に帰っちゃったわよ……」

「そ、そうなんだ……」




（（な、なんか……空気が気まずい！））




「あ、安藤くん！　その……私が急なアドリブを入れたせいで……ごめんなさい！」

「そんな！　朝倉さんは謝る必要ないよ！　だって、朝倉さんのおかげで劇は『ハッピーエンド』になったんだし……」




（ヤバイ……今でもあのシーンを思い出して、顔が熱くなる……。あの時の劇でのアドリブ、あれは途中からロミオではなく俺自身へのメッセージになっていた……なら、あの時のジュリエット朝倉さんのセリフは──、

「安藤くん、私は貴方あなたが『好き』よ……。だから、私を一人にしないで」

　まさか、あれは劇でのセリフじゃなくて……本当に？）




「朝倉さん」

「は、はひぃ！」




（わわわ、私ってば……よくよく考えたら演劇で安藤くんに思いっきり告白しちゃったわよね!?　今、そのことを聞かれたら……なな、なんて答えれば……!?）




「その……演劇のことだけど、あの時のセリフは……？」




（で、でも……この状況で自分を誤ご魔ま化かすなんて……そ、そうよね！　安あん藤どうくんが私の気持ちに気づいてくれたのなら、私も正直に……っ！）




「た、確かに……安藤くんのことは『大事な友達』として……す、好きよ？」

「それって──」

「で、でも！　あれはただのアドリブにゃんだからね！　そ、そそ、それ以上の深い意味はないんだから──かかか、勘違いしにゃいでよね!?」

「だ、だよね！」




（……って、そんな簡単に正直になれたら、こんなに苦労しないわよぉおおおおお！）

（だよな！　あっぶねぇえええええええ！　俺ってば一時の感情で、うっかり告白しちゃうところだったぜ……落ち着け、今の俺は演劇の影響で熱くなっているに過ぎないんだ……これ後で思い出したら、絶対に黒歴史に刻まれる奴やつだから！　お、落ち着くんだ！）




「そういえば、俺なんかのためにアドリブなんかさせちゃってゴメンね……？」

「もう、いまさら何を言っているのよ！　私にとって、安藤くんはその……だ、大事な『友達』なんだから、あれくらい当然でしょう！」

「そ、そうか……うん！　俺と朝あさ倉くらさんは『友達』だもんね！　俺、朝倉さんが友達で良かったよ！　本当にありがとう」




（（……ま、またやっちゃったぁああああああああああああああ！））




「あーっ！　安藤くんってばこんな所にいたんだー！」

「モモ!?」

「桃もも井いさん!?」

「なんか、担任の先生が安藤くんを探してたよー？」

「え、さっき会ったけど……もしかして、他の先生がいない場所で怒られるとか？」

「うーん、どうだろう？　もし、すれ違いだったらゴメンねー？」

「大丈夫だよ。桃井さん、教えてくれてありがとう！　……じゃあ、朝倉さん。俺、もう一度先生の所に行ってから帰るから……ま、また今度ね？」

「え、ええ……安藤くん、また今度ね♪」




（（そう、また今度──、伝えられたら……））
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【プロローグ】




「安あん藤どうくん……行っちゃったね」

「そうね。モモ、私達たちも帰りましょうか？」

「そだね。サクラ♪　でも、安藤くんには悪いことしちゃったなー」

「悪いことって……モモ、どう言うこと？」

「えへへー、実はね……『先生が安藤くんを探してた』って、あれ嘘うそなんだよねー♪」

「どぅぇええええ!?　モモってば、何でそんな嘘を言ったのよ！　早く、安藤くんに教えてあげなきゃ──」

「何でって……そんなのサクラと二人になるために決まっているじゃん」




（え、モモ……？）




「サクラ、あたしね。舞台なんかに立たなくていいと思ってた。

　でも、思ったんだ……『あたしも舞台に立ちたい』って──、

　だから、聞いてくれるかな？　あたしの決意……」

「モモ、それって──」














【決意】




「安あん藤どうくん、やっと教室に戻ってきたのね！　大丈夫？　先生達たちに怒られなかった？」

「朝あさ倉くらさん……。うん、何な故ぜかあまり怒られなかったよ」




（この声は……サクラと安藤くんだ……。うん、ちゃんと二人っきりになれたんだね）




「あれ、他の皆みんなは……？」

「もう、皆先に帰っちゃったわよ……」

「そ、そうなんだ……」




（そう、クラスの皆には委員長が先に帰っていいって伝言を回していた。だから、サクラと安藤くんが教室で二人っきりになるのは必然……）




「あ、安藤くん！　その……私が急なアドリブを入れたせいで……ごめんなさい！」

「そんな！　朝倉さんは謝る必要ないよ！　だって、朝倉さんのおかげで劇は『ハッピーエンド』になったんだし……」




（委員長がそんな事をした理由。そんなのは分かりきってる……。それは、サクラが安藤くんに告白するチャンスを作るため。あの演劇での後なら流石さすがのサクラも雰囲気に呑のまれて告白できるんじゃないかという委員長の分かりやすい考え……）




「朝倉さん」

「は、はひぃ！」




（あたしは安藤くんのことが『好き』……）




「その……演劇のことだけど、あの時のセリフは……？」




（あの演劇であたしは本当の気持ちに気づいてしまった……。だからこそ、ここでサクラが安藤くんに告白するなら、あたしはこの気持ちを最後まで隠し通そうと思う……）




「で、でも！　あれはただのアドリブにゃんだからね！　そ、そそ、それ以上の深い意味はないんだから──かかか、勘違いしにゃいでよね!?」

「だ、だよね！」




（……だけど、ここでサクラが『逃げる』なら──）




「そういえば、朝あさ倉くらさん。俺なんかのためにアドリブなんかさせちゃってゴメンね……？」

「もう、いまさら何を言っているのよ！　私にとって、安あん藤どうくんはその……だ、大事な『友達』なんだから、あれくらい当然でしょう！」

「そ、そうか……うん！　俺と朝倉さんは『友達』だもんね！　俺、朝倉さんが友達で良かったよ！　本当にありがとう」




（その程度の決意に……あたしは絶対負けたくない！）




「あーっ！　安藤くんってばこんな所にいたんだー！」




（だからこの日、あたしは舞台に立つと決めた……）
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【あとがき】




　１巻に【プロローグ】がなかったことに気づいた人はいますか？




　こんにちは、出で井い愛あいです。

　この度は『何故か学校一の美少女が休み時間の度に、ぼっちの俺に話しかけてくるんだが？』通称『何故かの』の２巻をお手に取ってくださり、ありがとうございます！

　世の中には『あとがき』から読むという読者の方もいますが、私はネタバレを気にせずに『あとがき』を書く人間ですので、まだ本編を読んでいない方はご了承ください。




　最初にも書きました通り『何故かの』の１巻には【プロローグ】が存在しません。そして、この２巻で初めて【プロローグ】というものが出てきます。

　それは私にとって、ここまでが一種の長い【プロローグ】にすぎないからです。

　この作品はカクヨムというサイトにて連載しているものを書籍化させていただいた作品になりますが、書籍版『何故かの』はここからウェブと話が分岐します。

　つまり、ここからが本番です！

　私自身、この作品を書籍化させていただくにあたって、ウェブを読んでいる人も書籍からウェブ版を読む人も、両方が楽しめる書籍化作品にしようと思っておりました。

　そう、ウェブと書籍で二度美お味いしい！　『何故かの』！

　なので、よければ気になる方はカクヨム版『何故かの』もよろしくお願いします。

　また、この２巻の冒頭にある『何故かの』漫画ページですが、２巻後の話だと思って読み返すと、最初とは違った感じで読めます。是非、読み返してみてくださいね。




　最後に、１巻からお世話になっております。担当編集のＯ様、２巻の表紙案がまったく一緒の意見で２秒程度で決定した時は運命を感じました。あと、最近ツイッター始めてましたね？　流れてくるラーメンがとっても美味しそうです！　皆もフォローしてね！

　担当編集のＫ様、担当って増えるんですね（笑）謝恩会では憧れの先生をご紹介いただけて嬉うれしかったです。今後ともご迷惑おかけすると思いますが、宜よろしくお願いします。

　最高のイラストを描いて頂いた西にし沢ざわ５㍉様、この度は初の単行本発売おめでとうございます！　『何故かの』のイラストを描く西沢５㍉先生の単行本『私の初めて、キミにあげます。』ＫＡＤＯＫＡＷＡ様から発売中です！　是非、よろしくお願いします！

　そして、この本に関わって頂いた全すべての方へ、本当にありがとうございます！

　また、この作品を手に取ってくれた読者の皆様に、最大の感謝をこめて。

　是非、三巻も宜しくお願い致します！　『何故かの』！





電子書籍特典　書き下ろし短編

『安藤くんと脚本と欲望』





「んがぁ～、むがぁ～、のぉお……」

「もう、お兄ちゃん！　さっきから一人でブツブツうるさいよ！　何をそんなに悩んでいるの!?」

「ああ、ゴメン……。実は、クラスでやる演劇の脚本を書いてるところだったんだ……」

「へ？　脚本って、お兄ちゃんが書くの……？」

「だから、そう言っているだろ？　でも、何を書くか全然思い浮かばないんだよなぁ……」

「にゃるほど！　だから、お兄ちゃんはさっきから自分の部屋にもいかないでリビングで気持ち悪い声を出しながら唸っていたんだね♪」

「なぁ、妹よ……。そのセリフ、半分くらいお兄ちゃんへの罵倒になってない？　ねぇ？」

「お兄ちゃん！　そういうことなら、妹の私が『仕方なく！』だけど……本当は面倒だしお兄ちゃんのことなんてどうでもいいんだけど……『妹』だから！　そう、お兄ちゃんの『妹だから』仕方ないけど、手伝ってあげるよ♪」

「うん、手伝ってくれるのはありがたいんだけど……やっぱり、それ半分くらいは俺への罵倒だよね？」




（でも、まぁ……なんだかんだ言って兄のために夜遅くまで付き合ってくれるんだから、俺は本当にいい妹を持ったよ）

（えへへ……もう、お兄ちゃんは本当に私がいないとダメなんだからにゃ♪）







「だから、こういう時はよくある話なんかを自分の実体験をもとにして改変したりすると楽なんだよ。例えば、昔の映画とか童話とか？　ああいう作品って元から起承転結があるから、登場人物の名前を変えたりするだけで新しいお話になるでしょう？」

「なるほど！　妹、お前天才だな！」

「プラス可愛い！」

「なるほど！　妹、お前天才でさらに可愛いな！」

「そ、それほどでもないよ～、にゃふふ♪」

「自分で言わせたんだよなぁ……」




（まぁ、否定はしないけど……）




「それにしても、ぼっちのお兄ちゃんが演劇の脚本を任されるなんて何があったの？」

「……は？　妹よ。何を言っているんだ？　別に、お兄ちゃんは脚本を任されたわけじゃないぞ？　ぼっちの俺にそんな人望があると思うのか？」

「え、でも……脚本を考えなきゃいけないんだよね？　それって、任されたわけじゃないの？」

「ああ、そういうことか！　違う違う、これはクラス全員の宿題なんだよ。クラスの奴全員が脚本を考えてきて、その中で一番いいやつを投票で採用するんだよ」

「お兄ちゃん！　そういうことはもっと先に言ってよ!?　じゃあ、お兄ちゃんの脚本を手伝っても採用されなければ無駄じゃん！」

「無駄じゃねぇよ!?　採用されるかもしれないだろ！」

「ねぇ、お兄ちゃん？　その脚本ってクラスの投票で決まるんだよね？」

「ああ、そうだけど？」

「じゃあ、ぼっちのお兄ちゃんが書いた脚本に投票してくれる人がお兄ちゃんのクラスにはいるのかな？」

「……なるほど」




（確かに、採用される気がしないな……）




「はぁ～、バカバカしい。お兄ちゃん、私もう眠いから先に寝るね？」

「お、おう……。なんか、こんな夜遅くまで付き合わせて悪いな？」

「別に、いいよ。だって、私はお兄ちゃんの『妹』だからね♪　それと、お兄ちゃんもどうせ採用されないんだから手を抜いてもいいんじゃない？　ほどほどにしないと体調崩すよ……」




（妹してはそっちの方が心配なんだから……）




「ああ、ありがとう。ほどほどに頑張るよ……」




（よし、妹の奴も寝たし……俺も適当に脚本書いて寝るとするか）




「しかし、実体験か……」




（ぼっちの俺が元にできる実体験なんて──）




「……そ、創作の中くらいは欲を出してもいいよな？」




（だって、どうせ採用なんてされるわけないんだから……）
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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